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「ねえ、慧けい輝き君？」

「なんですか、先輩？」

「私達が今、何気なく過ごしている高校時代って、人生において二度と取り戻すことのできない大切な時期だと思うの。特に放課後は学生が青春を謳おう歌かするための、とても貴重な時間よね」

「そうですね」

「その貴重な時間を使って、どうして私達は部室の掃除なんてしているのかしら」

「先輩が散らかしたからですよ」

　ありのままの事実を告げると、先輩と呼ばれた女子生徒は不服そうにそっぽを向く。

　長い黒髪が印象的な女子生徒の名前は朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　慧輝君こと桐生きりゆう慧輝が所属する書道部の部長を務める三年生。

　髪の美しさもさることながら、そのスタイルは抜群で、女子高生とは思えない発育を誇るふたつの果実が制服の胸元を猛烈に押し上げている。

　そんな黒髪巨乳美女の手には水みず拭ぶき用のレトロなモップ。

　見るからにダサいモップも、美女が持つとオシャレグッズに見えるから不思議だ。

「掃除が必要な文明なんて滅べばいいんだわ」

「少なくとも部室の治安は崩壊してますけどね」

　慧けい輝きはテーブルを拭ふいていた手を止とめ、治安の崩壊した部室を見渡した。

　書道部の部室は現在、途方もないほどに荒れていた。

　原因の大部分は部屋を埋め尽くす山ほどの半紙（使用済み）。

　書道部の部室はフローリングとは別に、畳のスペースが設けられた部屋なのだが、床も畳もそのほとんどが半紙に隠され見えない状態だ。

　しかも墨のしぶきが壁や窓や天井にまで飛び散っており、まさに阿あ鼻び叫きよう喚かんの惨状である。

「そりゃ、この惨状を先生に見られたらお説教もされるよな……」

　今日の昼休みのことだ。

　半紙と墨で異次元を構築していた部室を書道部の顧問が発見。

　ただちに紗さ雪ゆきが職員室に召喚され、長めのお説教を経て部室の掃除を言い渡された。

　紗雪に電話で呼び出された慧輝は完全にとばっちりだ。

「ほら先輩、今日中に終わらせないとまた先生に怒られますよ」

「慧輝君はどうしてそんなにやる気があるのかしら」

「先輩はどうしてそんなにやる気がないの。自分の部室でしょ」

「──そうですよ、朱と鷺き原はら先輩っ。頑張ってお掃除しましょう？」

　元気な声で慧輝を援護したのは、紗雪とは対照的に小柄な女子生徒。

　華きや奢しやな肩にかかるくらいの髪は透き通った金色。

　宝石のような青い瞳を持つ少女は一年生の古こ賀が唯ゆい花か。

　見た目は異国風だが名前は完全に和風。祖母がイギリス人なのだとか。

　そんな彼女の手には回収したばかりの半紙の束が。

「ごめんな、唯花ちゃん。手伝ってもらっちゃって」

「いえ、今日は図書委員の仕事もなかったですし」

　唯花は畳スペースの掃除を担当してくれていた。

　半紙に書いた文字がそのまま畳に移ったりしていて、そちらも大変な様相である。

「ほんと、唯花ちゃんがきてくれて助かったよ。……一年生の後輩が先輩より働いている件について、紗雪先輩はどう思われますか？」

「そんな意地悪な言い方しなくてもいいじゃない。……わかったわ。ちゃんとするから」

　口を尖とがらせつつも続投の意思を示す紗雪。

　黒髪の上級生は、金髪の下級生に敵意を隠さない視線を向ける。

「でも、別に古賀さんが手伝う必要はないのよ？　これは書道部の問題で、つまりは私と慧輝君の問題で、部外者であるあなたには関係のないことだもの」

「ちょっ、紗さ雪ゆき先輩!?」

　紗雪の放った言葉はストレートな敵対表明。

　しかし後輩も負けておらず、余裕の笑みを浮かべて応える。

「慧けい輝き先輩は図書委員の先輩でもあるんです。後輩として、慧輝先輩が悪い魔女の圧政に苦しんでいるのを見過ごせません」

「唯ゆい花かちゃん!?」

　唐突に勃ぼつ発ぱつした女子ふたりによる戦争。

　どうしてかこのふたり、顔を合わせるたびに見えない火花を散らすのだ。

　犬猿の仲というか、水と油というか、とにかくいろいろ〝合わない〟らしい。

「……どうでもいいけど、さっさと掃除終わらせて帰らない？」

　不毛な争いに水を差したのは、氷のように冷ややかな声。

　赤茶色の髪をサイドテールにした女子生徒は南なん条じよう真ま緒お。

　少し派手めな女の子で、慧輝のクラスメートであり、よくつるんでいる女友達だ。

　彼女は黙々と壁についた墨を拭ふき取っていたのだが、掃除そっちのけで騒ぎたてるメンバーに堪忍袋の緒が切れたらしい。

「……そうね。争っている場合じゃなかったわ」

「ですね。ごめんなさい、真緒先輩」

　第三者の介入で熱も冷めたのか、紗雪と唯花の両者は矛を収めて持ち場に戻っていく。

　真緒も雑ぞう巾きんを手に再び壁に向かい、墨の飛び散ったところを拭き始めた。

「ほんと面倒くさい。なんであたしがこんなこと……」

「なんか、今日の南条はご機嫌斜めだな」

「斜めにもなるでしょ。こちとら部員でもないのに、書道部の部室の掃除なんか手伝わされてるんだから」

「安いもんだろ。これに付き合うだけで溜たまってたツケがチャラになるんだから」

「……そりゃ、桐生きりゆうには掃除当番代わってもらったりしたけどさ……」

　どんな用事があるのか知らないが、慧輝は何度か掃除当番を代わってやっている。

　今日はその貸しをチャラにすることを条件に真緒を駆り出したのだ。

「……ま、桐生に借りたぶんの仕事はしてあげる」

「ああ、頼んだ」

　壁の洗浄を真緒に任せて慧輝が持ち場に戻ると、無数の半紙をよせながらひたすらモップを動かしていた紗雪が溜ため息いきをついた。

「それにしても……この大掃除、いつになったら終わるのかしら」

「大丈夫ですよ。あとひとり、強力な助すけっ人とを呼んでますから」

「助っ人？」

　紗さ雪ゆきが首を傾かしげるのとほぼ同時、部室のドアが控えめに叩たたかれた。

「お、ちょうどきたみたいだな。──入ってくれっ」

「失礼しまーす……って、うわー……これは予想以上に汚いね」

　入室した瞬間、部室の惨状に率直な感想を述べる女子生徒。

　肩の上で揺れる、少しクセのある髪が特徴の女の子は桐生きりゆう瑞みず葉は。慧けい輝きの妹だ。

「助すけっ人とって、慧輝君の妹さん？」

「どもです。兄さんから部室が大変だと聞いたのでお手伝いにきました」

「瑞葉は先輩と違って掃除スキルを持ってるので頼りになりますよ」

「掃除スキルがなくてわるかったわね」

　紗雪がじろりとした視線を投げてくるが当然スルー。

　と、無慈悲な戦場に投入された新兵がキラキラした瞳で兄の制服の袖そでを引く。

「兄さん兄さん、わたしもう早く綺き麗れいにしたくてうずうずしてる」

「よしよし。綺麗好きの血が騒いだみたいだな」

　潔癖症の瑞葉にとってこの部屋はまさに敵陣のど真ん中。

　瑞葉は「不潔なものは味方だろうと即成敗」とばかりにさっそく箒ほうきを手に取っている。

　そんな妹の様子に慧輝は満足げに頷うなずいた。

「それじゃ、メンバーも揃そろったし、ささっと終わらせますか！」

　そうして開催された総勢五人がかりの大掃除。

　詳細は割愛するが、部室との戦いは一時間にも及んだ。

「やっと終わったな……」

「大変だったわね」

「散らかした本人が他人事みたいに言わんでください」

　床を覆っていた半紙の山をかき集め、壁や天井に飛び散った墨を拭ふき取り、ついでに備品の手入れまでしてしまったが、疲労感と釣り合うくらいには綺麗になった。

「兄さん、おつかれさま」

「瑞葉も。今日は助かったよ。ありがとう」

「あ……うん。どういたしまして」

　頭を撫なでてやると、瑞葉は少し恥ずかしそうに頰ほおを染め、猫のように目を細める。

　そんな兄妹の様子を真ま緒おが冷めた目で見ていた。

「……前から思ってたけど。桐生って、けっこうシスコンだよね」

「いいんだよ。兄は妹を甘やかすものなの」

「ま、仲がいいのはいいことだけど。……そんなことより、早く帰ってお風呂に入りたい」

「あ、唯ゆい花かもです」

　真緒の発言に金髪の後輩が同意する。

　墨で汚れた部屋を掃除していたせいで全員墨まみれだ。

　それがおかしかったわけではないのだが、慧けい輝きはつい、小さく笑ってしまう。

「慧輝君、どうしたの？」

「いえ、なんか楽しいなと思って。皆で集まって、墨まみれになるまで掃除して、こういうのも青春って感じがしませんか？」

　慧輝の言葉に、四人の女の子達は顔を見合わせる。

　それから、それぞれ魅力的な笑顔を見せてくれた。

「よし。じゃあ、皆は先に帰ってくれ。俺はこれを片付けてくるから」

　慧輝が手にしたのは青色のバケツ。バケツの中は黒ずんだ水と雑ぞう巾きんで満たされていた。

「それくらいは私がやるわ」

　部室を散らかした罪悪感からか、紗さ雪ゆきが後始末の役に名乗りをあげる。

「いや、これは俺がやるんで紗雪先輩も帰ってください。先輩、昨日までコンクールの作品を仕上げてたんですよね？　先輩のことだから、ろくに寝ないで頑張ってたんでしょう？　目の下にクマができてますよ」

「できてないわ」

「できてますよ。なんで一秒でバレる噓うそつくの」

　紗雪の目元にはうっすらとだが、確かに寝不足の証あかしがあった。

「……しかたないじゃない。なかなか納得のいくものができなかったんだから」

　ここ最近、紗雪はコンクールに出すための作品を作っていた。

　創作にのめりこむ彼女に清掃の概念は存在せず、その結果がこの大掃除である。

　紗雪が努力家なのは慧輝も知っている。

　部屋の掃除まで手が回らないくらい、時には睡眠時間を削ってまで頑張ってしまう。

　だから少しくらい、後輩を頼ってほしいと思う。

「今日くらいは早く帰って休んでください。ここの戸締まりも俺がしときますから」

「別に寝不足くらいたいしたことないわ」

「ダメです。今回ばかりは俺のいうことをきいてもらいます」

「…………わかったわよ」

　少し強めに言うと、先輩はようやく素直に頷うなずいた。

「兄さん、わたし待ってようか？」

「いや、待ってなくてもいいよ。瑞みず葉はも早くシャワー浴びたいだろ？」

「ん……浴びたい、かも」

　瑞葉は自分の体を見下ろすと、心地が悪そうにもじもじする。

　綺き麗れい好ずきの瑞葉としては墨まみれの状態がつらいのだろう。

　真ま緒お達と同様、なるべく早く帰宅してお風呂に入りたいはずだ。

「それじゃ、紗さ雪ゆき先輩。部長として最後に一言お願いします」

「皆さん、今日はありがとう。また散らかしてしまったらお願いするわ」

「いや、そこはお願いしないですむようにしてください……」

　午後五時過ぎ。こうして掃除の集いは解散の流れとなった。

　帰り支度を始めた女子達を残し、慧けい輝きはひとり、バケツを手に部室を出る。

　バケツを運び込んだ先は部室と同じ二階にある男子トイレ。

　業務用の大きな流し台に陣取り作業を開始。

　外から届く運動部のかけ声をＢＧＭに、黙々と雑ぞう巾きんを水洗いしていく。

　単純な作業。時間はそうかからない。墨で汚れていた雑巾はすぐに綺き麗れいになった。

「……ん？」

　何か話し声が聞こえた気がして顔を上げる。

　すると窓の外に、仲良く腕を組んで下校する一組の男女カツプルの姿があった。

「リア充じゆうめ……爆発してしまえ」

　幸せそうなカップルに祝福の言葉を贈り、慧輝は寂しい我が身を呪のろう。

「……あーあ、俺も彼女ほしいな……」

　実際のところ、そんな簡単に彼女ができたら苦労はしない。

　生まれてこのかたラブレターのひとつも貰もらったことがないし、今後も貰える予定はない。

　バレンタインのチョコだって妹以外の女の子から貰ったことはない。

　恋愛に憧あこがれはあっても、相手がいないのではどうしようもないのである。

　せつない現実を嚙かみしめながら掃除用具を元の場所に返却し、仕事を終えた慧輝は部室へと足を向けた。







　夕ゆう陽ひが差し込む部室は既に無人だった。

　パイプ椅い子すに残された鞄かばんはひとつだけ。

　部屋の窓は開けられたままで、五月の風がカーテンを微かすかに揺らしている。

「……ん？」

　窓を閉めようと進んですぐ、慧輝はそれを見つけた。

　テーブルの上に置かれた、薄桃色の封筒。

　重おも石しのかわりだろうか、綺麗に畳まれた白いハンカチが封筒の端に添えられていた。

　誰かの忘れ物かと思ったが、すぐに違うとわかる。

　ハンカチと一緒に手に取った封筒には『桐生きりゆう慧輝様』とあったから。

「俺宛あて？」

　何かの伝言だろうか。

　だが、ただの伝言で封筒を使うのはおかしい気がする。

　裏返してみても、クローバーのシールで封がされている以外に情報は読み取れない。

　違和感を覚えつつも慧けい輝きは封を切り、一枚の便びん箋せんを取り出す。

　便箋はほとんどが白紙だったが、紙の真ん中に一言だけ書かれていた。

　いかにも女の子らしい丁寧な文字で『あなたが好きです。』と。

「こ、これはまさか…………ラブレター!?」

　文面からして間違いないだろう。

　手にしているものがラブレターだと判明した瞬間、急激に頰ほおが熱くなった。

　嬉うれしさと気恥ずかしさがないまぜになった未知の感覚。

　初めて受け取った愛の言葉に抑えられない興奮が溢あふれ出だす。

「マジで!?　ついに俺にも春が!?　彼女いない歴れき＝年齢の悲しい歴史を刷新する時がきてしまったのか!?　う────うおっしゃあああああああああああああああああっ!!」

　部室を揺らす魂のシャウト。

　初めてラブレターを貰もらった男の歓喜の叫びだった。

「……って、あ、やばっ」

　興奮しすぎて、手紙と一緒に持っていたハンカチを落としてしまう。

　音もなく床に着地したそれを拾いあげる。

　その拍子、畳まれていたハンカチがふわりと開いた。

「…………え？」

　一瞬、慧輝は自分の見たものが何かわからなかった。

　真実を解き明かすように両手でそれを掲げ持ち、じっくりと観察する。

　ハンカチにしてはやたらとなめらかな手触り。

　本来あるべき四角形ではなく、どちらかといえば三角形に近い魅惑の形状。

　慧輝がハンカチだと思っていたそれは、実はハンカチではなく、女性用の下着だった。

　とても可愛かわいいデザインのショーツだった。

「えええええええええええっ!?」

　慧輝とて年頃の男子。

　恋文から始まる淡いラブストーリーを夢想したことがないと言えば噓うそになる。

　けれど、実際に貰ったそれは思い描いていた理想とはかなり異なるものだった。

　きっと世界的にも珍しいタイプに違いない。

　なにしろ、女の子のパンツが添えられているだけでも変なのに。

　そのラブレターには、どこを探しても、差出人の名前が書かれていなかったのだ。
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「……それで、慧けい輝きが戻ってくると、テーブルの上にラブレターがあったってわけかい」

　慧輝が事情を話し終えると、ジャージに身を包んだ美形の男子生徒が、顔に似合った美声で相づちを打った。

　彼の名前は秋あき山やま翔しよう馬ま。

　慧輝と同じ二年Ｂ組所属。テニス部のエースで、甘いマスクを持つなかなかの優男なのだが、その実態は幼い女の子をこよなく愛するロリコンだ。

　そんな残念なイケメンと慧輝は友人どうしだったりする。

　ふたりがいるのは校舎からやや離れた場所にある男子テニス部の部室。

　ミーティング用のテーブルを挟み、向かい合う形でそれぞれパイプ椅い子すに座っていた。

「いきなり朝練に押しかけてきたと思ったら、まさかそんな自慢話を聞かされるとはね」

「練習の邪魔をしたのは悪いと思ってる」

「かまわないよ。友人に頼られるのは光栄だ」

　そう言って爽さわやかな笑顔を見せる翔馬。

　対して慧輝の顔色が優すぐれないのは、ラブレターのことを考えて眠れなかったからだ。

「それにしても、慧輝はずいぶんと個性的なラブレターを貰もらったみたいだね。手紙と一緒にパンツが残されていたってことだけど」

「ああ、封筒の端にこれが置いてあったんだ」

　鞄かばんの中から真っ白なパンツを取り出すと、翔馬は呆あきれた顔をする。

「慧輝……よく学校にそんなものを持ってこれるね」

「俺もできれば持ってきたくなかったよ……」

　しかし、このパンツはラブレターの差出人を探すための手掛かりでもある。

「いちおう確認するけど……そのパンツは使用済みなのかな？」

「いや、たぶん新品だと思う。洗剤の匂いとかもしなかったし」

「……嗅かいだのかい？」

「まあ、さすがに使用済みだったら洗濯しようと思って」

　脱ぎたてを保管しておくのもどうかと考えての確認作業です。

　よこしまな気持ちはまるでなかったと主張しておく。

「なあ、翔馬。このパンツにはどんな意味があると思う？」

「慌てていたラブレターの持ち主が落としていった、とかじゃないかな？」

「どういう慌て方をしたら人はパンツを落とすというのか……」

　理解に苦しむが、人間は慌てていると信じられないミスをすることがある。

　ラブレターにパンツが添えられていたことにも、何か想像もつかないような理由があるのかもしれない。

「……けどさ、なんでラブレターに差出人の名前がないんだろうな？」

　そう。それこそが慧けい輝きを悩ませているいちばんの原因。

　そもそも、慧輝に宛あてたラブレターには差出人の名前がなかった。

　おかしいことだらけのラブレターだが、それがいちばん不可解だ。

「たしかに謎なぞだよね。単なる書き忘れってこともないだろうし……」

「それとも、このラブレター自体が誰かのイタズラとか？」

「それはどうかな。高校生にもなってそんなイタズラをする人がいるとは思えないけど」

「まあ、そうだな……」

　けっきょく、ふたりで考えても答えは出なかった。

　パンツだけでも意味不明なのに。

　そのうえ差出人まで不明なのだからお手上げだ。

「なんにせよ、相手の名前がわからないんじゃ不便だね……よし、ひとまずラブレターの差出人を〝シンデレラ〟と呼ぶことにしよう」

「なんでシンデレラなんだ？」

「靴じゃなくて、パンツを落としたシンデレラってことで」

「嫌すぎるネーミング！」

　けれど、今の状況はガラスの靴の持ち主を探す王子を連想させないでもない。

　王子がシンデレラの正体を知らないところなんてそっくりだ。

「まあ、パンツのことにしろ、自分の名前を書かなかったことにしろ、シンデレラを探し出して本人に直接聞けばいいと思うよ」

「そうなんだけど。……でも、それってさ……」

　恋文を見つけてからずっと、自分でも考えていたことだ。

　手紙が置いてあった場所、慧輝が部屋を空けていた十分にも満たない短い時間から考えて、差出人と思おぼしき人物はかなり限定されてしまう。

「ま、慧輝の想像通りだろうね」

　翔しよう馬まも同じ意見らしく、慧輝の考えをあっさりと肯定する。

「部外者って線もないとは言えないけど、ラブレターを渡すのにわざわざ書道部にまで足を運ぶ意味はないよね。そんなリスクを負わなくても下げ駄た箱ばことか机に入れればいいわけだし。普通に考えれば、シンデレラは部室の掃除に参加した女の子ってことになる」

　そこで一度話を区切り、異論が出ないことを確認してから翔馬は再び口を開く。

「さて慧輝、部室の掃除に参加していたのは誰だっけ？」

「それは──」

　部室の掃除に参加していた女の子は四人。




　巨乳で美人な先輩、朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　素直で可愛かわいい後輩、古こ賀が唯ゆい花か。

　距離の近い同級生、南なん条じよう真ま緒お。

　気配り屋さんの妹、桐生きりゆう瑞みず葉は。




「とりあえず瑞葉ちゃんは妹だから除外するとして。残りの三人の中に、慧けい輝きにラブレターを書いた女の子がいるってことだね」

「や、やっぱりそうなるかな？」

「顔が赤いよ、慧輝」

「だ、だってさぁ（もじもじ）」

「男が顔を赤らめながらもじもじしないでくれよ。こわいよ」

「し、しょうがないだろ。ラブレターとかもらったの、初めてなんだから……」

「慧輝って、平気で女の子のパンツを嗅かげるわりに初う心ぶなんだね」

「ほっといてくれ」

　彼女いない歴れき＝年齢の慧輝にとって、ラブレターの不意打ちはまさに青せい天てんの霹へき靂れきで。
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　しかも、その差出人がどうやら知り合いの三人のうちの誰かで。

　彼女達は全員が魅力的な女の子で。

　その中の誰かが自分のことを好きなのだと思うと、自然と顔が熱くなってしまう。

「つまりアレだね、そのパンツは三人のうちの誰かのものってことになるね」

「生々しいからそういうのはオフレコで頼む」

　せっかくの甘い気分が台無しだ。

「……でも、そうか。俺はこのパンツの持ち主を探すことになるんだな」

「パンツを落としたシンデレラを探す王子様か。ガラスの靴より難易度が高そうだ」

「他人事だと思って楽しそうだな……」

「じゃあ、シンデレラ探しはやめるかい？　このまま放置するって選択肢もあるけど」

「……いや、やるよ。やってやるっ！」

「お、やる気じゃないか。どういう心境の変化だい？」

「ふふん、そんなの決まってるだろ？」

　両手をテーブルにつき、勢いよく立ち上がると、決死の表情で慧けい輝きは叫んだ。




「俺だって、可愛かわいい彼女がほしいんだよおっ！」




　その叫びは、この世の全ての男子が胸に抱く切実な願望だった。

　可愛い女の子と心ゆくまでイチャイチャしたい。

　それは男の子の原始的な欲求である。

　正体は不明だが、恋文の差出人が慧輝に好意を持っているのは明らかだ。

　つまり、首尾よく探し出すことができれば念願の恋人をゲットできるということ。

　こんな千載一遇のチャンスを逃す手はない。

　欲望丸出しの動機だが、男子が頑張る理由なんてそれで十分。

　ラブレターの差出人はパンツを落としたシンデレラ。

　冴さえない王子が真っ白なパンツの持ち主を探す、世にも奇妙なシンデレラストーリーはこうして幕を開けたのだった。







　翔しよう馬まと別れたあと、教室に向かう途中の廊下で朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきと遭遇した。

「あら。おはよう、ケーキ君。相変わらずおいしそうな名前ね」

「おはようございます、紗雪先輩。俺の名前はケーキじゃなくてケイキですけどね」

「実際に呼ぶ時の発音は同じでしょう？　小さいことを気にする男はもてないわよ？」

「朝からなんのダメ出しですか？」

「たとえばほら、誕生日のホールケーキがあるじゃない？　カットされた自分のぶんが他より小さかったらガッカリするわよね」

「むしろ先輩の発言にガッカリですけど」

「ナイスつっこみよ、慧けい輝き君」

　そう言って黒髪の上級生は楽しげに微笑ほほえむ。

　どこからか取り出した小振りな筆で後輩の頰ほおに落書きをしながら。

「人の顔に落書きするのやめてもらえます？　……なんて書いたんですか？」

「『おまわりさん、私です』」

「何をやらかしたの、俺!?」

　紗さ雪ゆきが取り出した手鏡を確認すると、慧輝の頰には、素人目にも尋常じゃないとわかるほどの達筆で『おまわりさん、私です』と書かれていた。

　しょうもないイタズラだが、楽しそうな彼女の笑顔に「仕方ないなあ」と許してしまう。

　いろいろ謎なぞな人だけど、彼女にイタズラされるのは嫌じゃない。

　むしろ内心では嬉うれしく思う自分がいることを慧輝自身も自覚している。

　美人の先輩にかまってもらえるなんて、男子にとっては無条件でご褒美なのだ。

「そういえば、昨日の掃除は大変だったわね」

「大変だったのは先輩が散らかしたせいですけどね」

「反省はしているわ。後悔はしていない」

「先輩、実はぜんぜん懲こりてないですね？」

「けど、部室の治安が崩壊したのは慧輝君のせいでもあるのよ」

「はい？　どうして？」

「掃除係の慧輝君が、一週間も部活にこないから部室は悲惨な状態になったのよ」

「いや、掃除係とか初耳だし。たしかに普段は俺が部室の片付けしてるけど……」

　率直に言って、桐生きりゆう慧輝は真っ当な書道部員ではない。

　いちおう書道部に名を連ねてはいるが、書道に関してはまるっきり素人。

　部室に顔は出すものの、筆を手に文字を書いたりはしない。

　幽霊部員とまではいかないまでも正規の部員と呼ぶには疑問の残る微妙な立ち位置。

　そんな慧輝がなぜ書道部に所属しているかといえば、紗雪に惚ほれこんでいるからだ。

　異性に対する好意というよりは、憧あこがれに近い感情。

　書に向き合っている時の彼女は格かつ好こういい。普段の残念な部分が帳消しになるくらいに。

　もちろん、一緒にいて楽しい人だからというのもある。

　基本的に異性に免疫のない慧輝が緊張せずにいられるのは、彼女の性格が見た目に反して子どもっぽく、親しみやすいからだろう。

「……っていうか、そもそも〝集中したいからしばらくひとりにして〟って言ったの先輩じゃないですか」

「え、私そんなこと言った？」

「言いましたよ。憶おぼえてないんですか？」

「作業に追われたり詰まったりしてイライラしていたのは憶えているわ」

「もういいです。……あ、そうだ部室の鍵」

　昨日の放課後、紗さ雪ゆきから預かっていた鍵を返す。

　受け取る紗雪の態度は拍子抜けするほどいつも通りだ。

　鍵を渡した瞬間に手が触れ合っても特に特別な反応はなかった。

　紗雪は至って通常運転で、昨日までの彼女との差異は確認できない。

　仮に紗雪がシンデレラなら、ラブレターを渡した翌日に、こんなにも自然に慧けい輝きと接することができるだろうか？

「……あら？」

　鍵を受け取った紗雪が何かに気づき、上目遣いに後輩の顔を覗のぞき込こむ。

「な、なんですか……？」

「慧輝君、目の下にクマがあるわよ」

「クマナンテナイデスヨ？」

「あるわよ。どうして一秒でバレる噓うそつくの。……もしかして寝不足なの？」

「ちょっと、その……昨夜は眠れなくて」

　昨夜は例のラブレターのせいで悶もん々もんとしてしまい、なかなか寝付けなかった。

　初めての恋文に一喜一憂して大変だったのだ。

「なんなら、このまま部室にいって仮眠をとる？」

「魅力的な提案だけど、さすがに授業はサボれないので遠慮します」

「ざんねん。添い寝してあげようと思ったのに」

　くすりと、イタズラっぽい笑みを浮かべる紗雪。

　ひとつ年上の先輩の、反則的に可愛かわいい笑顔に思わず見とれてしまう。

「？　どうかした？」

「い、いえ。なんでもないです。……じゃあ、俺はこれで」

「あ、待って慧輝君」

「なんですか？」

「顔の落書きは消したほうがいいわ。馬鹿みたいよ？」

「これ先輩が書いたやつ！」

　頰ほおに書かれた落書きをすっかり忘却していた。

　制服の袖そでで拭ぬぐおうとしたが、紗雪が自分のハンカチで拭ふいてくれた。

「ほら、動かないで」

「……はい」

　布越しに伝わる彼女の体温に、慧けい輝きは顔が熱くなるのを感じた。

「うん。これでよし」

「あ、ありがとうございます……」

　朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきがシンデレラかどうかはまだわからない。

　だけど、ラブレターの相手が彼女かもしれないと思うと、自然と鼓動が速くなった。







　昼休み。昼食をすませた慧輝は図書室にいた。

　業務用のパソコンや数冊の本が置かれたカウンターの中。

　今日は図書委員の当番で、慧輝の隣には金色の髪の女子生徒が座っていた。

「昨日はありがとう。唯ゆい花かちゃんが手伝ってくれて助かったよ」

「いえ、お役に立てたなら嬉うれしいです」

　昨日の放課後、紗雪に電話で呼びつけられたあと、廊下で偶然会った唯花にその話をすると「よかったら手伝いましょうか？」と言ってくれたのだ。

　委員会の仕事で一緒になることが多く、唯花は慧輝によく懐いていた。

　見た目通り素直で可愛かわいい後輩。それが古こ賀が唯花という女の子だ。

「お。お客さんだ」

「あ、唯花がやります」

　本を持ってやってきた女子生徒に唯花が対応する。

　小さな手でマウスを操作し、本の裏に張り付けてあるバーコードを読み取り、貸出処理の完了した本を手渡す。

「はい、どうぞ。返却期限は二週間です」

　丁寧な対応と最後まで笑顔を忘れない完かん璧ぺきな接客。

　彼女が図書委員になってまだ一ヶ月ほどだが、もう仕事は慣れたものだ。

「唯花ちゃんて、ほんと楽しそうに仕事するよな」

「唯花は本が好きなので。こう見えて本の虫なんです」

「本の虫か。洋書とかも読んだりするの？」

「や、洋書はちょっと。こう見えて英語が苦手なので」

　翻訳されたものしか読めないです、と言って「あはは」と笑う唯花。

　見た目は異国風でも、名前も中身も和風の少女。

　お姫様のような容姿とは裏腹に、意外と庶民的で話しやすい。

「唯花ちゃんて、おばあさんがイギリス人なんだっけ」

「はい。祖母の娘が唯花のお母さんで、お父さんは日本人です。唯花はクオーターということになりますね」

　こんなふうに、当番がある日は彼女と他た愛あいのない話をするのが恒例となっている。

　無論、図書室なので声を潜ひそめての会話ではあるが。

「慧けい輝き先輩は、妹さんとふたり暮らしなんでしたっけ」

「ああ、うちは両親が共働きでめったに帰ってこないんだ」

「唯ゆい花かの両親も、いつも帰りが遅いんですよ。子どもの頃は──祖母が亡くなる前は、いつも祖母の家に預けられてました。その家には本がたくさんあって、祖母がたくさんの本を読み聞かせてくれて──」

　話しながら、唯花はカウンターに置かれた本の表紙を優しく撫なでる。

「唯花の夢は、絵本作家になることなんです」

「ああ、それはいいな」

　成長した唯花が絵本を描いている光景が思い浮かぶ。

　その夢はとても彼女に似合っていると思った。

「ところで慧輝先輩？」

「なに？」

「先輩は巨乳がお好きなんですか？」

「ぶっ!?　ちょっ、はあああああっ!?」

「先輩、声っ、声が大きいですっ」

「ご、ごめ……いや、今のは唯花ちゃんが変なこと言うからだろ」

　声を潜めて抗議する。図書室ではお静かに、である。

「で、慧輝先輩は巨乳が好きなんですか？」

「え、その話続けるの？」

「いろいろ参考にしたいんです」

「いったいなんの参考……」

「それで、実際のところどうなんですかっ？」

「…………ノーコメントで」

「そのコメントが全てを物語ってますね」

「どうしろと!?」

　素直に答えても無回答でも有罪という罠わな。逃げ道が根こそぎ閉ざされている。

「男の子って、どうしてこう大きな胸が好きなんですかねー」

　巨乳好きの男の子にじとりとした目を向ける唯花。

　後輩の思わぬ反逆に、慧輝の頰ほおを冷たい汗が伝っていく。

「慧輝先輩は、朱と鷺き原はら先輩の巨乳に惑わされてるんですね。……いやらしいです」

「誤解だ!?」

「どうだか。電話ひとつで部室の掃除しにいっちゃうし、いろいろ朱と鷺き原はら先輩の言いなりだし。書道部にだって、胸につられて入部したんじゃないですか？」

「いや違う。それは断じて違うからっ」

　さすがにそんな不ふ埒らちな理由で書道部に入部したわけじゃない。

「ってか、なんで唯ゆい花かちゃんは紗さ雪ゆき先輩とそりが合わないの？」

「巨乳は全ての貧乳女子の敵です」

「なにそれすごい説得力……」

「朱鷺原先輩は、あんなに綺き麗れいで美人なのに胸まで大きいなんて反則だと思います」

「それには全力で同意する」

　うんうんと頷うなずく慧けい輝きに冷ややかな視線が向けられる。

「……やっぱり巨乳がいいんじゃないですか」

「あ……」

　しまった誘導尋問か、と口を押さえるがもう遅い。

　覆ふく水すい盆に返らず──零こぼれ落おちた時間を拾い上げる術すべを人類は未いまだ知らない。

　会話を続ければ続けるほど可愛かわいい後輩の視線はどこまでも冷たくなっていく。

「いかん。このままでは先輩としての俺の威厳が……」

「そんなの最初からないですけど」

「マジで!?」

「女の子を胸の大きさで比べる先輩が悪いんです」

「…………」

　比べていたつもりはないのだが、巨乳好きなのは事実のため何も言い返せない。

　不機嫌そうな唯花にぷいっと顔を背けられると、途方もない罪悪感に苛さいなまれる。

　叱しかられた子犬のように体を縮めてしゅんとしていると、唯花が慌てたように声をあげた。

「ちょっと先輩、そんな本気で落ち込まないでくださいよ。唯花の冗談ですから」

「え、冗談？」

「はい、少し意地悪してみただけです。だから安心してください」

「っはああああ…………ま、マジで焦ったぁ」

「ごめんなさい。でも、落ち込んだ慧輝先輩、子どもみたいでかわいかったです」

「……勘弁してくれ」

　慧輝の反応を見て、クスクスと喉のどを鳴らす下級生。

　笑うと信じられないくらい可愛くて、線の細い体は小動物のようで、思わず抱きしめてしまいたくなるほど愛らしい。

　そんな後輩が、甘えるように小さな体を寄せてくる。

「……ね、先輩。知ってますか？」

　可か憐れんな唇から零こぼれたのは砂糖菓子のような声。

「女の子は、興味のない男の子に意地悪したりしないんですよ？」

　試すような視線と、好意をほのめかすような台詞せりふが慧けい輝きの胸を打ち抜く。

「……そ、それって、どういう意味？」

「ふふ。……さあ？　どういう意味でしょうね？」

　どこまでが冗談で、どこまでが本当なのか。

　金色の髪の少女は綺き麗れいな笑顔で全てをうやむやにする。

「さて、そろそろお昼休みもおしまいですね。閉館の準備をしましょう」

「あ、ああ……そうだな」

　そう答えながら、慧輝は〝唯ゆい花かがシンデレラなのではないだろうか？〟と考えていた。

　日本人離れした可憐な容姿と素直で可愛かわいい性格をあわせ持つ美少女。

　そんな女の子が恋人になってくれたら、それはきっとこのうえなく幸福だ。

　天使のような女の子が自分のことを好きかもしれない──

　そう思うと、紗さ雪ゆきの時と同様に、慧輝の胸は強く高鳴るのだった。







　六時間目。本日最後の授業は体育だった。

　体育館を半分に分け、男子はバスケ、女子はバレーの試合を行っている。

　慧輝と翔しよう馬まは壁際に座り込んでクラスメートの試合を観戦していた。

　ふたりの会話は、自然と例のラブレターの話題になる。

「それで、何か手掛かりは摑つかめたのかな？」

「いや、それがぜんぜん。先輩も唯花ちゃんも、なんかぜんぜんいつも通りだったし」

「あのふたりなら、どっちがシンデレラでも不思議じゃないと思うけどね。ふたりとも、慧輝のことをずいぶん気に入っているみたいだし」

「まあ、嫌われてはいないと思うけど……」

「けど？」

「改めて考えてみたらさ、紗雪先輩みたいな美人とか、唯花ちゃんみたいな可愛い子が俺のことを好きになるとか、ありえないだろ？」

「どれだけ自分に自信がないんだよ、慧輝は……」

「ないよ。自信なんてない。だって俺に女子に好かれる要素なんてないだろ。成績は平凡だし、特別運動が得意なわけでもないし、これといった特技もない」

　あえて口にはしなかったが顔だって普通だ。

　可愛いヒロインのお相手は格かつ好こういい男と相場が決まっている。

　勉強ができて、運動ができて、優しくて格好いい、ヒーローみたいな男を女の子は好きになる。

　それこそ、物語のシンデレラが素敵な王子様と結ばれたように。

「……俺は、自分が王子様だなんて思えないよ」

　ラブレターを貰もらって浮かれていたが、自分が好かれる理由がわからない。

　やはり誰かのイタズラか、何かの間違いだと言われたほうがすんなり納得できる。

　紗さ雪ゆきや唯ゆい花かのような魅力的な女の子が、自分のような男子を好きになるとはどうしても思えなかった。

「……まったく、慧けい輝きは仕方ない奴やつだね」

「翔しよう馬ま？」

「僕は知ってるよ。慧輝が廃部寸前で困ってた先輩のために書道部に入ったことも、見た目のせいで周囲に馴な染じめなかった後輩の面倒を見てたことも」

「翔馬……」

「慧輝が朱と鷺き原はら先輩や古こ賀がさんに優しくしたのはどうしてだい？」

「そりゃ、女の子が困ってたら助けるだろ」

　女の子は笑顔でいる時がいちばん魅力的だ。

　理由なんてそれだけ。

　悲しい顔を見るのが嫌だから、困っているふたりを放ほうっておけなかった。

「それだよ。僕が言いたいのは慧輝のそういうところ」

「え、どういうこと？」

「そうそれ。まさにそれ。そういう馬鹿っぽいところ」

「馬鹿!?」

「あ、いい意味でね。いい意味での馬鹿っぽさっていうかさ」

「どういうことなの……」

　褒められてる気がしないっていうか、単なる悪口なのではないかと思う慧輝であった。

「慧輝はちゃんと誰かに好かれる価値のある男だよ。僕が保証する。それになにより、ラブレターをもらったのは事実だろ？」

「それは……そう、だけど……」

　脳裏に浮かぶのは、ラブレターに書かれた『あなたが好きです』という言葉。

　差出人はまだわからないが、慧輝に好意を寄せている女の子が確かにいるのだ。

「本当に、俺のことを好きな女の子が……？」

　そう考えただけで、また顔が熱くなってしまう。

　まずいと思うのに顔が火ほ照てるのを阻止できない。

「…………？　あれ？」

　その時、ふと視線を感じて慧輝は顔を上げた。

　体育館の隅のほう、試合待ちなのか慧けい輝き達と同じように壁際に座った赤毛の女子生徒。

「……南なん条じよう？」

　遠目だが、彼女と目が合った気がした。

　それに──なんだか彼女の頰ほおが赤かったような？

　首を傾かしげる慧輝の耳に、誰かの「危ないっ！」という声が届く。

「え……？」

　やけに慌てた声に振り返る。

　その瞬間、いきなり視界がブラックアウトし、燃えるような痛みが慧輝の顔面を襲った。

「──ぐっふぁああっ!?」

　無防備な慧輝の顔面に強烈なアタックを決めたのはバスケットボール。

　バスケットボールは重くて硬い球体の鈍器だ。

　パスのミスが原因で飛んできたようだが、顔面で受けるほうはたまったものじゃない。

　ボールが落ちる音がして、それから人間が倒れる鈍い音がした。

　…………。

　…………。

　…………。

　数秒の静寂。

　時間が止とまったように動けない男子達。

　横で一部始終を目撃していた翔しよう馬まですら、あまりの出来事に固まっている。

　倒れた人間が起き上がる気配はなく、ようやく我に返った翔馬の「け、慧輝いいいいいいいいいいっ!?」という絶叫が体育館に響き渡った。







　目を覚ますと、慧輝の体は保健室のベッドの上にあった。

「そっか……俺、顔にボールをくらって……」

　察するに、クラスの男連中に担ぎ込まれたのだろう。

「顔面レシーブで意識不明とか、漫画じゃないんだから……」

　誰にともなく愚ぐ痴ちりつつ、顔に手をあてながら体を起こす。

　……と、パイプ椅い子すに座る女子生徒と目が合った。

「おはよ。もう放課後だよ、お寝坊さん」

「南条……」

　赤茶色のサイドテールが印象的な同級生、南条真ま緒お。

　彼女は手にしていた文庫本を閉じて、膝ひざの上に置いた。

　ジャージ姿のまま搬送された慧輝と違い、真緒は制服に着替えており、その短いスカートからとても健康的な二本の脚が──

「って、うお……っ!?」

「桐生きりゆう？　どうしたの？」

「い、いや、なんでもない……」

　短いスカートから伸びる美脚にびっくりしたなんて言えない。

　どうしてこう、女子高生って生き物は極限までスカートを短くするのだろう。

　男子にパンツを見られたら怒るくせに。意味がわからない。

「顔、だいじょうぶ？　痛くない？」

「ああ。寝てたおかげか、むしろ気分がすっきりしてる」

「ならよかった。さっきまで秋あき山やまもいたんだけど、部活があるからっていっちゃった。保健の先生は職員会議中」

「どうりで誰もいないはずだ。……あれ？　なら、南なん条じようはどうして？」

「今日は暇だったし。……まあ、誰かは残ってたほうがいいかと思って」

「南条って、そういうとこ優しいよな」

「うるさい。そんなことないし」

　息をするようにツンデレ属性を発揮する友人に思わず笑ってしまう。

　それが気に食わなかったのか、真ま緒おは「生意気」と言って慧けい輝きの横腹を小突いた。
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「にしても、今日はどしたの？　なんか桐生きりゆう、ずっとぼうっとしてたし」

「俺、そんなにぼうっとしてた？」

「してたしてた。顔面でボール受けてる人見たの、はじめてだよ」

「俺の顔面レシーブ、見られてたのか……」

「ふふ。今思い出しても笑える」

「ひどい!?」

　そういえばボールを受ける直前、真ま緒おと視線が合った気がした。

　もしかしたら、ぼうっとしている慧けい輝きを心配して見ていたのかもしれない。

「ま、桐生はいつもぼんやりしてるけど、今日は特別変だったっていうか。……桐生さ、もしかして誰か、気になる子でも見てた？」

「へ……？」

　意味深な問いかけは、何かを探るような上目遣いで放たれた。

　普段の彼女と違う、どこか熱を含んだ真緒の口調に、とっさに言葉が出てこない。

「え、うそ。まさか本当にそんな子が？」

「いや、違うぞ。これはただ、少し考え事してただけで」

「そうなの？　……なーんか怪しいなぁ」

「あ、怪しくなんかないぞ？」

「どうしたの？　なんか顔が赤いぞー？　熱でもあるんじゃない？」

　ふざけた真緒が慧輝の額ひたいにふれようと手を伸ばす。

　いつもならただのじゃれ合いで、どうということもないスキンシップ。

「……え？」

「あ……」

　だけど、今は心に余裕がなくて、伸ばされたその手をとっさに摑つかんでしまった。

　華きや奢しやな腕。細い指。自分よりも少しだけ低い体温。

　普段は意識しない〝女の子〟な部分にふれて、戸惑ってしまう。

　なんだかいろいろ意識して、妙に気恥ずかしくなってしまって、

「……南なん条じようはさ、もしも俺に気になる女子がいたら、応援してくれるか？」

　気づくと、そんなことを口にしていた。

　きっと真緒なら即座に肯定するだろうと思っての、思ったからこその質問。

　けれど彼女の反応は、慧輝の予想とはまるで違うものだった。

「……それはちょっとイヤ、かな。素直に応援できないかも」

「え……」

「なんでもない。……ごめん、桐生。あたし、もういくから」

　そう言って、真緒は逃げるように保健室を出ていった。

「なんだよ、今の……」

　取り残されたジャージ男は、孤独な部屋で真ま緒おの台詞せりふを嚙かみしめる。

　まだ胸がドキドキしているのは、去り際の彼女の顔が脳裏に焼き付いているからだ。

　他の女子の話をした慧けい輝きを責めるような、どこか拗すねたような、これまで慧輝が見たことのない〝女の子の顔〟をしていた。

「もしかして……南なん条じようがシンデレラなのか？」

　心のどこかで彼女は違うと思っていた。

　翔しよう馬まと同じく高校に入ってから出会って、たまたま同じクラスになって、たかだか一年と少しの付き合いしかなくて──だけど、大切な友達だと思っていた女の子。

　その関係が心地よかったから、無意識に彼女は違うと決めつけていた。

　彼女も部室の掃除の参加者で、ラブレターの主である可能性はゼロじゃない。

　南条真緒もまた、シンデレラかもしれない女の子だ。







　その後、制服に着替えた慧輝が学校をあとにしてすぐ。

　高校の近くにある、とある公園の入り口で、見覚えのある黒髪美女を発見した。

「紗さ雪ゆき先輩？」

「あら、ケーキ君。相変わらずおいしそうな名前ね」

「そのくだりは朝にやりましたよ。というか……」

　慧輝の視線は、普段紗雪と向き合っている時よりも下に向けられていた。

　なぜかといえば、彼女がその場にしゃがみこんでいるからで。

　紗雪は慧輝の体重すら超えていそうな白い大型犬の頭を撫なでていた。

「……なんですか、そのデカい犬」

「たまたまここで出会ったのよ。とりあえず『ベジタリアン』と名付けてみたわ」

「その犬、見るからに肉食系ですけど……」

　白犬の見事な巨体はどう見ても菜食主義者ベジタリアンのそれではない。

　目の前に肉と野菜を置けば間違いなく肉に飛びつくと思う。

「ていうか、飼い犬ですよね。首輪ついてるし」

　白犬の首には真っ赤な首輪が。しかもリードまで付いていた。

「たぶん散歩中に逃げ出したんですね。近くに飼い主がいればいいんだけど……」

　周囲を見渡してみるが、どこにも飼い主らしき人物は見当たらない。

「ねえ、ベジタリアン。あなたの飼い主はどこかしら？」

「わんっ！」

「困ったわ、慧輝君。この子、日本語が話せないみたい」

「犬が日本語を話し始めたら事件ですよ」

　それから、紗さ雪ゆきとふたりでベジタリアン（仮）の飼い主を探すことになったのだが、白犬の飼い主はあっさりと見つかった。

　なんてことはない。犬のほうが勝手に飼い主を見つけて駆けていったのだ。

　飼い主さんは二十歳くらいの若い女の人で。

　慧けい輝き達に何度もお礼を言った彼女は、しっかりとリードを握りながら「もう、ダメじゃない」と、散歩中に勝手に走り去った愛犬（もちろんベジタリアンという名前ではなかった）を叱しかっていた。

　そんな微笑ほほえましい光景を紗雪はどこか遠くを見るように見つめていて、公園の前に戻ってきてからも、どこか心ここにあらずといった様子だった。

「……紗雪先輩？　どうかしました？」

「あ、ううん。少しね、羨うらやましいと思って……」

「ふうん？　先輩、犬が好きなんですね。家で飼ったりしないんですか？」

「ううん。違うの。そういうのじゃないから」

「？」

　よくわからない返答に慧輝は首をひねる。

「ねえ、慧輝君？」

「なんですか？」

「慧輝君に、頭を撫なでてほしいのだけど」

「…………」

「？　どうして黙るの？」

「あ、いえ、あまりにも意外な要求だったので……いきなりどうしたんですか？」

「私、コンクールの作品作り、頑張ったわ」

「ああ、そうですね。お疲れ様でした」

「だから、頑張ったご褒美がほしいの」

「ああ、なるほど。頑張ったご褒美に頭を撫でろってことなんですね」

　なるほどと言ったものの、正直、脈絡がよくわからなかった。

　いつも突拍子のない言動ばかりだが、今日の紗雪は本当におかしい。

「昨日、妹さんにしてたでしょう？　あんな感じでしてほしいの。……して、くれる？」

　甘えるような声と、慧輝の反応を窺うかがうような上目遣い。

　その仕草は頭がクラクラするくらい可愛かわいくて、

「俺でよければ、喜んで撫でさせていただきます！」

　もちろん断れるはずもなく、慧輝は意を決して紗雪の頭に手を乗せた。

　信じられないくらいなめらかな髪を、なるだけ優しく撫でてみる。

　紗さ雪ゆきは三年生で、唯ゆい花かや真ま緒およりも背が高いが、それでも男子の慧けい輝きには及ばない。

　だから頭を撫なでることに物理的な問題はない。

　ないのだが、妹以外の女子の頭を撫でるのは、なんだか妙な気恥ずかしさがあった。

　というか、普通に恥ずかしい。

　ふたりがいるのは公道だし、多くはないが通行人もいるし、当たり前だが注目の的だ。

　そわそわと落ち着かない慧輝に対し、紗雪は借りてきた猫のように大人しくしている。

「えっと……お加減はどうですか？」

「あ、うん……よくわからないけど、とてもいい感じよ」

　よくわからないが、ご満悦らしい。

　ふたりがそうしていたのは、ほんの数十秒の短い時間。

　頭を撫で終えると、紗雪は照れたようにふわりと微笑ほほえんだ。

　そして──なんの前置きもなく、いきなり慧輝の頰ほおにキスをした。

「──いつも優しくしてくれるご褒美よ」

　あまりの衝撃にフリーズした慧輝に、とろけるような笑顔でそう言って、彼女はスカートを翻ひるがえす。

　ほのかに赤い顔で「また明日」と囁ささやいて、黒髪の上級生は夕暮れの街を駆けていく。

　慧輝の気持ちとか、キスの意味とか、いろいろなものを置き去りにして。

　残された後輩は、不意打ちを受けた頰に手をあてる。

「なんだろう……もうなんだか、わけがわからない……」

　ラブレターの差出人とか、パンツを落としたシンデレラとか、先輩のキスとか。

　いろいろ答えは出ないまま、問題ばかりが積み重なって、胸のドキドキはいつまでも鳴りやまなかった。







「……あれ、兄さん帰ってたの？」

「あ、ああ。ただいま、瑞みず葉は」

「おかえりなさい。どうしたの、玄関なんかでぼうっとして」

「ああ、いや、なんでもないんだ」

　紗雪先輩にキスされたショックで立ち尽くしていた、なんて言えない。

　リビングから出てきた瑞葉は既に制服から私服へとシフトしていて、服の上にエプロン姿で、手にはフライ返しが握られていた。

「今日はいいサバが手に入ったから、夕食はサバの味み噌そ煮ににします」

「お、いいね」

「もうすぐできるから、兄さんも着替えてきてね」

「そうするよ。……あのさ、瑞みず葉は。昨日のことなんだけど」

「うん？　なに？」

「部室を掃除したあとさ、女子の中で、誰が最後に部屋を出たかわかるか？」

　翔しよう馬まにシンデレラを探し出すと宣言したあと、その方法についても検討していた。

　テーブルに恋文が置かれていた状況から『最後に部室を出た女の子がラブレターを置いた可能性が高い』という結論に至るまで、そう時間はかからなかった。

「最後に部室を出た人？　ええと──」

　口元に手をあてて瑞葉が記憶をたぐる。

「たしか──朱と鷺き原はら先輩じゃなかったかな」

　それは、ついさっきまで慧けい輝きと一緒にいた上級生の名前。

「それがどうかしたの？」

「いや、なんでもないんだ。ありがとう」

　妹に感謝を告げ、慧輝はその場をあとにする。

　階段を上がって二階の奥にある自分の部屋へ。

　もうそれ以上動く気になれず、閉めたドアに背中を預け、ずるずると座り込んだ。

　無意識に頰ほおに手をあてる。

　未いまだ熱の引かない、紗さ雪ゆきにキスされた場所。

「……紗雪先輩が、シンデレラなのか？」

　可能性はけして低くないと思うのは自意識過剰だろうか。

　嫌いな異性にキスなんてしないはずだ──なんて。

　そう思ってしまうのは、都合のいい幻想だろうか。

「もしも紗雪先輩がラブレターの差出人なら、あのおっぱいを好きなだけ味わえるというわけか……」

　紗雪嬢のメロンのごとき巨乳を好き放題にする場面を想像してみる。

「悪くないな……」

　素敵な未来予想図に胸が躍るが、それにはまず彼女がシンデレラであると証明しなくてはならない。

「……ともかく明日、もういちど先輩に会ってみよう」

　そう決めて、とりあえず着替えようと思うのに、行動に移せない。

　体がいうことをきかないのは、心がずっと落ち着かないから。

　いろんなことがありすぎて、胸がドキドキしっぱなしで、なんだかどうにもならなくて。

　慧輝はしばらくの間、その場を動くことができなかった。
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「──ね、慧けい輝き君。私ね、ずっとあなたのことが好きだったの」

　放課後。夕ゆう陽ひの差し込む書道部の部室で、慧輝は憧あこがれの先輩に告白された。

　驚きのあまり硬直した慧輝に、彼女は照れたようにはにかんで、マシュマロのような声で「慧輝君、大好きよ」と、もういちど甘い言葉を重ねる。

　長い黒髪が印象的な上級生、朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　ひとつ年上の先輩の、恥ずかしそうに頰ほおを染めた表情があまりにも可愛かわいくて、胸の内に生まれた甘い感情に理性がとかされていくのを感じた。

「慧輝君、目を閉じて？」

　その言葉が何を意味するのか、恋愛事に疎うとい慧輝にもわかった。

　言われるままに目を閉じる。

　暗くら闇やみの中で感じ取れるのはふたつだけ。

　頰にふれた彼女の手の熱と、自分のじゃない吐息の気配。

「……っ」

　濃厚な異性の感触に脳が焼かれ、心臓が弾はじけるんじゃないかってくらいに早鐘を打つ。

　生まれて初めての行為に、期待と同じくらい、不安が心を揺らし続ける。

　そんな慧輝の唇に、紗雪はゆっくりと自分のそれを近づけていく。

「せ、せんぱ……っ」

　ふたりの吐息が混じり合い、彼女の艶つややかな唇が重なる寸前。

　頭部に〝ごつん〟という衝撃が走った。




　…………………ごつん？




　そこでパチリと目が覚めた。

　そこは放課後の部室ではなく、上下が逆さまになった自分の部屋。

　カーテンの隙すき間まから差し込む日の光が、今が朝であることを教えてくれる。

　慧輝はほとんど無意識に、この状況を端的に表現する言葉を導き出した。

「夢オチかぁ……」

　つまるところ、ベッドから転げ落ちて床に頭を打ち付けたのだ。

　夢のような時間は本当にただの夢だったという悲劇の結末。

　甘い気分は文字通り夢の彼方かなたに消え去って、慧輝は逆さまの状態のまま、溜ため息いきまじりにせつない現実を嚙かみしめるのだった。





　　　　　　◇






　桐生きりゆう慧けい輝きは先日、生まれて初めてラブレターを貰もらった。

　便びん箋せんの真ん中に『あなたが好きです。』とだけ書かれた恋文には、なぜかどこにも差出人の名前が記されていなかった。

　封筒にパンツが添えられていたことから〝パンツを落としたシンデレラ〟という暗号名コードネームを与えられたラブレターの主だが、慧輝に好意を持っているのは間違いない。

　慧輝は人生初の恋人をゲットするため、シンデレラ探しをすることを決めたのだった。

「なるほど。最後に部室を出たのは朱と鷺き原はら先輩だったんだね」

「ああ、瑞みず葉はに確認したから間違いない」

　放課後。人ひと気けの失うせた教室の、その窓際の席に慧輝と翔しよう馬まの姿があった。

　本日の議題はシンデレラの正体についてである。

「朱鷺原先輩が最後に部室を出た人物なら、シンデレラが彼女である可能性が高いね」

　慧輝がラブレターを発見したのは大掃除が終わった直後の書道部の部室。

　慧輝が部室を離れていたのは十分にも満たない短い時間だった。

　時間的制限から、恋文を残した犯人は大掃除の参加者であると推測できる。

　加えて封筒がテーブルの上という目立つ場所に置かれていたことから、最後まで部室に残っていた女の子がシンデレラであると考えるのが自然だ。

　それがシンデレラの有力候補として朱鷺原紗さ雪ゆきの名前が浮上した理由である。

「ところで慧輝。例のパンツはどこに保管してあるんだい？」

「俺の部屋に厳重に隠してあるよ。瑞葉に見られるわけにはいかないし」

「女物のパンツを持ってるなんて知られたらいろいろ誤解されるだろうしね」

「愛する妹に〝不潔な兄さんなんて嫌い〟とか言われたら、俺はもう生きていける気がしない……」

　妹に嫌われることはシスコン兄貴にとっては致命傷だ。

　女物の下着を所有していることが妹にバレたら兄の威厳は粉々に砕け散るだろう。

　エロ本を隠すのとはわけが違う。

　パンツの取り扱いには銃火器並みの注意が必要だ。

「残されたのがパンツじゃなくて、それこそガラスの靴だったら楽だったのにな」

「靴ならともかく、パンツじゃ穿はかせてチェックするわけにもいかないしね」

「そんなことしたら退学じゃすまないな」

　女の子相手に「ちょっとこのパンツ穿いてみない？」とか、セクハラにも限度がある。

「まあ、パンツはともかく、僕も朱鷺原先輩は有力候補だと思うよ。先輩の慧輝に対する距離感ってすごく近いし、それだけ慧けい輝きに心を許してるってことだと思う」

「そ、そうかな？」

「おや、まんざらでもないって顔だね」

「そりゃ、紗さ雪ゆき先輩に好かれて嬉うれしくないわけないだろ」

「朱と鷺き原はら先輩、人気あるからね。テニス部でも話題になってたけど、先輩に筆下ろししてほしいって男子は多いらしいよ」

「ぶっ!?　ちょっ、筆下ろしとか……」

　生々しすぎるだろうと思うものの、そういう願望を抱いてしまう男子の気持ちもわかる。

　なにしろあのプロポーションだ。

　脚がすらっと長く、腰はきゅっと引き締まり、なにより大きな胸が素晴らしい。

　年頃の男子がたわわに実った胸を堪たん能のうしたいと思うのは自然の摂理であると言えた。

　実際、慧輝も昨日、紗雪の胸を揉もみまくる妄想をしてしまったし。

「まあ、僕は巨乳にはあまり興味を引かれないけどね」

「それは翔しよう馬まが特殊なだけだから」

「あはは。僕はロリコンだからね」

　爽さわやかな笑顔で罪深い告白をする変態。変態と書いてロリコン。

　発育のいい紗雪は翔馬の好みの対極に位置する。

「慧輝。僕はね、未成熟っていうか、膨らみかけが至高だと思うんだよ」

「うん、いらない。そんなカミングアウトは求めてない」

「その点、古こ賀がさんの控えめな膨らみはいい感じだね」

「それは唯ゆい花かちゃんに失礼だろ」

　図書委員会所属の一年生、古賀唯花と秋あき山やま翔馬は面識がある。

　慧輝と仲のいい翔馬が時おり図書室を訪れるからだ。

「さて、僕はそろそろ部活にいくとするよ」

「悪いな、付き合わせて」

「僕もシンデレラの正体には興味があるしね。慧輝もこれから書道部にいくのかな？」

「そのつもりだ。紗雪先輩と話してみようと思ってる」

「そっか。頑張りなよ、王子様」

「ああ、もちろん全力を尽くすつもりだ。もし先輩がシンデレラなら巨乳の彼女をゲットできるってことだしな」

「おっぱいのためにシンデレラを探す王子様は世界中探しても慧輝だけだろうね」

　実際のところ、桐生きりゆう慧輝はどこにでもいる平凡な高校生でしかない。

　これといった特技もなく、物語の王子様が持つモテ要素は欠片かけらも持ち合わせていない。

　それでも、シンデレラのラブレターは間違いなく慧輝に宛あてられたものだった。

　便びん箋せんに書かれた「あなたが好きです」という言葉は確かに慧けい輝きの胸を熱くした。

　だからシンデレラを見つけることができたなら、綴つづられた気持ちを嬉うれしく感じたことを伝えたい。

　その想おもいは慧輝を動かす強い原動力になっていた。







　翔しよう馬まと別れ、訪れた書道部の部室。

　ノックに反応はなかったが部屋の鍵は開いていた。

　こういう時は、たいてい〝彼女〟が自分の世界にこもっている時だ。

「……ああ、やっぱり」

　ドアを開けた先には想像通りの光景があった。

　部屋に設けられた畳スペース。

　そこに置かれた座卓に向かって、黒髪の女子生徒が字を書いていた。

　朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　慧輝の通う高校の三年生で書道部部長。

　現状、最もシンデレラである可能性が高いと思われる人物。

「作業してる時はかっこいいんだよな」

　作業の時だけポニーテールにする艶つややかな黒髪も。

　豊かな文字を生み出す繊細な指も。

　彼女を構成するパーツはそのどれもが息をのむほどに美しい。

　筆を操る彼女の姿は何度も目にしているのに、今もまた、時間を忘れて見とれてしまう。

　椅い子すに座ることもせず、ただぼうっと彼女を眺めていると、筆を置いた紗雪がようやく慧輝の存在を認識した。

「慧輝君はいつの間に超能力を会得したのかしら。とつぜん目の前に現れるなんて」

「先輩が気づかなかっただけで普通にドアを開けて入ってきましたよ」

「そうなの。それで、慧輝君はいつ超能力を習得するの？」

「なにその超能力押し。別に俺、超能力者になる予定はないですけども」

「残念ね。リアルに時をかける少年とか、見てみたかったのだけど」

「どんな無む茶ちやぶりですか……」

「すぐにあきらめるのは若者の悪い癖よ。ほら、試しに時間を飛んでみて？」

「時間どころか空だって飛べませんよ」

　紗雪をあしらいつつ、椅子を引いて腰を下ろす。鞄かばんは隣の席に置いておく。

　慧輝の向かいに髪をほどいた紗雪が座った。

「何を書いてたんですか？　コンクールの作品はできたんですよね？」

「特に目的はないわ。なんでもいいから書いていないと落ち着かないだけ」

「なんか、タバコを吸ってないと落ち着かない人みたいですね。ニコチン中毒みたいな」

「そうね。これも活字中毒というのかしらね」

「たぶん違います」

　普段通りのくだらない会話。その雰囲気に安心する。

　けれど同時に、微かすかに憤りのような感情が胸の内側でくすぶった。

「先輩は……なんていうか、いつも通りですね」

「そうね。特に普段と違うところはないわね」

「むぅ……。なんか悔しい」

「え、なにが？」

「いえ、別に、なんでもないんですけど」

　紗さ雪ゆきはやはり普段通りで、通常運転。

　あれだけのことがあったのに意に介した様子はない。

　昨日の放課後、彼女は後輩の男子の頰ほおにキスするという爆弾を投下した。

　慧けい輝きとしては人生で最大規模の大事件だったのだが、紗雪にとっては他た愛あいのないスキンシップの一環だったのかもしれない。

　それがなんだか、少しだけ悔しかった。

「あの、先輩に聞きたいことがあるんですけど」

「聞きたいこと？　……はっ、まさか!?」

　何を思ったのか、紗雪は両腕で胸元をかばうように隠した。

「残念だけど、胸のサイズは恥ずかしいからお答えできないわ」

「いや、そんな質問をする気はまったくないですが」

「む。そういうふうに言われると、なにかこう、逆に教えてあげたくなるわね」

「羞しゆう恥ち心が迷子になってますよ」

　話が脱線するのはいつものことではあるのだが、そろそろ本題に入りたい。

「それで？　私に聞きたいことって？」

「えっと、ですね…………ん？　あれ？」

　シンデレラについて質問しようとした矢先、慧輝の脳裏にとある疑問が浮かんだ。

（これ、もしも紗雪先輩がシンデレラじゃなかったらどうするんだ？）

　この疑問は、別に紗雪に限ったことではない。

　たとえばシンデレラと思おぼしき女子に「私にラブレターをくれたのはあなたですか？」と質問したとして「え、知らないけど？」なんて真顔で返されたら悲惨すぎる。

　その質問をする以上、人違いは許されないということだ。

　それに加え、シンデレラを特定するにあたって留意すべき問題点は他にもある。




　問題点その一。


　【ラブレターに添えられていたパンツの存在】






　シンデレラを探すうえで避けようのない問題が封筒に添えられていたパンツだ。

　持ち主本人にならともかく、見当違いの女の子に「これはあなたのパンツですか？」なんて聞けるはずがない。

　普通にセクハラだし、そんな台詞せりふをのたまおうものなら変態の烙らく印いんは免れまい。

　パンツの存在が調査のネックになるということだ。




　問題点その二。


　【ラブレターに差出人の名前がなかった理由】






　そもそも、シンデレラはラブレターに名前を書いていないのだ。

　それが書き忘れではなく、わざと名前を記さなかったのだとしたら、自分の正体を明かす気はないという意思表示に他ならない。

　正体を明かす気のない人物に「あなたがラブレターの差出人ですか？」と質問したところで「はいそうです」と素直に白状するとは思えない。

　紗さ雪ゆきが怪しいのは間違いないが、本人に確認するのはある程度、彼女がシンデレラであると確信を得てからが望ましいだろう。

「……慧けい輝き君？　どうしたの？」

　急に黙りこくってしまった慧輝を紗雪が不思議そうに見つめる。

　このままずっと黙っているわけにもいかないが、あまり直球で攻めるのはまずい。

　もしも彼女がシンデレラでなかった場合のリスクが大きすぎる。

　情報を得るにしても、ここは冷静に、慎重に事を進めるべきだ。

「えっと……そういえば部室、綺き麗れいですね」

「そうね。掃除したばかりだから当然だけど」

「で、ですよねー」

「…………」

「…………」

　会話が途切れた。

「本当にどうしたの？　今日の慧輝君、なんだか変よ？」

「俺はいつも変ですよ！」

「それもそうね」

「納得しちゃった!?」

　そこは噓うそでも否定してほしかった。いつも変だと思われているらしい。

「冗談はともかく、悩みがあるなら相談にのるわよ？　性に関して悩んでいるのね？」

「違います」

「違うの？」

「違いますよ。なんで女子にそんな相談しなくちゃならないんですか」

「私には慧けい輝き君がわからないわ」

「奇遇ですね。俺も紗さ雪ゆき先輩がわからなくなりました」

　文字を書いている時は格かつ好こういいのに、普段は妙に子どもっぽいところがあったり。

　頰ほおにキスするなんて大事件を起こしておいて、翌日にはいつも通りの態度だったり。

　彼女が何を考えているのかよくわからない時がある。

「……そっか。俺、本当は紗雪先輩のこと、ぜんぜん知らないんだ……」

　もちろん、一年も一緒にいたのだからそれなりに彼女に関しての知識はある。

　どんな本が好きかとか。どんな食べ物が好きで、どんな音楽を聴いて、どんなことで嬉うれしくなるのか、一通りのプロフィールは把握している。

　でも、彼女が桐生きりゆう慧輝という後輩のことをどう思っているのかはわからない。

　今まではそれでよかったし、近すぎず遠すぎない距離感が心地よいと思っていた。

　だけど、紗雪がシンデレラであるかどうかを判断するにはそれでは足りない。

　あと一歩、あるいはもっと近くまで踏み込まなければならない。

　相手を深く知りたいなら、普段とは違う一面にふれる必要がある。

　たとえば、書道以外のことをしている紗雪を慧輝はよく知らない。

　顔を合わせるのはほとんどこの部室だし、それ以外の彼女の生活は未知数だからだ。

　慧輝の知らない紗雪、学校の外での彼女がどんなふうなのか、それを知りたいならふたりでどこかに出掛けるのが手っ取り早い。

（でもそれって……いわゆる〝デート〟というやつではないだろうか？）

　なるほど、デートとは本来、男女が互いを知るためにするものだ。

　だがいかんせん、慧輝は彼女いない歴れき＝年齢の恋愛難民。

　当然、女子をデートに誘った経験などない。皆無である。

　甘い口説き文句を錬成したことなどないし、上手な口実の調理法も専門外。

　どうやって異性を誘えばいいのか見当もつかないというのが実情だ。

「紗雪先輩をデートに誘うには、どうしたらいいかな……」

「え……？」

　呆ほうけた声に顔を上げると、ぽかんとしている紗雪と目が合った。

　数秒の空白を置いて、彼女の唇が「デート？」と小さく動く。

　まるで後輩の心を盗み見たようなピンポイントな単語である。というか──

「……あれ？　今、俺……口に出してた？」

　思考がダダ漏れとか、正直者を通り過ぎてただの頭の緩い人だ。

　デートに誘う口実を本人に相談してどうしようというのか。

「慧けい輝き君は……私とデート、したいの？」

「……へ？」

　慧輝の恥ずかしい自爆に対し、返ってきたのは予想外の反応。

　意外と好感触というか、あながちまんざらでもなさそうな、何かを期待するような紗さ雪ゆきの視線に、慧輝のほうが戸惑ってしまう。

　なんだかわからないが、無意識に女子の琴線をくすぐってしまったのだろうか？

「慧輝君がしたいなら、デート、してあげてもいいわよ？」

「ほ、本当ですか？」

「駅前の喫茶店で、ちょっと気になってた新作パフェがあるのだけど、今月はお小遣いがピンチなのよね」

「この人、露骨にたかる気だ!?」

　そんな簡単にラブコメが生まれるわけもなく、甘い空気は一瞬で霧散した。

　というか、今月とか言っているが、まだ五月に入ったばかりなのにいったい何に使えばひと月分の小遣いが消し飛ぶというのか。

「……ダメ？」

「う……その上目遣いは反則だってば……」

　女の子はずるい。特に美人の上目遣いの破壊力は尋常じゃない。

　男は遺伝子レベルで女子のしおらしい態度に弱い生き物なのだ。

　強力な武器で弱点を的確に突かれては敗北を認めるしかない。

「……わかりました。先輩にパフェを奢おごらせていただきます」

「そうと決まればいきましょう。今すぐにいきましょう」

「ちょっ、袖そで引っ張らないで!?　急がなくてもパフェは逃げませんよ」

「逃げるのよ。一日二十杯限定なんだから」

「お、おお……」

　パフェを食べるのも戦争らしい。スイーツの世界もなかなかに殺伐としている。

　女の子は甘い物が好きとよく言うけれど、どうやらこの先輩も、そのカテゴリに漏れないらしい。







　学校を出たふたりが訪れたのは駅前にあるオシャレな喫茶店。

　窓際の席に座り、ウエイトレスに注文を告げる。

　紗さ雪ゆきはもちろん新作の特製抹茶パフェを、慧けい輝きはコーヒーを頼んだ。

　ほどなくして注文した品が運ばれてくる。

　コーヒーが一杯と、本日の主役である抹茶パフェがテーブルの上に置かれる。

　女性向けの商品とあってボリュームはそこそこだが、抹茶とバニラのアイスの層が綺き麗れいに重ねられており、和菓子好きにはたまらない白玉が乗っていたり、クリームと小豆あずきがほどよいアクセントになっていたりと、なかなかに美お味いしそうだ。

「ああ、もう見ているだけで幸せな気分よ。食べるのがもったいないわ」

「先輩が食べないなら俺がもらいますけど」

「慧輝君には悪いけど、これだけは譲れないの」

「はいはい、もういいから食べちゃってください」

「い、いただくわ」

　なぜか緊張した面持ちでスプーンをかまえる黒髪美女。

　てっぺんの部分をすくって口に入れる。

　最初のひと口を味わった紗雪から「ん～っ」と幸せそうな声があがった。

「とても美味しいわ。抹茶アイスのおかげで甘すぎないし、小豆とのバランスも良好ね」

「喜んでもらえてよかったです」
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「慧けい輝き君もひと口食べてみない？」

「いや、スプーンがひとつしかないですから」

「私が食べさせてあげるわ」

「遠慮しときます」

「残念ね。この幸せを慧輝君と分かち合いたいと思ったのに」

「俺としては、先輩を見てるだけでお腹なかいっぱいですけどね」

　分かち合うまでもなく、彼女の喜ぶ顔は慧輝を幸せな気分にしてくれる。

　男にとっての女の子の笑顔は、女の子にとっての甘い物と同じなのかもしれない。

「そういえば、お小遣いは何に使ったんですか？」

「そうね。少し恥ずかしいのだけど、素敵な筆さんと運命的な出会いを果たしたのよ」

「ロマンチックに言ってますけど衝動買いですよね」

「いいのよ。値段以上の価値があると思える買い物なら絶対に後悔しないもの」

「そのおかげで金欠になってパフェを我慢してたわけですが」

「それもいいの。そのおかげで慧輝君とデートできたもの」

「…………」

　本当に、女の子はずるい。

　そんな素敵な笑顔を見られるなら、お高めの限定パフェも惜しくないと思ってしまう。

　これもきっと〝後悔しない買い物〟なのだろう。

「ありがとう、慧輝君」

「パフェを奢おごるくらいどうってことないです」

「それもだけど、そうじゃなくて、慧輝君には感謝しているの。慧輝君が入部してくれたおかげで、書道部はなくならずにすんだから」

「ああ、そういえば一年前は廃部寸前でしたね」

　一年前。慧輝が入学して間もない頃。

　部員がいなくて困っていた紗さ雪ゆきのために書道部に入った経緯がある。

「上級生が卒業して部員が私しかいなくなって、新入生は誰も見学にきてくれなくて、そしたら慧輝君が声をかけてくれて──」

　記憶をなぞるように呟つぶやいて、彼女は後輩に微笑ほほえみかける。

「私ね、あの時、とても嬉うれしかったの」

　温度を持った言葉はすうっと胸の内側にとけていく。

　素直な気持ちの告白に慧輝は頰ほおが熱くなるのを感じた。

「でも、今さらだけど、書道部に入ってよかったの？」

「え？」

「だって慧輝君、書道に興味があるわけじゃないでしょう？」

「まあ、そうですね」

「幽霊部員でもいいって言ったのに部室に顔を出してくれるし、負担になってはいないかしら？　部活の消滅を回避するだけなら、名前を貸してくれるだけで十分だったのよ？」

　確かに慧けい輝きは書道部員としては中途半端な存在だ。

　書道部内での慧輝の活動といえば、掃除に勤いそしんでいるか、本を読んでいるか、作業をしている紗さ雪ゆきを眺めているくらい。

　それでも──

「俺は書道部に入ってよかったと思ってますよ。紗雪先輩、綺き麗れいだし、字を書く姿がかっこいいし──俺にとっては憧あこがれの先輩です」

　慧輝が部室に顔を出しているのは紗雪がいるからだ。

　ひたすらに、ひたむきに、ただひとつのことに取り組む彼女に憧れたから。

「それに、先輩といると、なんだかんだで楽しいし」

　どちらかといえば、そっちが大きな理由だったりする。

　一緒にいて居心地が悪い人と、一年も同じ部屋で時間を共有できるわけがない。

「…………」

「？　紗雪先輩？」

「な、なんでもないわ……っ」

　急に静かになったので声をかけると、なぜか頰ほおを赤く染め、視線を逸そらす紗雪。

　珍しい反応に、慧輝のほうも対応に困ってしまう。

　だけど、不思議と嫌な雰囲気ではなかった。

　それから紗雪は言葉を発することなく黙々とパフェを口に運んだ。

　彼女にならい、慧輝も静寂に貢献しながらコーヒーを口に含む。

　やがてコーヒーがなくなり、パフェの器も空になる。

　彼女がナプキンで口を拭ふき終えたタイミングで慧輝は仕掛けてみることにした。

「紗雪先輩」

「なにかしら？」

「先輩は、俺に隠し事をしてませんか？」

「隠し事？」

「たとえば、その……俺に対して、なにかこう、特別な感情を抱いている……とか」

「…………」

「…………」

　時間が──止とまった。

　原因は明らかに慧輝の問題発言。

　ラブレターとかパンツとか、直接的な質問はまずいと思っての代案だったのだが、自分でも「これはないな」と後悔するレベルで酷ひどい。

　普段の紗さ雪ゆきであれば「自意識過剰ね。そういう妄想はとても気持ち悪いわ」と豚を見るような目で冷たい言葉を囁ささやくところだ。

　しかし、そんな一部の変態が喜ぶような罵ば倒とうはいっこうに生まれなかった。

　慧けい輝きの問題発言に対しての糾弾はおろか、いっさいの応答がない。

「……？」

　不思議に思った慧輝が彼女を確認すると、びっくりして固まった猫のような、思いがけない出来事に遭遇した時特有の、呆ほうけた顔の朱と鷺き原はら紗雪がそこにいた。

「えっと……紗雪先輩？」

「ッ!?」

　呼びかけた瞬間、彼女は弾はじかれたように席を立つ。

「──、──、っ」

　紗雪は何か言葉を紡ごうと口を開き、けっきょく何も言えずに唇を引き結んだ。

　熟した林りん檎ごみたいに紅潮した頰ほおと、潤んだ瞳。

　初めて見たその表情は、紛まぎれもなく慧輝が知らなかった彼女の一面で。

「……ごめんなさい。今日はもう帰るわ」

　小さな声を落とし、鞄かばんを摑つかむと紗雪は足早に店を出ていった。

　静寂を取り戻した店内で、彼女が出ていった扉を慧輝は呆ぼう然ぜんと見つめる。

「……あんな先輩、初めて見た」

　後輩の頰にキスしたあとだって普段通りだった人が。

　たったひとつの質問で、いとも簡単に冷静さを失った。

「もしかして、本当に紗雪先輩がシンデレラなのか……？」

　一連の彼女の反応は、疑惑を確信に近づけるには十分だった。

　紗雪が見せた真っ赤な顔。

　その色がどんな感情を映したものなのか、それを読み解くにはまだ、もう少し彼女との距離を縮める必要があるらしい。





　　　　　　◇






「やあ、おはよう慧輝」

「ああ、おはよう翔しよう馬ま」

　午前八時。学校近くの交差点で慧輝は友人と鉢合わせた。

「珍しいね。瑞みず葉はちゃんが一緒じゃないなんて」

「日直があるから早めにいくってさ。翔馬こそ、今日は朝練ないんだな」

「さすがに毎日やってるわけじゃないよ。適度な休みも必要だからね」

　朝練はなくとも放課後の練習はあるらしく、ラケットのケースは携帯していた。

　挨あい拶さつを済ませたふたりはどちらからともなく歩行を再開する。

「それで、朱と鷺き原はら先輩は捕まえられたのかい？」

「いや、それがぜんぜん。俺なりに頑張ってはみたんだけど」

「そっか。昨日もダメだったんだ……っと、噂うわさをすればご本人の登場だよ」

　翔しよう馬まの視線を辿たどった先、学校の校門付近に見慣れた黒髪の少女がいた。

　その姿を見つけた瞬間、慧けい輝きは考えるよりも先に彼女のもとへ駆け寄っていた。

「紗さ雪ゆき先輩──」

「っ、……ごめんなさい。急いでいるから」

　声をかけると、紗雪はびくんと肩を震わせて校舎のほうへ駆けていく。

「……やっぱり、あからさまに避けられてるね」

「ああ……」

　喫茶店での一件以来、紗雪は慧輝を避けるようになっていた。

　慧輝を見ると反射的に離れていってしまう。

　まるでふたつの磁石が仲なか違たがいをしたように。

　おかげでここ数日、彼女とはまともに話せていなかった。

「おはようございます、慧輝先輩」

「あ、唯ゆい花かちゃん。おはよう」

　サファイアを想おもわせる青い瞳と、透き通るような金色の髪。

　小柄な体に異国の色をちりばめた少女は古こ賀が唯花。

　大きめなブレザーを羽織った彼女は宝石の瞳を慧輝の隣に向ける。

「秋あき山やま先輩も、おはようございます」

「おはよう。古賀さんは今日も可愛かわいいね」

「え？　あ、ありがとうございます……」

　翔馬に褒められ、恥ずかしそうにうつむく後輩。

　秋山翔馬という男は基本的に誰にでも柔らかな物腰で接するが、年下の女の子には三割増しで優しい。小柄で童顔なら五割増し。マシマシである。ロリコンゆえに。

「慧輝先輩、朱鷺原先輩と何かあったんですか？」

「あー、さっきの見てた？」

「はい。なんか、様子が変でしたけど」

「まあ、いろいろあってさ……」

「もしかして、朱鷺原先輩の胸を見てたのがバレちゃいました？」

「違うよ!?」

「えー？　でも慧けい輝き先輩、けっこうチラチラ見てますよ？　朱と鷺き原はら先輩も絶対に気づいてます」

「……マジで？」

「女の子はそういうの敏感ですからね。早く謝ったほうがいいですよ？」

「いや、ほんとに違うから……」

　確かに紗さ雪ゆきは男を魅了する見事な胸を携えているし、慧輝も年頃の男の子だから大きな胸に対する興味は尽きないが、慧輝が胸をチラ見していたことは紗雪が慧輝を避ける理由とは関係ない。……と思う。

「けど、早いとこどうにかしないといけないよな……」

　とにもかくにも、彼女と話ができないことにはどうにもならない。

　多少強引にでも紗雪に接触する必要があるだろう。







　結論から述べるなら、朱鷺原紗雪への接触は困難を極めた。

　彼女は部活にも顔を出さず、三年生の教室にいっても常に不在。

　ようやく見つけたと思えば全力で逃走される。

　しかも運動音痴のくせに悪知恵は働くようで、無理に捕まえようとすれば「それ以上近づけば痴漢って叫ぶわ」などと恐ろしい精神攻撃を仕掛けてくる。

　紗雪がシンデレラである可能性が高いことがわかり、ようやく前進したと思い込んでいた慧輝は出鼻を挫くじかれる形となったわけだ。

　なにより、異性にここまで拒絶されるのはかなりダメージが大きい。

　誰もいない放課後の教室でひとり、溜ため息いきをついてしまうくらいには。

「大きな溜息だね。幸せが逃げるよ、桐生きりゆう」

「南なん条じよう……」

　声をかけられて顔を上げると、赤茶色の髪をサイドテールにした女子生徒がいた。

　短いスカートに、オシャレな髪飾りがイマドキの女子といった風ふう貌ぼうの同級生。

　南条真ま緒おは慧輝の席の前に立つと、面倒くさそうに口を開く。

「桐生のくせにたそがれちゃってさ。どうかしたの？」

「いや……最近さ、ある人に避けられてて、へこんでるっていうか」

「ある人って、朱鷺原先輩？」

「うん、まあ……」

「……ふぅん」

「なんで急に不機嫌そうなんだ？」

「別に？　なんでもないですけど？」

　元々明るい性格ではなく、デフォルトで他人を突き放すような喋しやべり方かたをする真ま緒おだが、機嫌が悪い時は温度の低さに拍車がかかる。

　無表情なイメージがあるが、実際は感情が素直に表に出るタイプだ。

「女の子を逃がしたくないなら壁ドンとかいいんじゃない？」

「壁ドン？　それって少女漫画とか、ドラマとかでよく見かけるあの？」

「別に少女漫画とドラマ限定ってわけじゃないけど。……まあ、それはいいや。うん、その壁ドンで合ってる」

　壁ドン──それは主にイケメン男子が美少女ヒロインに対して用いる必殺技である。

　壁際にヒロインを追い込み、身動きを封じてドキドキさせるという、字面にするとなかなかに意味不明な最先端のヒロイン攻略技術。

　ただし、イケメン以外の男子が実行するにはハードルが高すぎるのが難点だ。

「桐生きりゆう、壁ドンの経験は？」

「ないよ。あるわけないよ」

　あんな恥ずかしい真ま似ねができるのは心が鋼はがねでできてるイケメンだけだ。

　壁ドンを恥ずかしげもなく使いこなせるのだからイケメンってすごい。

「けどさ。アレって、女の子的には実際どうなんだ？」

「あたし個人の意見だと、好きでもない男子にされたらドン引きだね。通報するかも」

「へえ、そんなもんなのか」

「でも、好きな相手だったら、それなりにキュンとくるんじゃない？」

「お、おお……」

「どうしたの？」

「いや、南なん条じようが〝キュンとくる〟とか似合わないこと言うから」

「…………」

「痛っ!?　無言で脇わき腹ばらつねるのやめて!?」

「うるさい。桐生が失礼なこと言うからでしょ」

　心底不機嫌そうに吐き捨てると、真緒はあっさりと手を放した。

「ま、それだけ元気なら大丈夫かな。その調子でさっさと先輩と仲直りしちゃいなよ」

「え？」

「じゃ、あたしは帰るから」

「あっ、南条っ」

「なに？」

「えっと、その……ありがとな」

　肩越しに「ん」と小さく頷うなずいて、赤毛の友人は教室を出ていった。

　登場から退場まで終始素っ気ない態度を装っていたが、彼女なりに落ち込んでいた慧けい輝きを心配してくれたのだろう。

「……相変わらず、南なん条じようは優しいツンデレだな」

　冷たい口調のせいでよく勘違いされるが、真ま緒おは情に厚い女の子だ。

　だからこそ友人でいられるのだけど。

　女の子に励まされ、助言までもらった以上、行動を起こさねば男が廃すたる。

「よし、もう一度チャレンジしてみよう」

　落ち込む時間はもう終わりだ。

　黒髪のシンデレラ候補を捕まえて、モヤモヤとした気持ちを払ふつ拭しよくしよう。







　幸いなことに紗さ雪ゆきは校内に残っていた。

　部室に顔を出さないことは想像できたので、三年生の教室の様子を見にいったら廊下を歩く彼女の姿を見つけることができた。

「慧けい輝き君……」

「紗雪先輩、お話ししたいことがあるんですけど」

「ごめんなさい。今日はこれから用事があるの」

「用事ってなんですか？」

「ライブ会場でファンが私を待ってるの」

「寝言は寝てから言ってください」

「なら、早く帰って布団に入ることにするわ」

　そのあまりにずさんな言い訳に、さすがにカチンときた慧輝は半ば意地になって紗雪の前に立ちふさがった。

「っ!?」

　それでも逃げようとする彼女を壁際に追い込み、手をついて逃げ道を塞ふさぐ。

　まさしく──壁ドンが炸さく裂れつした瞬間だった。

「…………」

　退路を断たれ、呆ぼう然ぜんと慧輝を見上げる紗雪。

　上級生で、女子にしては背の高い紗雪だが、それでも慧輝よりはずっと小さい。

　華きや奢しやな肩はいかにも女の子といったか弱さを感じさせて、そんな相手に迫っている事実がちくりとした罪悪感を抱かせる。

（なんか……思ってたよりずっと乱暴な行為だよな、これ）

　ドラマで表現されているようなロマンチックさは欠片かけらもない。

　体の大きな男子にこんなことをされたら、普通の女子ならドキドキするどころか怯おびえてしまう気がする。

「あの……先輩……？」

　いきなりの壁ドンでこわがらせてしまったのではないかと紗さ雪ゆきの様子を窺うかがう。

　至近距離でふたりの視線が嚙かみ合あった瞬間、雪のような彼女の頰ほおが「カァァ」と急速に赤くなった。

　そしてきゅっと唇を引き結ぶと、恥ずかしそうに視線を逸そらしてしまう。

（ちょっ、なに!?　なんなの、その可愛かわいい反応!?）

　紗雪の表情に少なくとも恐怖の色は見当たらない。

　それどころか、どことなくまんざらでもなさそうな、桃色の感情を見た気がした。

　真ま緒お曰いわく、女子は好きな相手に壁ドンされたら〝キュンとくる〟という。

　これは、もしかしなくても脈アリなのではなかろうか？

　身動きが取れない状態で、それでもなんとか逃れようという意思表示なのか、紗雪はぷいっと顔を背ける。

「……慧けい輝き君、放して」

「嫌です」

「悲鳴、あげるわよ？」

「先輩が俺のことを嫌いなら、そうしてくれてけっこうです」

「……慧輝君はずるいわ」

「先輩には負けますよ」

　平静を装ってはいるが、慧輝は顔から火が出るほどの恥ずかしさを味わっていた。

　壁ドンがもたらす羞しゆう恥ち心も相当なものだが、それに加えて今の台詞せりふである。

　なんだ「先輩が俺のことを嫌いなら、そうしてくれてけっこうです」って。

　絶対にあとで死にたくなるパターンだ。

「ともかく、今日の俺はマジなので。絶対に逃がしませんよ」

「足あし止どめしたところで何も話さないわよ。黙秘権を行使するわ」

「黙秘権て……まあ、それならそれでいいです。先輩が喋しやべらなくても、俺が勝手に話をしますから」

「……何が言いたいの？」

「俺は、紗雪先輩の秘密を知っています」

「な……っ!?」

　予想通り、朱と鷺き原はら紗雪は動揺した。

　動揺し、硬直して、慧輝の言葉を否定できなかった。

　仮に彼女が「なんのことかわからない」と返答すれば慧輝の敗北だったのに、紗雪自身の反応が彼女の逃げ道を塞ふさいだ形となった。

　結果、慧輝の抱いていた疑惑は確信に変わった。

　慧けい輝きが知っていると豪語した〝紗さ雪ゆきの秘密〟とは、もちろんあの恋文のことだ。

　慧輝は紗雪こそがラブレターの差出人であり、彼女はそのことを隠していると考えた。

　部室を最後に出た人物であることと、慧輝への好意を匂わせる数々の言動。

　物的証拠は見つからなかったが、それらの状況証拠から、彼女がパンツを落としたシンデレラである可能性が極めて高いと判断した。

　だから慧輝はある程度のリスクを覚悟の上で賭かけに出た。

　紗雪を捕まえて直球勝負を仕掛けたのだ。

「……いつから？」

　絞り出すような声は「いつから気づいていたの？」と続く。

「つい最近です。確証はなかったけど、先輩の態度から、そうなのかなって」

「そう……」

　紗雪は諦あきらめたように顔を背け、それから再び慧輝に視線を戻す。

　瞳は少し潤んでいて、唇が微かすかに震えていた。

　怯おびえるように。恐れるように。あらゆる仕草が心を歌う。

「慧輝君は──」

　眉まゆ根ねを寄せた、今にも泣き出しそうな上目遣いで、彼女は言葉を編あむ。

「慧輝君は、その秘密を知って、私のこと……嫌いになった？」

「嫌いになんて、なるわけないです」

「え……？」

　よほど意外な返答だったのか、紗雪は驚きに目を見張る。

「先輩がそうなんだって気づいた時、それはもちろん驚きましたけど、なんていうかその……嫌だとは思わなかったです。むしろ、すごく嬉うれしかったというか……」

　シンデレラが紗雪かもしれないと思った時、驚きはあったが、嫌だとは思わなかった。

　憧あこがれの異性に好意を向けられて嬉しくないはずがない。

「ほ、本当に？」

「はい、本当です」

　慧輝の返答に、信じられないといったように慧輝を見上げる紗雪。

　彼女は何かを決意するように胸に手をあて、告げる。

「…………放課後」

「え？」

「明日の放課後、部室にきて？　大事な話があるから」

　それだけ言い残して、彼女はその場を離れていった。

　遠ざかる背中を追いかける意味はもうない。

　今まで散々避けられてきたのだ。

　明日の約束を結べただけで報酬としては十分だった。







　その夜。慧けい輝きはベッドに仰あお向むけになり、両手で持ったショーツを天に掲げていた。

　写真を撮られでもしたら一発でレッドカードな場面。

　男子高生が自室で女物の下着を眺める光景はなかなかに常軌を逸している。

　しかし、このパンツはラブレターを残したシンデレラに繫つながる唯一の手掛かりだった。

「よく見ると、けっこう凝ったデザインなんだな」

　穿はければいいじゃんといった投げやりなデザインが多い男物とは根本的に違う。

　さすがは女の子が身に着けるランジェリー。

　普段は衣服に隠れている部分まで妥協しない、開発陣の徹底された情熱が窺うかがえる。

「これが紗さ雪ゆき先輩のパンツだと思うと、なんかこう…………ゴクリ」

「兄さん？」

「うぉあああああああああああああっ!?」

　突然の声に飛び上がる部屋の主。

　そんな慧輝を見て、開いたドアから顔を覗のぞかせた瑞みず葉はがキョトンと小首を傾かしげる。

「どうしたの？　そんな近所迷惑な大声あげて」

「ノックはしよう！　親しい中にも礼儀あり、だ！」

「したけど返事がなかったから」

「あれ、うそ？」

「ほんと。そんなに驚かれるとは思わなかった」

「す、すまん」

「えっちな本でも見てた？」

「み、見てないよ？」

　そんなものよりもっと危険なブツは見ていたけれど。

　パンツはとっさに後ろに隠したから瑞葉には見られてないはずだ。

「それで瑞葉よ。ご用件は何かな？」

「あ、うん。お風呂空いたから呼びにきたんだけど……」

　お風呂上がりでパジャマ姿の瑞葉が、じっと慧輝を見つめる。

「なんか、最近の兄さん、ぼうっとしてることが多いね」

「え、そうか？」

「うん。今も、心が迷子になった顔してる」

「あー、なんかそんな感じかも。少し考えごとしてたんだ」

「考えごと？」

「ああ、恋について考えてた」

「コイって、魚じゃないほうの恋？」

「そう。魚じゃないほうの恋」

　小説やドラマにおける永遠の題材テーマ。

　人間が恋愛の過程を経て繁栄する種である以上、人と恋は切っても切れない関係にある。

　もっともそれは、あいにくこれまでの慧けい輝きとは無縁のものだった。

　漠然とした憧あこがれはあったが、具体的に恋というものを実感したことはない。

「俺、もしかしたら明日、女の子に告白されるかもしれない」

「そうなの？　おめでとう？」

「なぜ疑問形？　まあ、ありがとう？」

　相手はラブレターをくれるような女の子。

　放課後に呼び出し、大事な話とくればまず間違いなく愛の告白だろう。

「もしも本当に告白されたら、俺はどうすればいいと思う？」

「そりゃ、その子のことが〝いいな〟と思えば付き合えばいいし、そうじゃないならお断りすればいいんじゃない？」

「そっか……そうだな」

　もしも紗さ雪ゆきが本当に慧輝のことを好きだったら。

　もしも本当に告白されて、彼女と恋人どうしになったなら。

　そういう未来を想像してみる。

　部室でくだらない話をしたり。

　顔に落書きされたり。

　喫茶店に寄り道したり。

　きっと現在の関係とそれほど変わらない、だけど今より少しだけ甘い、慧輝が憧れていた普通の恋人どうしの時間が待っているだろう。

　それはとても幸福で、満ち足りた未来に思えた。

　桐生きりゆう慧輝は少なからず朱と鷺き原はら紗雪に惹ひかれている。

　瑞みず葉はの言葉を借りるなら〝いいな〟と思える異性だ。

　彼女が自分のことを好いてくれているなら、きっとこの気持ちは恋に変わるだろう。

　そんな予感が、確かにあったのだ。





　　　　　　◇






　その日はずっと授業に集中できなかった。

　頭の中にあるのはひとりの上級生のことばかり。

　終始うわの空で授業をやり過ごし、ようやく迎えた放課後。

　部室を訪れた慧けい輝きがドアをノックすると、中から「どうぞ」と応答があった。

　慧輝が入室すると、紗さ雪ゆきは窓辺に立っていて、赤くなり始めた窓の外を見つめていた。

　長い黒髪を揺らし、振り返った紗雪は「慧輝君」と、いつものようにその名を呼ぶ。

「約束通り、きました」

「ええ、待っていたわ」

　応える彼女の頰ほおに微かすかな赤を見た気がした。

　普段通りに見えて、彼女の表情には隠し切れない緊張の色が滲にじんでいる。

「大事な話があるの。聞いてくれる？」

「はい、聞かせてください」

　紗雪はひとつ息をつくと、綺き麗れいな姿勢で、まっすぐに慧輝を見つめた。

　薄紅色の唇を動かして「あのね」と口火を切る。

「慧輝君のこと、前から〝いいな〟って思っていたの。あなたなら私を、私の全てを受け入れてくれるんじゃないかって……」

「紗雪先輩……」

「ね、慧輝君。目を閉じて？」

　それは、いつかの夢と同じシチュエーション。

　夢の時と同じように慧輝は彼女の言葉に従った。

　数秒後に訪れるであろう甘い口づけを期待して。

「…………………………………………………………………………？　あれ？」

　けれど、いくら待ってもその瞬間は訪れない。

　しかも何か、カチャカチャという謎なぞの音が聞こえる。

「目を開けていいわよ」

「あ、はい………………え？」

　目を開けると、想像もしていなかった光景があった。

　具体的には、ブレザーを脱ぎ、ブラウスの胸元を大きく開いた紗雪の姿があった。

　高校生とは思えない見事な谷間と、桃色の下着が覗のぞいてしまっている。

「ちょっ、紗雪先輩!?　何してるんですか!?」

　とっさに背を向けるものの、彼女の白い肌が脳裏に焼き付いて離れてくれない。

「と、とにかく前！　前を隠してください！」

「いいから、見て？」

「いや、見てと言われても……」

「恥ずかしいの？」

「恥ずかしいですよ!?　先輩は恥ずかしくないの!?」

「……恥ずかしいわ」

「でしょうね！」

「でも、見てほしいの」

「そ、そんなこと言われても……」

「なら、これならどう？」

　紗さ雪ゆきはそう言うと、後ろから慧けい輝きを抱きしめた。

　恋人がするような大胆なハグ。

　当然、慧輝の背中で柔らかな物体が激しい自己主張を繰り返す。

「先輩!?　背中に胸があたってるんですけど!?」

「そんなことは些さ細さいなことよ」

「先輩の胸は些細って言葉ですませていい大きさじゃない！」

　女子高生のものとは思えない巨乳はいろいろ経験不足な男子には刺激が強すぎる。

　しかも彼女は今、ブレザーを羽織っていないのだ。

　遮るものは下着と薄いブラウスのみで、異性の体温と生々しい胸の感触がダイレクトに伝わってくる。

　まさかここから十八禁的な桃色シーンに突入するというのだろうか？

　さすがにそれは早すぎるのではないだろうか？

　恋人どうしの男女なら最終的にそういう関係になるのかもしれないが、慧輝達は告白もすませてないし、幾つもの段階を飛び越えてしまっている感が否めない。

「慧輝君が見てくれないなら、私、ここで裸になるわ」

「なんで!?　いや、それは困る！」

「なら、私を見てくれる？」

「わかりました！　わかったから、いったん離れてください！」

　これ以上脱衣されては理性が崩壊する。

　そう判断して紗雪の要求を吞のむと、彼女は素直に慧輝から離れた。

　ひとまず安あん堵どの息をこぼし、深呼吸をした慧輝は覚悟を決めて振り返る。

「うあ……」

　そこに立っていたのは、先ほどと同じ、ブラウスの胸元を開いた少女。

　剝むき出だしになった鎖骨の白さに目がくらむ。

　ブラウスを押し上げるふたつの膨らみが理性をとかす。

　あられもない姿で頰ほおを染め、わずかに瞳を濡ぬらした紗雪があまりにも綺き麗れいで、心臓が鼓動の速度を上げていく。

　眩まぶしい異性の色に目を奪われ──だから、その〝異常〟に気づくのが遅れてしまった。

　煽せん情じよう的な光景に紛まぎれ込こんだ赤色の異物。

　彼女のまっさらな首には、真っ赤な首輪が着けられていた。

「くび、わ……？　……え？」

　その武骨な首輪が〝犬用〟のものだと気づけたのは、つい最近、それとよく似たものを目にしていたからで──

　戸惑う慧けい輝きの目の前で、彼女はおもむろにリードを取り出す。

　自身の首輪にリードを繫つなぐと、その紐ひもの先を慧輝に差し出した。

　まるで好きな異性に恋文を手渡すように。

　愛らしく頰ほおを染めた、恋する乙女のような表情で、朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきはこう言ったのだ。




「私を、慧輝君のペットにしてください！」




「…………………………はい？」

　桐生きりゆう慧輝。十六歳。高校二年の春。

　初めて女の子からされた告白はとてつもなく個性的で、

　もういろいろとアウトな感じの、アブノーマルなものだった。
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　放課後になってからまだそれほど経たっていない時間帯。

　書道部の部室で、桐生慧輝は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　慧輝の前には、上着を脱ぎ、ブラウスをはだけて犬用の首輪を着けた女子生徒。

　その女子生徒──朱鷺原紗雪が口にしたのは「私を慧輝君のペットにしてください」という倒錯した告白だった。

　衝撃的な言葉と共に差し出されたのは、彼女の首輪に繫がるリード。

　首輪を着けた女子高生に「ペットにしてください」と懇願されるという、未いまだかつて体験したことのないカオスな状況は慧輝を激しく混乱させた。

　答えを出せない後輩に焦じれたように、黒髪の上級生は再び口を開く。

「慧輝君、私をペットにしてくれる？」

「──ち、ちょっと待ってください！」

「なにかしら」

「ペットにしてって、どういう意味ですか？」

「そのままの意味よ。慧輝君に、私の飼い主になってほしいの」

「どうしよう。言い直されてもまったく意味がわからない……」

「私のご主人様になってください？」

「それどっちにしろ同じ意味！」

「慧けい輝き君が何に怒っているのかわからないわ」

「俺も紗さ雪ゆき先輩のことがわからなくなりました」

　後輩の男子に「ペットにして？」と頼む女子の気持ちがわからない。

　そもそもペットってなんだ？

　慧輝が紗雪の飼い主になるってどういうことだ？

　生産され続ける疑問符に処理が追いつかない。

「ああ、わかった。先輩、俺のことからかってるんですね？」

　人の顔に落書きするのがマイブームの先輩のことだ。

　今の告白もイタズラの一環で、こちらの反応を楽しんでいるに違いない。

　慧輝のそんな推測は──

「こんなこと、冗談で言わないわ」

　紗雪の一言によってあっさりと打ち砕かれた。

「慧輝君、言ってくれたじゃない。こんな私でも嫌いになったりしないって。秘密がバレているとは思わなかったけど、慧輝君が私を受け入れてくれて嬉うれしかったの」

「え？　ちょっと待って……秘密って？」

「私がドＭの痴女だという秘密よ」

「…………なんだって？」

　そこでようやく慧輝は思い至った。

　自分達が取り返しのつかない〝すれ違い〟を起こしていたことに。

　慧輝は『紗雪がラブレターの差出人であり、彼女はそのことを隠している』と考えていた。だから紗雪に「先輩の秘密を知っている」と言ってしまい、それを聞いた紗雪は『自分の性癖が慧輝にバレている』と思ってしまった。

　性癖がバレたと思い込んでいた紗雪は、慧輝に「嫌いになったりしない」と言われたことで『慧輝君が本当の自分を受け入れてくれた』と勘違いしてしまったのだ。

「慧輝君が、思っていたよりも強引で嬉しかった……」

　壮大な勘違いをしたまま、ぽっと顔を赤らめる上級生。

「強引なのは嫌いじゃないわ……ううん、白状すると、優しくされるより強引なほうが好き。昨日もね、慧輝君に迫られてすごくドキドキしたのよ」

「お、おおう……」

　憧あこがれていた先輩はドＭの変態だった。

　ドＭな彼女は昨日の壁ドンがたいそうお気に召したらしい。

「ああ、ダメっ。ダメよ紗さ雪ゆきっ。こんなはしたない女だと慧けい輝き君に叱しかられちゃうわ。──ああっ、でもでも、むしろたくさん叱ってほしいわ。慧輝君のペットになって、たくさん叱ってもらうのが夢だったものっ」

「さ、紗雪先輩……？」

「褒められるのも悪くないけれど、叱られるのもペットの悦よろこびよね。ほら、この間、迷子の白犬がいたじゃない？　彼、飼い主さんに叱ってもらえてとても嬉うれしそうだったわ」

「あっ、まさかあの時、先輩が犬を羨うらやましそうに見てたのって……」

「ええ、あんなふうにご主人様に叱ってもらえるなんて、とても羨ましいことだもの。いいなー、私も叱ってほしいなー、って見ていたの」

「アレってそういう伏線だったの!?」

　いつかの放課後、紗雪が飼い主と去っていくベジタリアン（偽名）を見つめていたのは犬が飼いたかったのではなく、ご主人様に叱られている白犬が羨ましかったからだった。

「というわけで慧輝君、私を慧輝君のペットにしてください」

　慧輝は見た目も中身も普通の男子で、王子様でもなければご主人様でもない。

　当然、女の子をペットにするような特殊な趣味もない。

　だから紗雪の告白に対する慧輝の答えはもう決まっていた。

「すみません、無理です」

　女の子からのペット申請はもちろん丁重にお断りした。





　　　　　　◇






　翌日の朝。慧輝はげっそりとした顔で教室を目指していた。

「……まさか、紗雪先輩にあんな一面があったなんて……」

　憧あこがれの先輩はドＭの変態だった。

　その事実は慧輝の心に少なくないダメージを与えた。

　昨夜はショックで寝込んでしまい、心が負った傷を癒いやす作業に忙しかった。

　兄が失恋したと勘違いした妹に優しく慰めてもらえていなかったら復活できなかったかもしれない。

「……けっきょく、紗雪先輩がシンデレラかどうかはわからなかったな。まあ、正直それどころじゃなかったんだけど」

　告白のインパクトが強すぎて目的を完全に忘れていた。

　反省しても仕方ない。問題は今後の方針だ。

　とりあえずは真面目まじめに授業を受けて、また翔しよう馬まにでも相談してみよう。

　そうして階段を上がっていると、踊り場のところで書道部の顧問とばったり会った。

　短めの髪に切れ長の目。普段からスーツ姿で出勤し、教師というよりはキャリアウーマンといった風ふう貌ぼうの女性だ。

「おや、桐生きりゆうじゃないか」

「沖おき田た先生、おはようございます」

「おはよう。そうそう、先日は部室の掃除おつかれさま。ちゃんと綺き麗れいになってて安心したよ。……ああ、でも。部室の鍵、閉めないで帰っただろ？」

「……え？　鍵、かかってませんでした？」

「ああ、君達が帰ったあとに掃除のチェックで部室にいったんだ。まあ、別に鍵をかけないからって実害があるわけでもないけどね。部室として使用する以上、管理の一環として戸締まりはきちんとするように」

　そう言って沖田教諭は立ち去ったが、慧けい輝きはその場を動けなかった。

　頭の中でぐるぐると渦を巻くのは先生が口にした言葉。

「……部室の鍵が開いていた？」

　書道部の大掃除をした日、慧輝が戸締まりをしたはずのドアの鍵が開いていたという。

　だが、それはおかしい。

　慧輝はわりと几き帳ちよう面めんな性格だ。

　自宅にしろ部室にしろ、鍵をかけたらきちんと閉まっているか確認する。

　皆で部室の掃除をした日も、鍵が閉まっていることを確認したはずだ。

　それが開いていたのだとしたら──







「つまり、慧輝がラブレターを見つけた時、部室にシンデレラがいたってことかい？」

「たぶん、そうだと思う」

　昼休み。中庭のベンチに座り、慧輝は予定通り翔しよう馬まに相談を持ちかけていた。

「掃除が終わったあと、部室の鍵は俺が確かに閉めた」

「でも、沖田先生が掃除のチェックにいったら部室の鍵は開いていた、と」

「ああ。部員が使える鍵はひとつだけで、その日は俺が紗さ雪ゆき先輩から預かっていた」

「慧輝が鍵を閉めてから先生がくる間に、部室に潜ひそんでいた誰かが内側から鍵を開けて出ていったと考えれば筋は通るね」

　書道部の部室は二階にあるので出入りできるのはドアだけ。

　部員が使える鍵はひとつのみで、その鍵は慧輝が持っていた。

　鍵がなければ当然、ドアは内側からしか開けられない。

　慧輝が戸締まりしたはずのドアの鍵が開いていたということは、部室の中に潜んでいた何者かが内側から鍵を開けたとしか考えられない。

「たぶん、バケツを返却した俺が部室に戻った時、それに気づいたシンデレラは慌てて部室のどこかに隠れたんだ」

　慧けい輝きが帰ったあとに内側から鍵を開けて帰宅したと考えればつじつまが合う。

　書道部の部室はそれほど広くないが、ロッカーの中や座卓の下など、人がひとり隠れるくらいの空間はある。誰かが潜ひそんでいたという推測もありえない話ではないはずだ。

「最後まで部室にいた紗さ雪ゆき先輩がラブレターの主である可能性は確かに高い。けど、他の子がいったん帰ったとみせかけて、もういちど部室に戻ったということも考えられる」

「そうなると、女の子が部屋を出た順番はそれほど重要じゃなくなるね。……つまり、朱と鷺き原はら先輩以外の女の子もシンデレラである可能性が出てきたってわけだ」

　閉めたはずなのに開いていた鍵の謎なぞ。

　これでシンデレラ探しは振り出しに戻った。

「けど、今のところ朱鷺原先輩が怪しいことに変わりはないかな。そっちのほうの調査はどうなったんだい？　先輩とは話せたんだろう？」

「いや、それが……」

　翔しよう馬まの質問に、すぐに対応できない。

　あの衝撃的な告白のことを彼に教えていいものか判断に困る。

「とりあえず話はできたんだけど、シンデレラかどうかはわからなかったよ」

「そっか、それは残念だったね」

「ああ、とても残念だった。……翔馬って、女子をペットにしたいとか思ったことある？」

「慧輝……そっち系に目覚めたのかい？」

「違う」

「じゃあ何さ、いきなりそんな質問されたらびっくりするよ」

「いや、ちょっとな。瑞みず葉はの漫画雑誌を読んでたら、そういうプレイがあったから」

「ああ、最近の少女漫画ってけっこう過激だからね」

　張りぼてのような噓うそに友人は素直に騙だまされてくれた。

　少し胸が痛んだがそのまま続きを促してみる。

「そうだね。僕は小さな女の子が大好きだけど……」

「うん」

「さすがに幼女をペットにしたいとか言い出したら、おまわりさんに連れてかれるんじゃないかな」

「……まあ、そうだな」

　ロリコンの意見はあまり参考にならなかった。

「逆に慧輝はないの？　女の人のペットになりたいとかそういう願望」

「ううん……そういうのはないかなぁ」

　というか考えたこともなかった。

　紗さ雪ゆきをペットにしたいとは思わないし、彼女のペットになりたいとも思わない。

　翔しよう馬まの〝小さい女の子が好き〟って気持ちも、紗雪の〝誰かのペットになりたい〟って気持ちも慧けい輝きにはよくわからない。

　わからないといえば、シンデレラのこともよくわからない。

　ラブレターに名前がなかったり、なぜかパンツを置いていったり、その後まったく音おと沙さ汰たがなかったり、何がしたいのかさっぱりわからない。

　わからないことだらけだ。

「とりあえず、朱と鷺き原はら先輩以外の女の子も探ってみるといいかもね」

「ん、そうだな。そうしてみるよ」

　脱線しかけた話を上手に戻してくれた友人に感謝しつつ、慧輝は意識を切り替える。

　一度に幾つもの案件を処理できるほど器用ではないのだ。

　ひとつずつ、できることから進めていこう。







　放課後。慧輝は図書委員の当番で図書室にいた。

　今日は司書の先生に読まれなくなった古い本の整理も頼まれていた。

　先生が作成したプリントをもとに、リストアップされた古い本をまとめて、それを書庫に移す簡単な作業だ。

　毎月新しい本が入荷する図書室では棚に収まりきらない本を書庫に仕し舞まう必要がある。

　とはいえ、先生がほとんど終わらせていたため残っていたのはほんの数冊。

　そちらの仕事は相棒の一年生に任せ、慧輝はたまに訪れる利用者の対応に専念していた。

「…………」

　ふと、カウンター席の隣に視線を向ける。

　ボールペンを手に、真剣な表情でプリントと本を見比べている金色の髪の女子生徒。

　西洋人形のような彼女の名前は古こ賀が唯ゆい花か。

　ひとつ年下の後輩で、慧輝と同じ図書委員の女の子だ。

「──よし、ちゃんと揃そろいました」

　集めた本のチェックを終え、唯花が立ち上がる。

「じゃあこれ、書庫に仕舞ってきますね」

「俺がいこうか？」

「大丈夫ですよ。そんなに多くないですし」

「そっか、じゃあお願いするよ」

「はい、任されました」

　ふわりと天使のように笑って唯ゆい花かは書庫に入っていった。

　可愛かわいい後輩の笑顔に傷ついた心が癒いやされていくのを感じる。

「……唯花ちゃんて、ほんと素直で可愛いよな」

「──そうね。胸とかお尻しりとか、いろいろ小さくて可愛いわよね」

「え？」

　耳元で呪のろいのような言葉が鳴った瞬間、生温かい空気が耳を襲った。

「うひゃああああっ!?」

　思いがけない刺激に反射的に飛び上がる。

　振り向いた先、椅い子すの背後に立っていたのは黒髪ロングの美女。

　胸とかお尻が小さくない彼女の名前は朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。

　いつの間にかカウンター内に忍び込んでいた紗雪は、耳を押さえて立ち尽くす慧けい輝きを満ち足りた顔で見つめていた。

「あらあら、驚かしがいのある理想的な反応をありがとう」

「紗雪先輩!?　いきなり何するんですか!?」

「慧輝君の耳に息を吹きかけてみたわ」

「なんで!?」

「暇つぶし？」

「たちが悪い！　心臓に悪いのでやめてください」

「怒った？」

「そりゃ、暇つぶしなんて理由でいきなりこんなことされたら怒りますよ」

「まあ、それは大変ね。ところで慧輝君、ご主人様を怒らせるような駄犬にはお仕置きが必要だと思わない？」

「え？」

「さあ慧輝君、粗相をしてご主人様を怒らせてしまった駄犬な私にお仕置きして？　思う存分いたぶって？　個人的にはなるだけ過激なお仕置きを希望します」

「やばい……どこからつっこんでいいのかわからない……」

「大丈夫よ。どこにつっこまれても私的にはご褒美だから」

「はい？」

「個人的には、お尻よりお口のほうが背徳感があっていいと思うわ」

「ちょっと待ってなに言ってんの!?」

　酷ひどすぎる下ネタにより、憧あこがれの先輩像がまたもやガラガラと音を立てて崩れていく。

　図書室に他の利用者がいないのが不幸中の幸いだ。

「それで、いったいなんの用ですか？」

「だって慧輝君が会いにきてくれないんだもの。私のほうからきちゃったわ」

　そう言って、紗さ雪ゆきは不意に慧けい輝きに近づくと、ぎゅっと腕に抱きついた。

「先輩!?　腕に胸があたってるんですけど!?」

「そんなことは些さ細さいなことよ」

「だから先輩の胸は些細って言葉ですませていい大きさじゃないんだってば！」

「ふふ、もっとぎゅってしてあげる」

「ち、近い近い近い！」

　慧輝の胸に頭を預けるように甘える紗雪。

　柔らかな胸の感触と、ふわりと漂う甘い香りに頭がクラクラする。

「……あの、先輩方？　図書室で騒がないでいただけますか？」

　振り返ると金髪碧へき眼がんの後輩がいた。どうやら書庫から戻ってきたらしい。

「あら、古こ賀がさんじゃない。ごきげんよう」

「こんにちは……」

　挨あい拶さつは返した唯ゆい花かだが、その声はとても友好的と呼べるものではなかった。

　見るからに不機嫌そうなむっとした表情で慧輝にべったりとくっつく上級生を睨にらむ。

「ちょっと朱と鷺き原はら先輩、慧輝先輩にくっつきすぎじゃないですか？」

「いいじゃない。慧輝君は私の後輩なんだから」

「慧輝先輩は唯花の先輩なんですっ」
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「ふふ、強がっちゃって可愛かわいいわ。古こ賀がさんは知らないのね。この数日の間に、私と慧けい輝き君がどれだけ仲良くなったのか」

「……どういう意味ですか？」

「先日、慧輝君とデートしたの。駅前の喫茶店でパフェを奢おごってもらったわ」

「な……っ!?」

　紗さ雪ゆきがもたらした情報に絶句する後輩図書委員。

「へえ……一緒に喫茶店ですか。デート、したんですか……」

「……ゆ、唯ゆい花かちゃん？」

　漂い出す不穏な空気。

　鈍感な慧輝にも、この場の温度が急激に下がっていくのがわかった。

「唯花ちゃん、もしかして怒ってる？」

「仮にもし唯花が怒っていたとして、それはどうしてだと思いますか？」

「ええと……もしかして唯花ちゃんもパフェが食べたかったとか？」

「ばかっ！　慧輝先輩のばかっ！」

「なんで!?」

「今のは慧輝君が悪いわね。ほんとばかなんだから」

「紗雪先輩まで!?」

　なんだかよくわからないがこの流れはまずい。それだけは理解した。

　理解してしまった以上、速やかに原因を排除せねばなるまい。

　この場合の原因とはつまり朱と鷺き原はら紗雪以外の何者でもないわけで。

「あの、紗雪先輩。他の利用者の迷惑になるのでそろそろ帰ってもらっていいですか？」

「酷ひどいわ慧輝君。私達、あんなことまでした仲なのに」

「あんなことってどんなこと!?」

「嫌がる私を無理やり押さえつけて、あんなに激しく──したじゃない」

「ちょっ!?」

「私、初めてだったからこわかったのよ？」

「紗雪先輩!?」

　意味深すぎる紗雪の爆弾発言に唯花の目がゴミを見るそれになっていく。

「け、慧輝先輩……？」

「誤解！　俺がしたのは壁ドンだから！」

　押さえつけたのはベッドじゃなくて壁でした。もちろん大人の階段とかのぼっていない。

「あの時の慧輝君、とても肉食系で素敵だったわ」

「紗雪先輩は少し黙っててもらえますか？　唯花ちゃんの視線が痛いので」

　可愛い後輩の視線が果てしなく冷たい。

　永久凍土でももうちょっと温かみがあるだろうってくらいに冷めている。

「紗さ雪ゆき先輩、俺の先輩としての威厳が危ういので本当に帰ってもらえませんか？」

「あら、この学校の図書委員は利用者を門前払いするのかしら」

「利用者？　先輩、何か借りるんですか？」

「ええ、これをお願いするわ」

「こ、これは──」

　紗雪が取り出したのは『正しい忠犬のしつけ方』というタイトルの専門書。

　いかにも利口そうな犬の写真が表紙の、ペットの飼育に関する本だった。

「どうするんですか、こんな本？」

「ちょっとこれを参考にセルフ調教に挑戦してみようと思って」

「セルフ調教!?　なにそれ初めて聞いたんだけど……」

　未知の単語におののきつつ、しかし仕事は仕事なので貸出処理は真面目まじめにやった。

　処理を終えた本を差し出すと紗雪は笑顔でそれを受け取る。

「楽しみにしていなさい。近いうちに、生まれ変わった私を見せてあげるから」

　可愛かわいくウインクして黒髪の上級生は颯さつ爽そうと去っていった。

　文字通り嵐のように、主に図書委員ふたりの精神に甚大な被害をもたらしながら。

　紗雪が退室したのを見届けたあと、唯ゆい花かは静かにカウンターの席に戻り、すとんとお尻しりを落ち着けた。

「慧けい輝き先輩に質問です」

「な、なんでしょう？」

　後輩の言葉に、なぜか敬語で答えてしまう上級生。

「慧輝先輩は朱と鷺き原はら先輩とデートしたんですか？」

「や、あれはデートというか先輩にパフェを奢おごらされただけっていうか……」

「デートしたんですね？」

「はい、デートしました」

　有無を言わさぬプレッシャーに即座に頷うなずく先輩図書委員。

「では次の質問です」

「な、なんでしょう？」

「慧輝先輩は、朱鷺原先輩に壁ドンしたんですか？」

「えっと……はい、しました……」

「……いやらしい」

「なんで!?」

　壁ドン＝いやらしいという独自の価値観があるのだろうか。

「慧輝先輩は、朱鷺原先輩とお付き合いしてるんですか？」

「え、なんでそうなるの？」

「だって慧けい輝き先輩、朱と鷺き原はら先輩に優しいじゃないですか。朱鷺原先輩が散らかした部屋を掃除してあげたり、作業で疲れてるからって早く帰してあげたり。それに、デートとかしてるし、最近の慧輝先輩は朱鷺原先輩のことばっかりです……」

「……ゆ、唯ゆい花かちゃん？」

　声をかけると、彼女はぷいっと顔を背けてしまった。

　今のは──もしかして〝嫉しつ妬と〟なのだろうか？

　唯花は慧輝に懐いている。

　だがそれは後輩として先輩を慕っているだけだと思っていた。

　好意は必ずしも恋愛感情とは結びつかない。

　数式の解き方がひとつじゃないように、ひと口に好意といっても様々な形がある。

　けれどもし、もしも彼女が向けてくれる好意に別の意味が含まれているとしたら？

　金髪碧へき眼がんの美少女が冴さえない男子高生に恋愛感情を抱いているとしたら？

　古こ賀が唯花が──慧輝の探しているシンデレラだとしたら？

　ありえない話ではない。

　彼女も部室の大掃除に参加した女の子のひとりなのだから。

　まあ、それはいったん保留しておくとして、男子としては機嫌を損ねた女の子を放置するわけにはいかない。

「どうしたら機嫌、直してくれる？」

「……そういえば、明日からお休みですね」

　ちらりと青い瞳を慧輝に向ける後輩。

　期待を込めた少女の眼まな差ざしに、慧輝も否いや応おうなしに期待してしまう。

　やはりこの金色の髪の女の子がラブレターの差出人なのかもしれないと。

「あさっての日曜日、唯花とデートしてください」

　魅力的なお誘いは、微かすかに頰ほおを赤くした彼女の口から零こぼれ落おちた。

　その日、慧輝は放課後の図書室で、生まれて初めて女の子とデートの約束をした。





　　　　　　◇






　日曜日。約束の時間の十分前に慧輝は待ち合わせ場所に到着した。

　五月中旬の青空の下、朝からそこそこ人が行き交う駅前広場。

　それほど待つことなく約束の相手はやってきた。

「先輩、おはようございますっ」

「ああ、唯花ちゃん。おは……よう？」

　ぱたぱたと駆け寄ってきた唯ゆい花かは、いつもと違う雰囲気をまとっていた。

　ふんわりとしたデザインのチュニックに、ショートパンツという組み合わせ。

　金色の髪は後ろでお団子の形にまとめられており、どこか大人びた印象を抱かせる。

　異国の色で彩られた容姿に加え、オシャレをして美少女に磨きがかかった唯花は、男女を問わず通行人の視線を集めていた。

「…………」

　もちろん慧けい輝きの視線も私服姿の唯花に釘くぎ付づけである。

「慧輝先輩？」

「あ、いや……唯花ちゃんの私服って、初めて見たなと思って」

「どう……ですか？」

「か、可愛かわいいと思う。よく似合ってる」

「えへへ。オシャレしたかいがありました」

　古こ賀が唯花は朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきとは別のベクトルに突き抜けた美人さんだ。

　黙っていれば深窓の令嬢といった雰囲気の紗雪。

　それに対し、唯花は快活なお姫様という表現がしっくりくる。

　明るく人当たりがよく、感情表現が豊か。

　けれど──出会った頃の彼女はそうではなかった。

　異国の色を有した少女と知り合ってからしばらくの間は、彼女から今のような笑顔を引き出すことはできなかったのだ。

「？　先輩、どうかしました？」

「あ……いや、ごめん。なんでもないんだ」

　過去の回想をしている場合じゃない。今はデートに集中しよう。

「さて、いちおうプランは考えてみたけど、今日は俺に任せてもらっていいか？」

「そうですね、今日は全面的に慧輝先輩にお任せしたいと思います」

「なんか、いきなりプレッシャーだな」

「ふふ。先輩のほうが年上なんですから、頼りになるとこみせてくださいね？」

「了解。それじゃ、年上らしく唯花ちゃんをエスコートしてみせますよ」

　芝居がかった口調でおどけるように宣言してみる。

　それを見た唯花はおかしそうにクスクスと笑った。

　とはいえ、慧輝はデートの経験が豊富なわけではない。

　紗雪とデートをしたといっても、学校帰りに喫茶店に入ってパフェを奢おごっただけで、デートというよりは寄り道といったニュアンスだった。

　経験値がほぼゼロの慧輝だが、何の秘策もなしに今日のデートに臨んだわけではない。

「……瑞みず葉はに『デートの心得』を叩たたき込こんでもらったことは黙っておこう」

　昨夜、初めてのデートで不安の生産工場と化していた慧けい輝きは妹の瑞みず葉はに相談した。

　瑞葉は文句も言わずにデートで絶対にしてはいけない禁則事項から、女の子のエスコートの仕方まで詳しくレクチャーしてくれた。徹夜で。

　いつもふわふわしていて摑つかみどころのない瑞葉だが、そこはちゃんと女の子。

　女性の視点からくるアドバイスは的確で勉強になることばかりだった。

　持つべきものは兄想おもいの妹である。

「じゃあ、とりあえず街までいくか」

「はいっ」

　太陽みたいに眩まぶしい笑顔が徹夜の眠気を吹き飛ばしてくれる。

　デートで居眠りする男とか、問答無用で最低なので気をつけたいところだ。

　それに、今回のデートには重要な目的がある。

　古こ賀が唯ゆい花かがパンツを落としたシンデレラかどうか調査すること。

　唯花がシンデレラなら、このデートで何かしら情報を落とすかもしれない。

　どんな小さな綻ほころびも逃すまいと心に決めて、慧輝は後輩と駅に向かって歩き出した。







　電車を使って街に出た慧輝達がまず訪れたのは、駅からほど近い場所にある映画館。

「映画館ですか」

「まずはオーソドックスにいこうかと思って」

「はい、王道って感じでいいと思います」

　受付でチケットを購入し、入館する。

「うわぁ、映画館とか久しぶりです」

「あれ、そうなの？」

「はい。唯花はけっこうインドア派なので。外出する時はたいてい本屋か図書館です」

「おお、さすが本の虫って感じだ」

「席はどの辺ですか？」

「真ん中のちょっと後ろのほう。いちばん見やすいとこだ」

「わお。それはとてもいいことです」

　本当に久しぶりらしく、唯花は席に着いてからもしばらくはキョロキョロと周囲を見回したり、高い天井を見上げてはしゃいだりしていた。

「ところで、今日はなんの映画を観みるんですか？」

「んー、それは始まってからのお楽しみってことで」

「むむ？　サプライズというわけですね。望むところです」

　両手をぎゅっと握って気合いを入れる唯花。この後輩はいちいち可愛かわいい。

　休日とあってお客さんの入りは上々で、ほぼ満席の状態。

　時刻が十時を回ったところで照明がゆっくりと落ちた。

　数分にわたる『予告』が流れ、それが終わると、ようやく映画本編が始まった。

　序章部分が進み、タイトルが表示されると隣の唯ゆい花かが小さく声をあげた。

「先輩、これって……」

「ああ、唯花ちゃんが前に読んでた小説の実写版。ストーリーが面白いって言ってたから」

「すこし話しただけだったのに……憶おぼえててくれたんですか？」

「サプライズは成功した？」

「むう……悔しいですけど唯花の負けです」

「唯花ちゃんは何と戦ってるんだ……」

　そのあとはお互いに無言で映画を鑑かん賞しようした。

　西洋のお城を舞台にした物語で、自分に自信のない若い王様が主人公。

　お城にはお国の運営に関する様々な問題が舞い込むのだが、王様は自信がないのでなかなか解決策の決断ができない。

　そんな王様を支えるのが、生意気だが仲間想おもいのメイドや、能力はあるのにやる気がない騎士などの個性的なキャラクター達。

　残念な王様は家来達の応援を受け様々な試練に打ち勝ち、徐々に自信をつけていく。

　皆で問題を解決していこうというコンセプトの、コメディ色の強い作品だった。

「…………」

　映画の途中、ふと隣に視線をやると、目を輝かせながらスクリーンを見つめる後輩の横顔があった。

　それに頰ほおを緩めて、慧けい輝きは再び物語の世界に意識を沈めていった。







　映画館を出たあと、ふたりは近場にあったファーストフード店に立ち寄った。

　軽めの昼食を済ませると、今度はショッピングモールでウインドウショッピングを開始。

　雑貨屋や洋服店などを自由に巡った。

　女の子はお店をはしごするだけで喜んでくれるとは妹の談だが、それは唯花も例外ではないらしく、終始楽しそうにしていた。

　そして午後三時頃。さすがに歩き疲れた慧輝達は休憩することにした。

　モール内の適当なお店で飲み物を買って休憩スペースのテーブル席に座る。

　慧輝はアイスコーヒーで乾いた喉のどを潤し、唯花は甘そうなカフェラテをストローで吸ってご満悦の様子だ。

「お店、たくさん回りましたね」

「けっきょく何も買ってないけどな」

「いいんですよ。目的はお買い物じゃなくてデートなんですから」

　デートの本質は男女が互いを知り合い、仲を深めること。

　そういう意味では既に目的は達成しているように思える。

「映画、面白かったですね」

「ああ。中盤までずっとコメディ色全開だったのに、最後は本気の感動系で攻めてきて不覚にもうるっときた」

「あの流れは反則ですね。それに原作と展開が微妙に違っていたりして興味深かったです」

「え、そうなの？　うわ、ちょっと原作も気になるな」

　映画やドラマでユーザーの興味を引き、原作の購入を誘う販売戦略にものの見事に引っかかるチョロイ消費者がここにいた。

「原作も読んでみようかな。あ、でもあれって学校の図書室になかったよな」

「今度、唯ゆい花かの貸してあげますよ」

「それは助かる」

「そういえば、先輩はあんまり本を読まないですよね？」

「ん、そうだな。漫画は読むけど小説とかはそんなに読まないな」

　全く読まないわけではないが、本の虫を自称する唯花とは比べるべくもない。

「じゃあ、どうして図書委員になったんですか？」

「あー、俺が一年の時の話なんだけど……もともと俺は、どの委員会にも入る気はなかったんだよ」

「え、じゃあどうして？」

「隣の席の子がさ、これがすごく不機嫌そうな顔した女子だったんだけど、最初はその子が図書委員に選ばれたんだ。ほら、誰もやりたがらない委員会だと、多数決とかくじ引きで決めちゃうだろ？　んで、運悪くハズレのくじを引いたのがその子だったわけ」

　運ばかりはどうしようもない。

　選ばれた個人にとっては理不尽であっても、全体からみれば公平だ。

「その子、そのあと隣で泣きそうな顔しててさ。話を聞いてみたら、放課後にどうしても外せない用事があって、時間の取られる委員会は困るらしいんだ。でも、個人的な用事だから〝やりたくない〟とも言えなかったみたいで。噓うそをついてる感じじゃなかったし、本当に困ってるみたいだったから、俺がかわりに引き受けたんだよ」

　それがキッカケで図書委員になり、二年生になってからも続けている。

　慧けい輝きが図書委員をしている理由はそれだけ。

　進級してクラス替えがあった時に辞めることもできたが、その理由も特になかった。

「それ、すごく先輩らしいですね」

「そう？」

「はい。慧けい輝き先輩のそういうところ、すごくいいと思います」

　優しい声で、飲み物の容器の縁を指で撫なでながら彼女は言う。

「今日も、ちゃんと歩くはやさとか合わせてくれるし」

　女の子は歩幅が小さいので、歩く時は男のほうが女の子に合わせるのが基本だ。

　デートの経験はない慧輝だが、妹の瑞みず葉はと出掛けることはたくさんあったので、そういう気遣いは自然と身についた。

「ふふ。やっぱり先輩なだけあって、頼りになるんですかね？」

「胸を張りたいところだけど、実はかなり背伸びしてるんだ。正直に言うと、本当のデートってこれが初めてだし」

「ほんとですか？」

「ほんとほんと。紗さ雪ゆき先輩のは、デートって感じじゃなかったし」

　喫茶店でパフェを奢おごらされた件を思い出して苦笑する。

　あれはあれで楽しくはあったが、やはりデートといったら今日みたいなのを指すと思う。

「じゃあ、唯ゆい花かが先輩の初めての女の子ですね」

　その、唯花特有の、屈託のない笑顔にどきりとする。

　今日の慧輝は彼女にドキドキさせられてばかりだ。

「……これなら及第点ってとこですかね」

「え、なにが？」

「ああ、いえいえ、なんでもないです」

　ぱたぱたと手を振って後輩が席を立つ。

　彼女は「お手洗いにいってきます」と告げて、その場を離れていった。

「あんな可愛かわいい子とデートしてるとか……明日あたり俺は死ぬのかもな」

　小さな後ろ姿をぼうっと見送りながら、慧輝は唯花とのデートで大量消費したであろう幸運の残高を心配するのだった。







「…………唯花ちゃん、遅いな」

　唯花が席を立ってから二十分近く経過していた。

　女の子は何かと準備が必要で、お化粧直しとか、髪を整えたりだとか、いろいろな理由でお手洗いに時間がかかることは承知している。

　だけど唯花は性格上、先輩を待たせることに罪悪感を抱くタイプだ。

　彼女を知る慧輝だからこそ微かすかな違和感が拭ぬぐいきれない。

　何かトラブルに巻き込まれたのではないかと心配になる。

　事故や事件はテレビの中だけの話ではなく、実際に自分やその周囲に降りかかる可能性がある。

　同じ世界に生きていて、自分達だけが無縁でいられるという保証はない。

「様子を見にいってみるか……」

　悪い予感ばかり膨らんで、居ても立ってもいられなくなった慧けい輝きは席を立った。

　案内図で現在地と目的地を確認し、唯ゆい花かが通ったと思われる道を急ぐ。

　金色の髪の女の子なんてそうそういない。唯花の姿はすぐに見つけることができた。

　ただ、控えめに言って安心できる状況ではなかった。

　モール内のＣＤショップの前で、唯花はガラの悪い男ふたりに言い寄られていたのだ。

　相手は大学生くらいだろうか。

　明らかに慧輝より背の高い男達が、逃げられないように唯花を囲んでいる。

　唯花を助けようとする人はいない。

　誰だって危ない橋は渡りたくない。

　下へ手たに関わって報復されてはたまらないし、ガラの悪い男達に近づきたい人間はいない。

　無関係な女の子を見捨てれば、少なくとも自分に害は及ばないのだから、誰だって無関心であることを選択する。

　人々の無関心に見守られたちっぽけな領地で、男達は執しつ拗ように唯花を口説こうとする。

　──オレ達と遊ぼうよ。

　──お腹なか減ってない？

　──君、すごく可愛かわいいね。

　彼らは自分達だけ楽しそうに、中身のない同じような言葉を並べ立てる。

　まるで身勝手な王様だ。

「────」

　そんな男達とは反対に、唯花はひたすら無言を貫き、瞳はどこまでも無機質だった。

　好きとか嫌いとか、そもそもその領域に達していない感情の消えた目。

「唯花ちゃん……」

　その目には──見覚えがあった。

　今の彼女は、初めて出会った時の古こ賀が唯花そのものだ。

　氷のように冷たくて、人形のように無機質で、ガラスのような危うさを持つ少女。

　高校に進学した当初、唯花は完全に周囲を拒絶していた。

　キッカケがなかったら、今でも慧輝は彼女の近くに踏み込めていなかっただろう。

　心を閉ざしたような唯花を見ていられなくて、慧輝は三人の間に割って入った。

「すみません。この子、俺の連れなんで」

「あ、先輩……」

「ほら、いくぞ」

　後輩の手を摑つかみ、強引にその場を離脱する。

　ターゲットの女の子が男連れとなればナンパを続ける意味はない。

　さすがに男達は追ってこなかった。後ろから「ちっ、男連れかよ」「まあまあ、別の可愛かわいい子探すべ」という会話が聞こえたくらいだ。

「…………」

「…………」

　会話のないままモール内を歩き、さっきの場所から十分に離れてから慧けい輝きは握っていた手を離した。

　足を止とめた唯ゆい花かの表情に、明るい色彩は見当たらない。

「ごめんなさい。せっかく楽しかったのに……デート、台無しにしちゃいました」

「あんなのたいしたことじゃないよ。唯花ちゃんが謝ることでもない。俺のほうこそごめん。唯花ちゃん、美人さんだからこういうことも想定しておくべきだった」

　デートの相手を危ない目にあわせてしまったと、慧輝は反省する。

　そんな上級生を、唯花は少しびっくりしたように見つめていた。

「……なんか、そういう不意打ちはずるいと思います」

「唯花ちゃん？」

「慧輝先輩、頭に大きな埃ほこりがついてますよ」

「え、うそ!?」

「取ってあげるので屈かがんでください」

　言われるままに、唯花の前に頭を持っていく。

　彼女は慧輝の前髪を手で押さえると、無防備になった額ひたいにちゅっとキスをした。

「え……あの、今のは？」

「えへへ。助けてくれたお礼です。ちなみに埃なんてついてません」

「お、おお……」

「さっきの先輩、白馬の王子様みたいでしたよ？」

「いや、さすがにそこまでかっこよくはないだろ……」

「えー？　慧輝先輩なら白馬も似合うかもですよ？」

「いやいやいや。俺が白馬に乗って現れたらギャグだから」

　白馬と共演するなら翔しよう馬まのほうが適任だろう。

「さて、そろそろ帰りましょうか」

「いいのか？」

「はい、じゅうぶん楽しみましたし。……あ、でも、最後にひとつだけいいですか？」

「なんなりと」

「じゃあ……えいっ」

　可愛かわいいかけ声が耳に届くのとほぼ同時、慧けい輝きの腕を柔らかな感触が襲った。

　いきなり唯ゆい花かが抱きついてきたのだ。

「ゆ、唯花ちゃん？」

「駅までこうしていきましょう？」

「いや、これはさすがに恥ずかしいっていうか……胸があたってるんだけど」

「唯花は気にしませんよ？」

「俺が気にするから！」

「そんなに気になります？　朱と鷺き原はら先輩に比べたらとっても〝些さ細さい〟な胸なのに」

「そのくだり聞いてたの!?」

　けっきょく、唯花は宣言通り駅に着くまで離れてくれなかった。

　女の子に抱きつかれたのと、周囲の視線を集めまくったのとで、二重に恥ずかしい思いをした帰り道だった。

　だけど、ふたりの距離は縮まったと思う。

　ハプニングはあったがデートは成功といっていいだろう。

　シンデレラの調査という本来の目的を忘れてしまうくらいに楽しい時間だった。

「もしも唯花ちゃんがシンデレラなら、こんな時間がずっと続くのかな……」
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　帰りの電車の中、眠って寄りかかってきた後輩の頭を撫なでながら、慧けい輝きは考える。

　もしも唯ゆい花かがシンデレラで、ふたりが恋仲になったら。

　きっと何度も今日みたいにデートに出掛けるのだろう。

　同じ映画を観みて、感想を言い合って、笑い合う。

　そんな普通の恋人どうしの幸福が紡げるなら、それはとても素敵なことだと思えた。

「……というか、なんだこの生き物。本当に可愛かわいいな……」

　寝顔とか天使だし。髪はふわふわだし。とても同じ人間とは思えない。

　気を抜くとキスしてしまいそうになる。もちろん鉄の心で我慢したが。

　初デートは最後まで、後輩の女の子にドキドキさせられたのだった。





　　　　　　◇






「それで、けっきょく古こ賀がさんがシンデレラかどうかはわからなかったと」

「調査のこととかすっかり忘れてたっていうか。初めてのデートで舞い上がっちゃって」

「別にいいんじゃないかな。あんな可愛い女の子とデートとか、全力で楽しまないと損だからね。ロリを嗜たしなむ者として正しい選択をしたと思うよ」

「俺はロリを嗜む者じゃない。あと、唯花ちゃんはロリじゃないから。女子高生だから」

　デートの翌日。月曜日の昼休み。慧輝と翔しよう馬まのふたりは学食にいた。この日は珍しく瑞みず葉はが寝坊してしまい、弁当のなかった慧輝は翔馬と一緒に学食を利用したのだ。

　既に昼食は食べ終え、食器も片付けている。

　混雑する時間が終わり、利用客もおおかた出ていった。

　他人に聞かれたくない話をするには絶好の環境だ。

「まあでも、デートに誘うくらいだから脈アリなのは間違いないよね」

「そ、そうかな？」

「おでこにキスまでしてくれたんだろ？　女の子は嫌いな相手にそんなことしないよ。古賀さんがシンデレラかどうかはわからないけど、かなり好かれているみたいだね」

「わからないぞ。単に先輩として慕っているだけかもしれない」

「慧輝って、恋愛事に関してはどこまでもネガティブだよね」

「ああ、まるで自信のない王様みたいだな」

「なんだい、それ？」

「ただの映画の主人公だよ」

　自分に自信がなくて、大切なことを何も決められない格かつ好こう悪い主人公。

　慧輝と王様は似ているのかもしれない。

　自分に自信がなくて、重要な局面で前に進めなくなってしまうところとか。

「……ん？」

　その時、ポケットの中で慧けい輝きのスマホが震えた。

「唯ゆい花かちゃんからメールだ」

「お、噂うわさをすればなんとやらだね。内容は？」

「ええっと……」

　画面を操作し、届いたばかりのメールを開く。




『大事なお話があります。

　放課後、図書室の書庫まできていただけますか？』




　それを見た慧輝は硬直し、向かいの席から覗のぞき込こんできた翔しよう馬まは「おやおや。これはこれは」と楽しそうに呟つぶやいた。

「……ねえねえ秋あき山やまさん、このメール、どう思う？」

「どうとか言われても桐生きりゆうさん。いやねえ、これってどう見ても告白のフラグじゃない」

「や、やっぱりそうなのかしら」

「おほほ。桐生さんも隅に置けないわぁ。無害な顔して女ったらしなんだから」

　なぜいきなりマダム口調なのかはともかく、男子ふたりの意見は概おおむね一致した。

　このメールはフラグに違いない。

　大事な話とは恋とか愛とかのアレに違いない。

　本日の放課後に『告白イベント』が待っているに違いない、と。

「もしかしたら本当に古こ賀がさんがシンデレラなのかもしれないね。ラブレターを置いたのが自分だって伝える気なのかも」

「ど、どうしたらいいのかしら？」

「とりあえず口調を元に戻しなよ。……ま、女の子がこんなメールを送ってきたんだ。古賀さん、かなり勇気を振り絞ったんだと思うよ」

「……そうだよな」

「ちゃんと会って話を聞いてあげるんだね。何事も当たって砕けろって言うし」

「砕けたらダメじゃないだろうか……」

　なんにせよ『いかない』なんて選択肢はない。

　後輩の女の子が勇気を出して上級生を呼び出したのだ。

　自信がないなんて理由で二の足を踏んでいては男子失格だ。

「自信がない王様だって、最後は頑張ったんだしな」

　慧輝はラブレターをくれたシンデレラを探すと決めたのだ。

　慧輝が好きだと伝えてくれた女の子を見つけ出し、その子が恋人になってくれたなら、きっとこれからの人生は素晴らしいものになるだろう。

「俺、唯ゆい花かちゃんと話してみるよ」

　彼女がシンデレラならパンツを返したのちに恋人になってもらおう。

　そしてあの愛らしい後輩を好きなだけ抱きしめたい。

　スケベな王子は真面目まじめな顔で、素敵な未来予想図に期待を膨らませるのだった。







　放課後、唯花に呼び出された慧けい輝きははやる気持ちを抑えながら図書室に向かった。

　書庫を訪れた慧輝がドアをノックすると、中から「どうぞ」と応答があった。

　ドアを開け、少し埃ほこりっぽい書庫の中に足を踏み入れる。

　唯花は書架の前に立って、自分が呼び出した上級生がくるのを待っていた。

　金色の髪を微かすかに揺らし、唯花は「慧輝先輩」と愛らしい声でその名を呼ぶ。

「きて、くれたんですね」

「メール、もらったからな」

　慧輝と唯花以外、他に誰もいない書庫。

　その中で、微かに頰ほおを赤くした唯花がためらいがちに口を開く。

「大切な話があるんです。聞いてくれますか？」

「ああ、もちろん。聞かせてくれ」

　彼女は決意を表すように胸に手を置き、まっすぐに慧輝を見つめる。

　可か憐れんな唇を動かして「実はですね」と本題を切り出した。

「慧輝先輩のこと、ずっと〝いいな〟って思ってたんです」

「唯花ちゃん……」

「図書委員の仕事も優しく教えてくれて、デートでも優しくしてくれて、唯花が困ってる時に助けにきてくれて、頼りがいがあって素敵だなって思ったんです。そんな慧輝先輩が、唯花だけ見てくれたらいいな、って……そう思ったんです」

　想おもいを形にしたような言葉は、慧輝の胸を、火を灯ともしたように熱くした。

「……だから、ね？　先輩？」

　潤んだ瞳、微かに紅潮した頰、甘えるような上目遣い。

　異性を虜とりこにする天使の表情で、古こ賀が唯花は決定的な一言を放った。




「慧輝先輩、唯花の奴隷になってください！」




「………………え？」

　たとえるなら、見知らぬ通行人にいきなり顔面を殴られたような感覚だった。

　洋菓子店でスイーツを食べていたはずが、気づいたら飢えたライオンの檻おりにぶち込まれていたような理不尽さ。

　金髪の後輩が口にしたのは、それくらい衝撃的で、あまりに理解不能な告白だった。

「……俺の聞き間違えかな？　唯ゆい花かちゃん、俺に奴隷になってくださいって言った？」

「ばっちりしっかり言いました」

「間違いだって言ってよ!?」

　奴隷の部分が『彼氏』とか『恋人』だったらなんら問題はなかったのだが、耳を疑うような告白は唯花の言い間違いでも、慧けい輝きの聞き間違いでもないらしい。

「唯花ちゃんさ、その奴隷になってくれっていうの、本気で言ってるのか？」

「……ダメ、ですか？」

「ダメっていうか……」

　ちょっと意味がわからないっていうか。

　慧輝の反応を見て、唯花は不思議そうに小首を傾かしげる。

「唯花みたいな可愛かわいい女の子の奴隷になれるんですよ？　そういうの、男の子的には〝ご褒美〟なんじゃないですか？」

「…………」

　絶句した。

　あまりにあんまりな言い分に完全に言葉を失った。

　目の前にいる女の子は本当に古こ賀が唯花なのだろうか？

　話せば話すほど普段の彼女のイメージからかけ離れていく。

　偽者だと言われたら信じてしまうくらい彼女の言動はおかしかった。

「んー、でもそうですよね。ご主人様としては、従順な奴隷にはちゃんとご褒美をあげないといけません。……あ、そうだ！」

　ひとりで何かを納得して「グッドアイデアです」と満足げに微笑ほほえむ後輩。

「じゃあ、こうしましょう。先輩が唯花の奴隷になってくれるなら、先輩に唯花の大事なものをあげます」

「大事なもの？」

　思わず聞き返した慧輝に、にこりと笑いかける唯花。

　彼女はおもむろにスカートの中に両手を入れると、躊ちゆう躇ちよなくそれを引き下げた。

「は……？　ちょっ、何を!?」

「ふふ、赤くなっちゃって。……かわいいです」

　あまりの出来事に愕がく然ぜんとする慧輝の目の前で、彼女は踵かかとをお尻しりにつけるように片足を上げると、自分の部屋でするような気軽さでその布地を抜き取った。

　それから「はい、どうぞ」と。

　まるでプレゼントを渡すように彼女はそれを差し出した。

　それは淡い桃色が素敵な下着──彼女が今の今まで身に着けていたパンツだった。

「えっと……ナニコレ？」

「女の子の脱ぎたてパンツです。男の子はこういうのが嬉うれしいんでしょう？」

「それが嬉しいのは一部の変態だけだ！」

　実際にされたら間違いなく引く。

　ドン引きだ。今の慧けい輝きのように。

「むー。ご主人様に口答えなんて、いけないワンちゃんですね……」

　そう呟つぶやいて、唯ゆい花かは唐突に慧輝の体を突き飛ばした。

　小さな両手を突き出すようにして放たれた不意打ち。

　女の子の力で簡単にバランスを崩したのは、それが予想外の攻撃だったから。

　背中から倒れた被害者の上に、小柄な加害者が馬乗りになる。

「うふふ。──ダメじゃないですか。奴隷は従順じゃないといけないんですよ？」

「ゆ、唯花……ちゃん？」

「しつけのなってないダメな子には、お仕置きです」

　そう言って、彼女はまるめたパンツを慧輝の口に押し込んだ。

「ふぐぅっ!?　んんんんんん────っ!?」

　容赦なく、ねじ込むようにして口こう腔こう内に詰められていくパンツ。

　異物を口に詰め込まれる異常な感覚に慧輝の体から声にならない悲鳴が漏れる。

「あは。素敵な表カ情オ。唯花の脱ぎたてパンツ、そんなに嬉しいんですか？」

　涙目の慧輝の瞳に映ったのは天使のような唯花の笑顔。

　その美び貌ぼうを彩る宝石の瞳には、狂気の光が灯ともっていた。

「ああ……素敵っ。素敵です先輩っ。こんな小さい女の子に押し倒されて、パンツをくわえさせられて、そんな恥ずかしい先輩を見てるだけで、唯花は、唯花は──とってもゾクゾクしちゃいますっ」

　口元に指をあて、頰ほおを紅潮させ、妖よう艶えんな笑みを浮かべる少女。

　その笑顔に慧輝は背筋が凍るほどの恐怖を覚えた。

　古こ賀が唯花は素直で可愛かわいい後輩じゃない。

　天使のような容姿の内側に、悪魔の本性を隠していたのだ。

「安心してください先輩。唯花の奴隷になったら、優しくしつけてあげますから」

　甘い声で恐ろしい台詞せりふを歌いあげる後輩。

　けれど、その声はもう、慧輝には届いていなかった。

「────、────、────」

「……って、あれ？　あれれ？　慧輝先輩？」

　ようやく異変に気づいた犯人が慌てたように慧けい輝きの体を揺ゆするが、既に手遅れだった。

（……俺、このまま死ぬのかな……パンツをくわえたまま死ぬのは嫌だな……）

　急速に遠のいていく意識の中、慧輝はぼんやりと考える。

　綺き麗れいで憧あこがれの先輩。

　素直で可愛かわいい後輩。

　でもきっと、綺麗で可愛いだけの女の子ってどこにもいない。

　先輩がドＭのペット志願者だったり。

　後輩がヤンデレ風味の女王様だったり。

　綺麗な薔ば薇らに棘とげがあるように、可愛い女の子にもふれてはいけない〝裏〟がある。

　表と裏で異なる絵が描かれるコインのように。

　普段は見えない女の子の裏側に、思わぬ本性が隠されている場合もあるのだ。

　そんな世界の真理に至ったところで慧輝は気を失った。

　言うまでもないことだが。

　口に詰められたパンツのせいで酸素不足になったのが原因だった。
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　放課後。図書室の書庫。

　邪魔の入らない薄暗い部屋の中で、桐生きりゆう慧けい輝きは年下の女の子に押し倒された。

「先輩……」

　可か憐れんな唇から零こぼれ落おちたのは、熱を帯びた甘い声。

　彼女の頰ほおは赤く火ほ照てり、潤んだ瞳がじっと慧輝を見つめる。

　西洋人形を想おもわせる金色の髪の少女が歌うように言葉を紡ぐ。

「慧輝先輩に、唯ゆい花かの大切なものをあげます」

　少女が手にしていたのは淡い桃色のショーツ。

　彼女はショーツをまるめると、パンツの玉を慧輝の口に押し込んだ。

「んぐぅっ!?」

　口の中を異物で満たされ、声にならない悲鳴が漏れる。

「ふぐぅうううううう────っ!!」

　あまりの苦しさに酸素を求めて必死にもがく。

　けれども腹部にかかる少女の重みが自由を許してくれない。

「あは。唯花の脱ぎたてパンツ、おいしいですか？」

　天使のように笑う少女の、その青い瞳には、恐ろしい狂気の色が滲にじんでいた。




「────うわあああああああああああああっ!?」




　悲痛な叫びと共に弾はじかれたように上体を起こす。

　荒い呼吸を繰り返しながら、慧輝は呆ぼう然ぜんと周囲を見回す。

　テレビに机。本棚にサイドボード。壁に掛けられた制服は自分のもので、枕まくら元もとには妹にプレゼントされた目覚まし時計があって、そこは暮らし慣れた自分の部屋だった。

「ゆ、夢か……」

　額ひたいの汗を拭ぬぐい、これが現実であることを確認して安あん堵どの息を吐く。

「……それにしても酷ひどい夢だった」

　単なる悪夢だったら救いもあるが、今見た夢はほとんど現実に起こったことだ。

　四日前。学校の書庫で慧輝は後輩の女の子にパンツを口に詰め込まれた。

　現実味のない話だが紛まぎれもない実体験である。

　パンツを口に詰め込まれた事件は、慧輝の中で強烈なトラウマとなっていた。

　こうして当時の体験を夢に見てしまうくらいに。

　慧けい輝きがベッドから出ると、控えめなノックの音がして、部屋の扉がゆっくりと開いた。

「兄さん、起きてる？」

　顔を出したのは、制服の上にエプロンを着けた女の子。

　少しクセのある髪と、どことなく眠たげなつり目がキュートな妹である。

「あ、起きてたね。おはよう、兄さん」

「おはよう。瑞みず葉はのエプロン姿は世界でいちばん可愛かわいいな」

「え、そう？　やだもう、兄さんてばシスコンなんだから」

　兄に褒められ、まんざらでもなさそうに微笑ほほえむ妹。

　身内の贔ひい屓き目めを差し引いても瑞葉は可愛い。

　自分の妹なのが信じられないくらい可愛い。

「ところで兄さん。すごい悲鳴が聞こえたけど、こわい夢でも見た？」

「ああ、うん……まあ、そんなとこ」

　後輩の女の子に脱ぎたてパンツを口に突っ込まれる夢を見ました。

　そんなことは妹には言えない。頭がおかしくなったと思われるのがオチだ。

「まあ、なんでもないならそろそろ学校にいく準備しよ？　もうご飯できてるから」

「学校……」

　桐生きりゆう慧輝は高校生。今日は平日の金曜日で、普通に登校日だ。

[image: ]

　しかし学校にいくということは、慧けい輝きにパンツを食べさせた後輩と顔を合わせる可能性があるということ。

　古こ賀が唯ゆい花か──その名前を思い出しただけでトラウマが蘇よみがえる。

　あの悪夢のような体験がフラッシュバックし、全身から血の気が引いていく。

「あのさ、瑞みず葉は……」

「なに？」

「兄さん、今日、学校にいきたくない」

「体調不良？　それとも仮病？」

「仮病のほう」

　正直に答えると彼女はにこりと笑って、

「じゃあ、ダメ」

　だらしない旦だん那なさんを優しくたしなめる奥さんのように慧輝の提案を却下した。

　おっとりしているようで、意外と兄に厳しい妹なのだった。





　　　　　　◇






　あの日、図書室の書庫で古賀唯花に衝撃の告白をされたあと。

　パンツを口に詰め込まれて意識を失った慧輝は保健室で目を覚ました。

　唯花の通報によって駆けつけた保健委員の男子によって運ばれたらしい。

　倒れた経緯については唯花が適当に誤ご魔ま化かしたらしく、慧輝は唯花に愛の告白をされた嬉うれしさと感動のあまり気絶したということになっていた。

　やけに色っぽい保健の先生に『やるねえ、あんな美少女に告白されるなんて幸せ者だ』と冷やかされたが、実際はそんな可愛かわいいもんじゃなかった。

　人は見かけによらないとは読んで字のごとくであり。

　天使のような女の子の中身は悪魔だったのだ。

「──じゃあ兄さん、わたしはこっちだから」

　瑞葉と一緒に家を出て、重い足取りで登校した慧輝は昇降口で妹と別れた。

　疲労した心を引きずりながら自分の下げ駄た箱ばこの前に立つ。

　そこで無意識に溜ため息いきが出てしまった。

「……まさか紗さ雪ゆき先輩だけじゃなく、唯花ちゃんにもあんな闇やみがあったなんて……」

　慧輝に飼い主になってほしいとか。

　慧輝を奴隷にしたいとか。

　彼女達の要求は特殊すぎて、普通にノーマルな慧輝には荷が重すぎる。

　あんなに綺き麗れいで可愛いふたりが、ふたりとも変態だなんて誰が想像できよう。

「唯ゆい花かちゃんは、やっぱりシンデレラじゃないのかな……」

　奴隷にしたいとか言われたし、恋愛感情とは結びつかない気がする。

　パンツを落としたシンデレラの可能性がある女の子は三人。

「紗さ雪ゆき先輩でも唯花ちゃんでもないとしたら、残る候補は──」

「──おはよ、桐生きりゆう」

「あ、ああ……おはよう、南なん条じよう」

　横から声をかけてきたのは赤茶色の髪をサイドテールにした南条真ま緒お。

　彼女は下げ駄た箱ばこの前で微動だにしない同級生を見て怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「こんなとこで突っ立って何してるの？」

「どうしようもない現実をどう受け止とめようか考えてたんだ」

「意味わかんない」

　素っ気ない感想を述べて、彼女はさっさと自分の内履きを取り出した。

　真緒にならって慧けい輝きも大人しく下駄箱を開ける。

「……ん？」

　慧輝の下駄箱に、見慣れない水色の物体が入っていた。

　靴の上に置かれた不審物。

　手に取ってみると、それは可愛かわいらしいデザインのブラジャーだった。

「うわああああああああああああああっ!?」

「え、なに？　いきなりどうしたの？」

「な、なんでもないよ!?」

　目にもとまらぬ速さでブラを鞄かばんの中に突っ込む。

　そして、とりあえず深呼吸。

「落ち着け。落ち着け、俺……まだ慌てるような時間じゃない」

　心を落ち着かせて下駄箱を確認すると、ブラだけでなくメモ用紙も入れられており、そこには犯人からのメッセージが。




『意外と胸、あるんですよ？　ｂｙ唯花』




「唯花ちゃあああああん!?」

「桐生、さっきからうるさい。唯花がどうかした？」

「なんでもないよ!?」

　犯人は金髪碧へき眼がんの後輩だった。

　下駄箱に入れられていたブツは絶対に他人に見られてはいけない代物。

　シンデレラのパンツと同レベルの危険物。

　ブラジャーを所持していることがバレたら死ねる。社会的に。

「……なんのつもりなんだ、あの子は」

　ブラジャーを男子の下げ駄た箱ばこに入れるとか、もはやテロだ。

　こんな鬼のようなテロを企くわだてたテロリストは放置できない。

　ブラジャーも返却しないといけないし、どちらにせよ、あの金髪の後輩とは一度話し合う必要があるらしい。







　放課後。とある空き教室に一組の男女の姿があった。

　ひとりはブラジャーによるテロの被害者、桐生きりゆう慧けい輝き。

　もうひとりは慧輝にメールで呼び出された金髪碧へき眼がんのテロリスト、古こ賀が唯ゆい花か。

　机を挟み、向かい合って座った後輩はニコニコと上機嫌なご様子。

　まるで「慧輝先輩のほうから連絡をくれるなんて嬉うれしいです」とでも思っていそうな表情だが、たぶん実際にそう思っているのだろう。

「……で？　これはなんのつもりなのかな、唯花ちゃん？」

　そう切り出して机の上に置いたのは、もちろん例の水色のブラジャー。

　慧輝の下駄箱に唯花が入れた危険物である。

「下駄箱にブラジャー入れるとか何を考えてるんだ？」

「だって慧輝先輩、パンツは嬉しくないようでしたので」

「パンツ……パンツこわい……パンツこわい……」

「先輩？　顔が青いですよ？」

　トラウマを植え付けた張本人が「大丈夫ですか？」と被害者を心配する。

「あんまり大丈夫じゃない……というか、え？　そんな理由でブラを入れたのか？」

「あとはまあ、こうしたら慧輝先輩が困るかなと思って」

「困ったよ！　死ぬところだったよ社会的に！」

「実は隠れて見ていたんですが、先輩の困った顔はとても素敵でした。あはっ」

「唯花ちゃんキャラ変わりすぎじゃない!?」

　猫をかぶるにしても限度がある。

　もはや別人格を疑うレベルだ。女の子ってこわい。

「だって慧輝先輩、あれから唯花のこと避けてたじゃないですか。図書委員の当番にもこないし、メールにも返事くれないし、これくらいしないと会えないと思ったんです」

「いや、それは……」

　彼女の言う通り、ここ数日、慧輝は唯花との接触を避けていた。

　あんなことがあったのだ。顔を合わせづらいのは不可抗力といえるだろう。

「あ、そのブラは先輩にプレゼントします」

「いりません」

「それ、唯ゆい花かのお気に入りなんですよ？」

「知らないから。普通に返すから」

　水色のブラは持ち主に返品した。

　パンツだけでも持て余しているのに、これ以上危険物を抱え込むのは遠慮したい。

「唯花ちゃんさ、その、まさかとは思うんだけど。ここにブラがあるってことはさ……」

「はい？」

「その制服の下、ノーブラじゃないよな？」

「へ？」

「…………」

「…………」

　教室に生まれる束つかの間まの静寂。

　慧けい輝きの視線は自然と後輩の胸元へ移る。

「なっ!?　なに考えてるんですか!?」

　とっさに胸をかばうように腕で隠す唯花。

　その顔は純粋な羞しゆう恥ちの色に染まっていた。

「着けてるに決まってるじゃないですか！　先輩のエッチ！　ヘンタイ！」

「それは唯花ちゃんには言われたくない」

　自分のブラジャーを下げ駄た箱ばこに入れたり、脱ぎたてパンツを男子に差し出す女の子というのもなかなかに変態だと思う。

「俺にしたことに比べたら、ノーブラなんて恥ずかしくないだろ？」

「ノーブラで登校なんかしたらクラスの子達に気づかれちゃいます！　他の男子にそんなサービスとか、ありえないので」

「俺にはパンツまで見せたのに？」

「先輩はいいんです！」

「え？」

「唯花にとって慧輝先輩は特別、なんですよ？」

「と、特別って……」

　そんなことを言われると照れる。

　女の子に特別扱いされたら男子は無条件で嬉うれしくなってしまうのだ。

「奴隷にしたいと思える人は慧輝先輩だけです」

「うん。それはぜんぜん嬉しくない」

　甘い期待は根こそぎリセットされた。

　息をするように男子の純情を弄もてあそぶ小悪魔である。

「あ、そうだ。慧けい輝き先輩に渡すものがあるんでした」

「渡すもの？」

　唯ゆい花かは鞄かばんから一冊の文庫本を取り出すと慧輝に差し出した。

「これ、この前言ってた本です」

「え？　あ、ああ。ありがとう」

　受け取った本は、デートの時に彼女が貸してくれると言っていたものだった。

　慧輝はすっかり忘れていた些さ細さいな約束だが、唯花はちゃんと憶おぼえていたらしい。

「それから、これ……」

「ん？　これって……」

　やや躊躇ためらいがちに手渡されたのは一冊のスケッチブック。

　開いてみると、温かみのあるイラストで可愛かわいらしいお姫さまが描かれていた。

「絵本？　もしかして唯花ちゃんの手作り？」

「はい、新しいのを描いてみたんです」

「そういえば絵本作家になるのが夢なんだっけ」

「読んでくれますか？」

「そうだな、ちょっと興味あるし」

　ノートに描かれていたのは、子ども向けの愛らしいタッチの絵で編あまれた物語だった。




『恥ずかしがりやのお姫さま』

　あるところに、恥ずかしがりやのお姫さまがいました。

　ある日、お姫さまのお城でパーティが開かれ、となりの国の王子さまが招かれました。

　王子さまは優しくてハンサムで、とっても素敵な人でした。

　だからお姫さまは、初めて会った王子さまにひとめぼれしてしまったのです。

　けれどもお姫さまは恥ずかしがりやなので、自分から告白することができません。

　なので、お姫さまは王子さまを監禁することにしました。




「え……」

　唐突な展開に戸惑う読者。

　急にずしりと重くなったページを慧輝は震える指でめくる。




　監禁場所はお姫さまのお城の地下室。

　王子さまはお姫さまの家来たちによって拘束、気絶させられ、地下室に運びこまれました。

　薄暗い部屋の中で目を覚ました王子さまはお姫さまに向かって叫びます。

「なんのおつもりですか、お姫さま！　私を自分の国に帰してください！」

　もちろん、お姫さまは王子さまのお願いを却下します。

　せっかく手に入れた最愛の人を手放すはずがありません。

　地下室には鍵がつけられており、逃げることもできません。

　王子さまはもう自分の国には帰れないのです。

　恥ずかしがりやのお姫さまと、ずっといっしょに暮らすのですから。

　そしてその日から、お姫さまによる王子さまの〝しつけ〟が始まったのです。




　……とまあ、そんな感じで。

　そこから怒ど涛とうの『王子調教編』が始まるのだが、あまりに酷ひどい内容なので割愛する。

　唯ゆい花かの絵本は、ほんわかした絵柄からは想像もできないほどハードな内容だった。

　お姫様が隣国の王子を監禁し、最初は反抗していた王子様だが、お姫様の過激な調教により次第に彼女の奴隷としての幸福に目覚めていくという身の毛もよだつシナリオ。

　明らかに『Ｒ指定』が必要な著作物である。

「…………」

　たかだか数ページの絵本なのに、読み終えた慧けい輝きは猛烈な疲労感に包まれていた。

「どうでした、慧輝先輩？」

「ひいっ!?」

「このふたりの関係、ドキドキしますよね？」

「……たしかにドキドキしたよ。たぶん、唯花ちゃんとは別の意味で」

　お尻しりを鞭むちで打たれた王子様が笑顔で悦よろこび始めた時はもう駄目だと思った。

「つまりこういうことなんですよ」

「な、なにが？」

「唯花が慧輝先輩に求める唯花達の関係です」

「唯花ちゃんは俺のお尻を鞭で打つ気なのか!?」

「いえ、それはあくまでフィクションなので。……慧輝先輩が望むならそういうプレイもやぶさかではありませんが」

「そんなの永遠に望まないから」

　絵本の王子様みたいな世紀末な人生を送る気は毛頭ない。

「でも、奴隷として過ごすうちに唯花に尽くす悦びに目覚めるかもですよ？」

「目覚めてたまるか！」

「そんなに奴隷が嫌ですか」

「誰でも奴隷は嫌だろ」

「奴隷が嫌なら、執事になるというのはどうですか？」

「執事？」

　また後輩が何か変なことを言い出した。

「ご主人様に仕え奉仕するという意味では奴隷も執事も変わりませんよ」

「その発言は執事に対して失礼じゃないだろうか？」

「ともかく物は試しと言いますし、体験版ということで練習してみませんか？」

「練習？　執事の？」

「はい、ふたりで執事ごっこをするんです」

「執事ごっこねぇ……たとえばどんなことをするんだ？」

「まずは、そうですね……やっぱりこれですかね」

　唯ゆい花かが靴を脱いで机の上に座る。そして片方のニーソックスを脱ぎとると、パンツが見えそうになるのもいとわず、眩まぶしい素足を慧けい輝きの前に突き出した。

「はい、先輩。遠慮なくどうぞ」

「……えっと？　これは？」

「跪ひざまずいて足を舐なめてください」

「お断りします！」

　普通に無理な相談だった。

「そもそも足を舐めるとか、執事の仕事じゃないだろ？」

「いいえ、一流の執事は忠誠を示すために主あるじの足を舐めるものなんです」

「絶対に噓うそだ……」

「では手始めに、足にキスするところから始めましょう」

「手始めにしてはレベルが高すぎるっていうか。そもそも俺、わりとノーマルだからそういうアブノーマルなのはちょっと無理っていうか……」

「安心してください。唯花が先輩を変えてあげます。ええ、それはもう徹底的に、唯花に従うことに心から悦よろこびを感じられるようになるまで少しずつ、じっくりと──ね？」

　唯花の目にあの悲劇の放課後と同じ狂気の光が灯ともる。

　身の危険を感じた慧輝は本能的に席を立った。

「お、俺──気分が悪いので直帰します！」

「あ、ちょっと先輩!?」

　呼び止とめる声は聞こえなかったことにして慧輝は速すみやかにその場から離脱する。

　鞄かばんを引ひっ摑つかみ、自分でも驚くほどのスピードで空き教室を飛び出す。

「──唯花はあきらめませんからね！　絶対に唯花の奴隷になってもらうんですから！」

　背後から愛らしい声で、恐ろしい内容の決意表明が聞こえてきたが無視してダッシュ。

　こんなことが今後も続くのかと思うと憂ゆう鬱うつになる。

「……とにかく帰ろう。一刻も早く家に帰って瑞みず葉はとイチャイチャしよう」

　今後のことは今後の自分に任せて、とりあえず今日は帰って休もう。

　それで妹にたくさん甘やかしてもらおう。

　瑞葉の作った美お味いしい夕食を食べて、一緒にテレビを観みて、他た愛あいのない話で笑い合って、そんな当たり前の日常に浸って傷ついた心を癒いやすのだ。

　そう決めて、慧けい輝きは帰宅すべく生徒玄関を目指した。







　結論から述べると、慧輝は帰ることができなかった。

　下げ駄た箱ばこの中に、またもや靴以外のものが入っていたからだ。

　靴の上にそっと置かれていたのは一枚の写真。

　写真に写っていたのは言い逃れできないレベルの特大スクープ。

　畳の上で胸元をはだけて眠る桐生きりゆう慧輝と、慧輝の胸に寄り添う、ワイシャツ一枚のあられもない格かつ好こうの朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきだった。

「これはまずい……ブラジャーとは違うベクトルでまずい……」

　どう見ても〝事後〟としか思えないツーショット写真。

　写真の裏には無駄に綺き麗れいな字で『いますぐ部室にきなさい。拒否すればこの写真を慧輝君の実名とセットでネットという名の大海にばらまくわ』と書かれていた。

「いやいやいや、ネットはダメだろ……」

　ネットの海は宇宙のように広く、一度流出した画像を完全に回収する方法はない。

　気軽に個人情報をばらまいていい場所ではないのだ。

「そもそもこんな写真、いつの間に撮ったんだ……？」

　記憶を探ってみると、意外と浅いところで原因となった出来事を発見した。

　二年生になってすぐ、部室で寝てしまったことがあったのだ。

　あらゆる生物は睡眠中が最も無防備な状態となる。

　無論、人間も例外ではないわけで。

　不覚にも部室の畳スペースで寝落ちしてしまった慧輝は、紗雪にワイシャツのボタンを外されて、無防備な間抜け面をばっちり撮られていたというわけだ。

「けどこれ、合成写真じゃないだけにたちが悪いな。こんなものがもし出回ったら……」

　出回ったら最後、ふたりはデキていたという噂うわさが生まれるだろう。

　写真が本物である以上、その誤解を解くのは困難だ。

　紗雪との噂が校内に蔓まん延えんしたら、いよいよご主人様ルートにまっしぐらである。

「……ダメだ。それだけは阻止しないと」

　紗雪は慧輝のペットになりたいと思っている。

　ご主人様になってほしいという告白も受けた。

　しかし慧けい輝きにその気はない。全く、少しも、これっぽっちもない。

　だが、彼女はまだ諦あきらめていないらしく未いまだにアプローチを仕掛けてくる。

　この写真もその活動の一環なのだろう。

　嫌な予感しかしないが、こんな写真を彼女が持っている以上は放置できない。

　腹をくくって敵地に乗り込むしかないのだった。







　部室棟の二階。書道部の部室の前で慧輝は立ち止どまる。

「そういえば、部室にくるのも久しぶりだな」

　この部屋で紗さ雪ゆきの本性を知った日から足を運ばなくなっていた。

　部室以外の場所では何度か遭遇しているが、ここ数日は紗雪と会っていない。

　ノックをすると「どうぞ」と応答があった。

「失礼しま────、す!?」

　部室のドアを開けるとメイドがいた。

　肩や脚など、やたらと露出の多いコスチューム。

　後ろに回した両手を手錠で繫つなぎ、わがままな胸をこれでもかと揺らし、犬用の首輪を着けたいかがわしい格かつ好こうのメイドがぺたんと床に座り込んでいた。

　彼女は呆ぼう然ぜんとする来客にダイヤモンドよりも眩まぶしい笑顔を向ける。

「お帰りなさいませ、ご主人様☆」

「…………」

　──ばたん。

　あまりの異次元っぷりに無言でドアを閉めるご主人様。

「……うん。帰ろう。俺達の日常せかいに」

　燃え尽きた顔で慧輝が現実逃避を企くわだてていると、部室のドアが開いて先ほどのメイドが拗すねたような可愛かわいい顔を出した。

「来店三秒でお帰りになるなんて酷ひどいわ、ご主人様」

「酷いのは先輩の格好だし。ご主人様じゃないし」

　卑ひ猥わいなメイドの正体は紗雪だった。

　パンツが見えそうなくらい短いスカートを穿はき、むっちりとした太ももを惜しげもなく晒さらし、長い黒髪をポニーテールにした巨乳のメイド。

　Ｍ属性の彼女は慧輝の素っ気ない態度くらいでめげたりしない。

「いけずね。……でも、冷たくされるのは嫌いじゃないわ」

「改めてなんなんだ、この人……」

　というか手錠をした状態でどうやってドアを開けたんだろう。

　ともかく、このエロメイドを廊下に出しておくのはまずい。

　慧けい輝きはいろいろ観念し、紗さ雪ゆきを押し込むようにして部室に入った。

「それで？　いつから書道部はメイド喫茶になったんですか？」

「この間、図書室で本を借りたじゃない？」

「ああ、たしか『正しい忠犬のしつけ方』とかいう……」

「そうそれ。それを読んでね、メイドこそが現代の忠犬なんじゃないかと思ったのよ」

「ちょっと何を言ってるのかわからないんですけど」

「まあ、最後まで聞きなさい」

「はあ……」

　どうでもいいけどこのメイド、両手を後ろで繫つながれているため、ただでさえ自己主張の激しい胸がさらに強調されて目のやり場に困る。

「それで私、調査のためにメイド喫茶にいってみたのよ。そこで働くメイドさんに感銘を受けたわ。男性客のいやらしい視線とか、多少のセクハラも笑顔で受け流して、何事もなかったかのようにご主人様に奉仕するメイドはまさに犬の鑑かがみ。その不屈な奉仕の精神に心から感動したわ。もうこれしかないって思えるくらいに。──というわけで私もメイドになってみたわ」

「なってみたわと言われても……」

「慧輝君のご注文はメイドですか？」

「俺の注文はひとつです。とりあえず着替えてください。その格かつ好こうはいろいろアウトです」

「そうしたいところだけど、この手錠、鍵を使わないと開かないの」

「鍵？　だったら俺が開けますよ。鍵はどこですか？」

「それがその……とても言いにくいのだけど……」

「先輩？」

「鍵を口にくわえてテーブルの上に置こうとしていたら、胸の谷間に落ちちゃって……」

「なん……だと？」

　メイド服に包まれたふたつの大きな球体。

　それらが生み出す芸術的な渓谷の奥に手錠の鍵が眠っているという。

「慧輝君、私の胸をまさぐって取り出してくれる？」

「ちょっと待って！　さすがにそれはまずいでしょ!?」

「大丈夫よ。訴えたりしないし、責任を取れとか言わないし、盗撮とかもしてないから」

「そのコメント逆に不安になるんですけど!?」

　あんな危険なツーショット写真を撮る人だ。

　胸の谷間に手を突っ込んでいる画なんて撮られたら高校生活どころか人生が終了する。

「そうだ、誰か女子を呼んで──」

「──慧けい輝き君！」

　鳴り響いた悲痛な声が、スマホを取り出そうとした慧輝を止とめる。

「できれば……その、早くっ、してもらえると助かるわ……」

「？　先輩……？」

　なんだか様子がおかしい。

　声が震えているし、よく見ると紗さ雪ゆきは涙目で、もじもじと太ももを擦すり合わせていた。

「もう限界、なの……今すぐおトイレにいきたい……っ」

「アンタ本当に何してんの!?」

　憧あこがれの先輩のイメージは完全に崩壊し、もはや瓦が礫れきの山となっている。

　朱と鷺き原はら紗雪はもしかしたら、ただの馬鹿なのかもしれない。

「どうすればいいんだ、この状況……」

　トマトのように真っ赤な顔から察するに事態は一刻の猶予もないだろう。

　知り合いの女子を呼んでいる時間はもちろんない。

　となれば残された選択肢はふたつだ。

　彼女の胸の谷間から鍵を取り出すか。

　彼女が部室でおもらしするのを見届けるか。
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　どっちにしろ、とんでもなくヘビーな体験が君を待っている。

　果たして悩める青少年が選んだ結末は──

「…………ねえ、慧けい輝き君？」

「な、なんですか？」

「私、初めてだから優しくしてね」

「ちょっと黙っててもらえますか!?」

「ん……あっ、やぁんっ」

「ちょっ、変な声出さないでくださいよ！」

　その後、メイドを拘束していた手錠は無事に開錠した。

　例のツーショット写真のデータを消去するという条件で。

　紗さ雪ゆきの胸は、この世のものとは思えないほど柔らかかった。

　当然、健全な男子としては前まえ屈かがみにならざるをえない状態であり、

「鎮まれっ、鎮まれ我が〝分身ムスコ〟よ！　鎮まりたまえ────っ!!」

　紗雪がトイレにいっている間、慧輝はすっかり元気になったムスコを鎮める儀式に没頭し続けたのだった。







　トイレをすませ、着替えを終えた紗雪は普通の女子高生に戻っていた。

　手錠を開錠したあと、メイド服のまま駆けていった紗雪だが、運良く誰にも見つからなかったらしい。

「もし見られたら〝文化祭の衣装です〟って言い張ればいいのよ」

「文化祭でそんな卑ひ猥わいなメイドが接客してたら大事件ですよ。そもそも文化祭は秋だし」

　慧輝と紗雪はそれぞれいつもの席に座り、いつものように中身のない会話をする。

「自分で手錠を外せないとか、俺がこなかったらどうするつもりだったんですか？」

「部室でメイドのコスプレをしつつ手錠プレイにいそしんでいたうえ、学校でおもらしをした恥ずかしい女子生徒になっていたでしょうね」

「メイド姿でおもらしプレイとか、退学レベルの風紀破壊ですね」

「そうね。でも、慧輝君はきてくれたわ」

　彼女は柔らかな笑みを浮かべ、慧輝の隣に移動する。

　そして椅い子すをめいっぱい近づけて座ると、慧輝の肩に頭を乗せた。

　当然のように、自然な動作で、恋人みたいな甘え方。

　不覚にも少し、甘いときめきを感じてしまうほど可愛かわいくて、慧輝も強く拒絶できない。

「あの……紗雪先輩？」

「んー？　なにかしら？」

「この間の図書室の時も思ったんだけど、最近スキンシップが激しくないですか？」

「マーキングよ。この人は私のものって主張するために匂いをつけてるの」

「先輩は犬ですか……」

「そうよ。私は慧けい輝き君のメス犬よ」

「犬も先輩も飼ったおぼえはないです」

「冷たいのね。でも、その蔑さげすみの視線も気持ちい──」

「で、あんな写真を使って呼び出すなんて、今日はいったいどうしたんですか？」

　台詞せりふを遮って質問をすると、彼女は慧輝の肩に預けていた頭を上げ、透き通った瞳で慧輝をじっと見つめた。

「理由がないと会ってくれないの？」

「え？」

「以前はあなたのほうから会いにきてくれたのに。もう私には飽きたってこと？」

「はい!?」

「こんないい女を捨てるなんて、慧輝君は酷ひどい男ね」

「ちょっと待って、なんか自然な流れで俺が最低男になってる！」

　身に覚えのない痴漢容疑で捕まった人ってこんな気分なのかもしれない。

　冤えん罪ざいって本当に恐ろしい。

「別に深い意味はないわ。ただ、ペットってご主人様に会えないと不安になるものなのよ」

「先輩……」

　慧輝には、紗さ雪ゆきが「寂しかった」と言っているように聞こえた。

　もしかしたら、と思う。

　スキンシップが過剰になっている原因は、その寂しさなのかもしれない、と。

「そういえば以前、二年の男の子達が〝朱と鷺き原はら先輩に筆下ろししてほしい〟って話していたのを偶然聞いてしまったのだけど──」

「いきなりなんの話!?」

　予想外の方向から反応に困る話題が飛んできた。

　事実、美人でスタイル抜群の紗雪にそういう憧あこがれを抱く男子は多いらしいが。

「私、男の子達に人気があるのね。自分の体が夜な夜な彼らの妄想の中で弄もてあそばれているのかと思うと興奮しちゃうわ」

「どんだけ変態なんですか……」

「自分で言うのもなんだけど、私、筆の扱いはプロ級よ？　ほら、弘こう法ぼう筆を選ばずって言うじゃない？　だから、男の子の大事な筆も使いこなしてみせるわ」

「最低の下ネタだ!?」

　後輩の反応に、先輩が至近距離でくすりと微わ笑らう。

　彼女は後輩の胸板に白い手を這はわせ、耳元に唇を近づける。

「慧けい輝き君なら……してあげてもいいのよ？」

「うえええっ!?」

　放たれた言葉は爆弾だった。甘い誘惑で男の理性を壊す爆弾。

　慧輝だって年頃の男子。そういうことに興味がないと言えば噓うそになる。

「こう言ってはなんだけど、ぶっちゃけ私はエロい女よ」

「先輩!?」

「毎晩、慧輝君に性的にいたぶられる妄想をしているわ」

「なにその聞き捨てならないカミングアウト!?」

「だから、慧輝君がご主人様になってくれるなら、身も心もあなたに捧ささげるわ」

「み、身も心も!?」

「ええ、どんなことでもしてあげる。普通の女の子がしてくれないようなことも。慧輝君のどんな欲求も。慧輝君が望むままに、好きなことを好きなだけ──ね？」

　紗さ雪ゆきが挑発するようにその豊かな胸を両腕で持ち上げる。

　強調された胸元に視線が吸い込まれ、目が離せない。

　後輩の素直な反応に嬉うれしそうに微笑ほほえんで、彼女は試すような視線を投げかけた。

「慧輝君は──私のご主人様になってくれる？」

　それは、いつかの告白と同じ意味を持つ言葉。

　わたあめのような声で、甘えるように紡がれた問いかけに、桐生きりゆう慧輝の脳内で天使と悪魔による緊急会議が開かれる。




　悪魔なケーキ君「美人で巨乳の先輩をペットにしますか？」

　天使なケーキ君「いや、普通にダメでしょ。女の子をペットにするとかありえない！」

　悪魔なケーキ君「でも、先輩はエッチなことをさせてくれるそうですよ？」

　天使なケーキ君「そ、それは……ごくり……」

　悪魔なケーキ君「先輩のおっぱい、柔らかくて最高だったでしょう？」

　天使なケーキ君「ま、まあ……最高じゃなかったといえば噓になるかな……」

　悪魔なケーキ君「そのおっぱいを好きにできるんですよ？　素敵じゃないですか？」

　天使なケーキ君「………………素敵かもしれない」




　脳内会議は天使が押され気味だった。

　悪魔の甘い囁ささやきは魅力的すぎて理性が欲望に負けそうになる。

　男の子の本能がＧＯサインを出しかける。

　けれど──

「…………ダメです」

　慧けい輝きが出した拒絶の答えに、紗さ雪ゆきは意外そうに目を見張る。

「どうしてダメなの？」

「そういうのは……」

「そういうのは？」




「そういうのは、愛がないとダメなんだあああああああああああああああああああっ!!」




　魂の叫びを体現しながら慧輝は部室を飛び出した。

　エッチは愛がないとダメとか、こういう潔癖な貞操観念が童貞の童貞たる証あかしなのかもしれないが、恋愛経験ゼロの男子としては正常な反応だろう。

　この場合、おかしいのは慧輝よりも紗雪のほうだし。

「──私はあきらめないわ！　絶対、慧輝君にご主人様になってもらうんだから！」

　絶賛逃亡中の慧輝の耳に不穏な決意を含んだ声が届く。

　唯ゆい花かといい、紗雪といい、どうして彼女達がこんな冴さえない男子に執着するのか慧輝には本気でわからない。

　わかったことはひとつだけ。

　唯花も紗雪も、慧輝を諦あきらめる気はないってことだけだった。





　　　　　　◇






　週明け。新しい月曜日。その昼休み。

　教室で昼食をすませた慧輝と翔しよう馬まは窓際の席で適当にくつろいでいた。

「そういえば、シンデレラの件はどうなったんだい？」

「え？　……あ、ああ、そっか……ラブレターの話か……」

「もしかして忘れてたのかい？」

「いや、まあ最近、ちょっといろいろあってさ」

　いろいろありすぎて、ラブレターのことがすっかり頭から抜け落ちていた。

　五月の初め、大掃除をした時に部室に残されていた差出人不明のラブレター。

　恋文の封筒になぜかパンツを添えていった〝シンデレラ〟を探し出し、人生初の彼女をゲットするのが慧輝の目的だった。

　掃除に参加した四人の女子のうち、妹を除く三人がシンデレラである可能性が高いと判断し、彼女達の調査をしたところまではよかったのだが、先輩と後輩にとんでもない秘密があったことが発覚して、シンデレラを探すどころではなくなってしまった。

「朱と鷺き原はら先輩と古こ賀がさんのことは調べてみたんだよね？」

「ああ。でもたぶん、あのふたりはシンデレラじゃないと思う」

「そうなのかい？」

「いや、まあ、絶対に違うとは言い切れないけどさ」

　朱鷺原紗さ雪ゆきも古賀唯ゆい花かも、慧けい輝きに恋愛感情を持っているとは考えづらい。

　彼女達が慧輝に求めているのは自分を飼ってくれる『ご主人様』であり、自分に尽くしてくれる『奴隷』なのだから。

「けど、そうなると残るシンデレラ候補はひとりだけになるね。書道部の掃除に参加していた女の子は四人。そのうち瑞みず葉はちゃんは慧輝の妹だから除外して、朱鷺原先輩も古賀さんも違うとなれば、残りは──」

　言葉を切って、翔しよう馬まは教室の真ん中あたりに視線を向ける。

　その視線をなぞっていった先にいたのは赤茶色の髪の女子生徒。

「残る候補って、南なん条じよう？」

「そ、真ま緒おちゃんしかいないってことになる」

「南条が……」

「可能性はあるんじゃないかな。真緒ちゃんて時々、慧輝のことをじっと見つめてるし」

「え？」

「あれ、気づいてなかった？」

「それは……」

　思い返すと、真緒の視線を感じたことは何度かあった。

　教室で翔馬と話している時とか。体育の授業で顔面レシーブを決める直前とか。

　ふとした拍子に視線が合って、でも、すぐに逸そらされるから単なる偶然だと思っていた。

「でもそれって、俺じゃなくて翔馬を見てるんじゃないか？」

「それはないね」

「なんでさ？」

「だって真緒ちゃん、僕ひとりの時は見向きもしないから。いつも不愛想だけどさ、慧輝を見てる時だけは表情が柔らかいっていうか、ちょっと顔を赤くしたりして可愛かわいいっていうか、アレはもう完全に恋する乙女だね」

「南条が……俺を？」

　彼女は一年の時からクラスが同じで、たまたま最初に席が隣どうしだっただけの、今でも普通に仲がいいだけの、ただの友人だ。

　だが、紗雪と唯花がシンデレラじゃないなら、捜査線上に浮かぶのは真緒だけになる。

「…………」

　加速しそうになる気持ちを抑えながら再び視線を彼女に向ける。

　真ま緒おは自分の席でイヤホンをしながら文庫本を読んでいた。

　昼休みの彼女はだいたいそんな感じ。

　慧けい輝きや翔しよう馬まに交じってお喋しやべりすることもあるが、気分屋な女の子なので彼女の気が向いた時にしか近くにやってこない。まるで猫のような生態なのだ。

「あ……」

　赤茶色の髪を見ていると、こちらの視線を感じたのか真緒が振り向く。

　慧輝と目が合うと、不機嫌そうに鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「……なんか俺、凄すごい目つきで睨にらまれたんだけど。あれのどこが恋する乙女なんだ？」

「おかしいな。女の子の日かな？」

「そういうデリケートな話題はやめなさい」

　同級生の生理の話とかデリカシーがなさすぎる。

　生理はともかく、真緒が不機嫌な理由は気になった。

「慧輝、何か怒らせるようなことでもしたのかい？」

「いや、そもそも俺、今日は南なん条じようと話してすらいないんだけど」

　今日の出来事といえば、登校中に外で紗さ雪ゆきに後ろから抱きつかれたり。

　理科室への移動中に廊下で唯ゆい花かに横から抱きつかれたり。

　ご主人様になってほしいとか。

　ご主人様になってあげるとか。

　理解不能な原動力で襲撃を仕掛けてくる女子ふたりの相手で忙しくて、真緒とは全くコミュニケーションを取っていなかった。

　当然、彼女を怒らせるようなイベントなど何もなかったはずだ。

「女の子って、ほんとによくわからないな……」

　朱と鷺き原はら紗雪も。

　古こ賀が唯花も。

　南条真緒も。

　女の子の心は複雑すぎて紐ひも解とくのは難しい。

「数学みたいに、女の子の気持ちを読み解く公式があればいいのに」

　シンデレラも見つけられず、解けない難問を投げ出した王子様は、そんなくだらないことをぼんやりと考えた。







　その日の放課後。紗雪から呼び出しを受けた慧輝は書道部の部室に向かっていた。

　気は進まなかったが拒否するとあとがこわい。また妙な写真で脅されても困る。

　そんなわけで部室棟に繫つながる廊下を歩いていると、とつぜん慧輝の視界が閉ざされた。

　すぐ後ろから「だーれだ？」という日ひ溜だまりのような声。

「その声は唯ゆい花かちゃんだろ？　今度は目隠しか？」

　目をふさいだ小さな手を引き離そうとすると、後輩は慌てたように叫ぶ。

「あっ、ダメです慧けい輝き先輩！」

「え、なんで？」

「今の唯花、裸ですから」

「本当になんで!?」

「それはもちろん、先輩を誘惑するためです」

「いいから黙って服を着てくれ！」

「そうしたいのは山々ですが、手を離すと先輩に見られちゃいます。誘惑するとは言いましたが、さすがに裸を見られるのは恥ずかしいです」

「いったい何がしたいんだ……」

「とりあえずそこの空き教室で服を着ますのでついてきてください。手を引いてあげますから。……あ、どうしても唯花の裸が見たいなら目を開けてもいいですよ？　男の子として責任は取ってもらいますけど」

「責任はこわいから目は閉じてるよ」

「では、そのままこちらにどうぞ」

　唯花の手は目から離れたが、慧輝はまぶたを閉じたまま、彼女に手を引かれて歩く。

「はい、先輩。ここに椅い子すがあるので座ってください」

「？　あ、ああ……」

　言われるままに腰を下ろす。冷たい椅子の感触に少し驚いたが、問題なく着席する。

　すると、なぜか両手を椅子の背もたれの後ろに持っていかれた。

　そして何かこう、紐ひものようなもので両手を拘束されているような──

「……あの、唯花ちゃん？　もしかして俺、縛られてない？」

「気のせいですよ？」

「絶対噓うそだ!?」

　さすがに身の危険を感じて目を開ける。

　取り戻した視界の中に、きちんと制服をまとった金髪少女がひとり。

「……制服を着るの、ずいぶん早かったな？」

「廊下で裸になる女の子がいるわけないじゃないですか」

　しれっと答える小悪魔。慧輝は後輩の女の子に騙だまされたらしい。

　彼女に連れ込まれたのは使われていない教室。

　ほぼ空っぽの部屋の中、椅子に座らされた慧輝は、やはり紐で両腕を縛られていた。

　しかも、いつの間にか両足にまで紐の魔の手が及んでいた。これでは逃げられない。

「それで？　慧けい輝き先輩はどこにいくつもりだったんですか？」

「え？　いや、書道部に顔を出すつもりだったんだけど」

「書道部……書道部ですか。……ふぅん？」

　面白くなさそうに呟つぶやいた唯ゆい花かは慧輝に冷たい視線を送る。

「ダメじゃないですか。唯花を放ほうっておいて、魔女先輩に会いにいくなんて」

「その〝魔女先輩〟って、紗さ雪ゆき先輩のこと？」

「あんなおっぱいお化け、魔女先輩でじゅうぶんです」

「おっぱいお化けって……」

「そんなことより、問題は慧輝先輩が唯花より魔女先輩を優先したことです。奴隷が浮気なんて許されないことですよ？　……これは、お仕置きが必要だと思いませんか？」

「お、お仕置き？」

　唯花はにこりと笑って頷うなずくと、おもむろに靴とソックスを脱ぎ始めた。

　そして以前と同じようにその白くまばゆい素足を慧輝の前に差し伸べた。

「さあ、唯花の足にキスしなさい。そして誓うんです。身も心も永遠に唯花のものになると。そうしたら慧輝先輩はめでたく唯花の奴隷です」

　頰ほおを紅潮させ、絶好調の危ない笑顔で告げる唯花。

「いや、だからそういうのは……」

「いうことをきいてくれない先輩には、こちらからキスしちゃいますよ？」

「え？」

「ほっぺとかおでこじゃなくて、もちろん唇に。先輩はきっと初めてですよね？」

「ちょっ、唯花ちゃん!?」

「選んでください。唯花の足にキスするか、唯花に大切な初めてを奪われるか──」

「ま、待って唯花ちゃん!?」

「あは。待ちません」

　目を閉じた唯花が、その愛らしい美び貌ぼうをゆっくりと近づけてくる。

　噓うそみたいに長いまつ毛。

　作り物めいた美しい頰。

　花のように可か憐れんな唇の、その柔らかさを想像して、慧輝の中で抵抗する気力が急速に薄れていく。

　頭ではダメだとわかっているのに、数秒後に訪れる口づけを期待してしまう。

「慧輝先輩……」

「唯花ちゃん……」

　ふたりの吐息が混じり合い、唇が重なりかけたその時──

「──そこまでよ！」

　凛り々りしい声と共に登場したのは、長い黒髪が魅力的な美女。

　空き教室に乱入し、状況を確認した紗さ雪ゆきは唯ゆい花かに鋭い視線を投げつけた。

「油断も隙すきもないわね、古こ賀がさんは。文字通り泥棒猫だわ」

「……そちらこそ犬みたいな嗅きゆう覚かくですね、朱と鷺き原はら先輩。どうしてここがわかったんです？」

「私、慧けい輝き君のストーキングが趣味だから」

「ちょっと紗雪先輩!?」

「冗談よ。慧輝君が遅いから様子を見にきたら、この教室からふたりの声が聞こえたの」

　説明しながら椅い子すの傍そばまできた紗雪は慧輝の拘束をほどいていく。

「か、勝手にさわらないでください！　慧輝先輩は唯花のものなんですから！」

「いつからあなたの所有物になったのかしら。むしろ私が慧輝君の所有物よ！」

「紗雪先輩、収拾がつかなくなるんでちょっと黙って」

「酷ひどいわ慧輝君。助けにきたのに邪魔者をあしらうようなその扱い……ああ、でもこれはこれで気持ちいいから問題ないわね。むしろもっと意地悪してくれてもいいわ」

「ダメだこの人……早くなんとかしないと……」

　一通りＭの快感を堪たん能のうし、慧輝の拘束を解いた紗雪は金髪の後輩に向き直る。

「やっぱり古賀さん、慧輝君の前では猫をかぶっていたのね。男の子を奴隷にするとか、可愛かわいい顔して悪趣味だわ」

「飼い犬ペツト志願者で隷属願望のある痴女に言われたくないです！」

　ふたりの少女の間で激しい火花が散る。

　月と太陽のように、容姿も性質も違う彼女達はひとりの少年を巡って明確に対立する。

　拘束を解かれて自由になった慧輝は女子ふたりの会話に疑問符を浮かべた。

「……え？　ていうか、ふたりはお互いの本性を知ってたのか？」

「だって朱鷺原先輩、初めて会った時に〝慧輝君は私のご主人様になる人だからあきらめなさい〟って言ってきたんですよ？」

「だってこの子、明らかに慧輝君を狙ねらっていたんだもの。鈍感な慧輝君は気づかなくても私の目は誤ご魔ま化かせないわ」

「ああ、それでふたりの仲が険悪だったのか……」

　ずっと疑問だった不仲の謎なぞが解けた瞬間だった。正直、わりとどうでもいい真実だが。

「でもまさか、慧輝君を奴隷にするつもりだったとは思わなかったわ」

「朱鷺原先輩には関係ありません」

「大ありよ。慧輝君は私のご主人様になる人なの。あなたには渡さないわ」

　慧輝の右腕を抱きしめながら紗雪が唯花を挑発する。

「あっ、ダメです！　慧輝先輩は唯花のものなんですから！」

　慧輝の左腕を抱きしめながら唯花が所有権を主張する。

「なんだこの状況……」

　状況だけなら『両手に花』と言えなくもないが、何かが根本的に間違っている。

　片方はご主人様になってほしいと言い、もう片方は自分の奴隷になれと言う。

　ひとりの男子をめぐり、美少女ふたりが睨にらみ合あう光景はまさに修羅場。

　女の子達が自分を取り合って争うとか、男子にとっては憧あこがれのシチュエーションのはずなのに──なぜだろう、これはぜんぜん嬉うれしくない。

　さて、腕に抱きついているふたりをどうやって撤去しようか──

　棒立ちの状態でぼんやりと考えていると、空き教室の入り口で新しい気配が足を止とめた。

「……何してんの、アンタ達……？」

　冷ややかな声は、赤茶色の髪の女子生徒から放たれた。

「南なん条じよう……？」

　どうしてここに、という質問をする前に、真ま緒おは無言で教室に足を踏み入れた。

　紗さ雪ゆきや唯ゆい花かの視線も意に介さず、ただ淡々と歩を進め、慧けい輝きの前に立つ。

「ちょっときて、桐生きりゆう」

　告げたのは必要最低限の言葉だけ。

　真緒は慧輝の手を取ると、有無を言わさずにその場から離脱した。







　真緒に手を引かれ連れてこられたのは、人ひと気けのない二階の渡り廊下だった。

　慧輝の手を離し、振り向いた彼女は見たことのない顔をしていた。

　怒っているような、泣いているような、様々な感情が入り混じった表情。

　いつもの澄ました顔からは想像できない、溢あふれ出でた気持ちに彩られた〝素顔〟だった。

「な、南条……？」

「もう我慢できない。耐えられない……」

「なに、が？」

「桐生は、他の子と仲良くしちゃダメ！」

「……へ？」

「朱と鷺き原はら先輩といると胸ばっかり見てるし。唯花にはやたら甘いし。さっきだって、あのふたりに抱きつかれてだらしない顔しちゃってさ……っ」

「だらしない顔はしてなかったと思うけど……」

　もしかしたら、ふたりの胸の感触を無意識に楽しんでいたのかもしれない。

　少なくとも真緒の目にはそういうふうに映ったのだろう。

「けど、なんでそれで南条が怒るんだよ？」

「えっ!?　そ、それは……」

　慧けい輝きが問うと、真ま緒おは頰ほおを赤くして口ごもる。

「えと、だから、その……」

　彼女は必死に言葉を探すが、適当な素材を見つけられなかったらしく、返事のかわりに慧輝を睨にらみつけた。

「と、とにかくダメなものはダメなんだってば！」

「だから、どうして？」

「っ、このばかっ！　桐生きりゆうが他の子と一緒にいると、あたしが嫌なの！」

「南なん条じよう……」

　普段は冷静な真緒の、初めて見る感情的な姿は慧輝を酷ひどく混乱させた。

　慧輝が紗さ雪ゆきや唯ゆい花かといると真緒が嫌がる？

　それは、そういうこと──なのか？

　真緒が先ほどの光景を見て何を思ったのか、それを知る術すべは慧輝にはない。

　ふたりの美少女が両腕に抱きついていたあの状況は、第三者からすれば慧輝が女の子達に言い寄られているように見えなくもない。

　慧輝が他の女子とイチャイチャしているのを見て〝嫌だ〟と感じたのなら、真緒の感情に火を灯ともした原因はもしかすると『嫉しつ妬と』ではないだろうか。

　そう考えると、彼女の一連の言動にも納得がいく。

　それに今、彼女が放った叫びは紛まぎれもなく本物の気持ちだった。

「……まさか、本当に南条が……？」

　素っ気ない態度の同級生が、実はツンデレ属性で優しい女の子だと慧輝は知っている。

　思えば、彼女は最初から慧輝に対して親身だった。

　顔面にボールをくらって意識不明になった時も傍そばにいてくれたし。

　紗雪に避けられて落ち込んでいた時も真緒は慧輝の背中を押してくれた。

　素っ気ない態度を取りつつも、突き放すような言葉を使っても、彼女はいつだって温かかった。

　その優しさの理由が、慧輝に好意を寄せているからだとしたら？

　ラブレターを書いたのが目の前の女の子だとしたら？

「…………っ」

　想像しただけで頰が熱くなっていく。

　だって──目の前の女の子がシンデレラじゃないと否定する材料が見つからない。

「…………桐生の、ばか」

　シンデレラ候補最後のひとりは、さえずりのような声で「ばか」と呟つぶやいた。

　小さくも、わりと本気のその罵ば倒とうには、苛いら立だち以外の意味が含まれている気がした。
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　慧けい輝きが高校に入学してすぐ、クラスで各委員会の委員を決めるＨＲホームルームが開かれた。

　どの委員会であれ、率先してやりたがる生徒は多くない。

　特に図書委員は地味なイメージがあり、自分からやりたいと申し出る生徒はいなかった。

　図書委員の選定は順当にくじ引きとなり、運の悪い女子生徒が一枚のハズレを引いた。

　文字通り貧乏くじを引かされたのが隣の席の赤毛の子だった。

　制服を着崩し、スカートも短くした、いかにも今風な雰囲気の女子生徒。

　彼女はいつもどこか不機嫌そうで、綺き麗れいな顔を冷たい表情で彩っていて。

　初めて会った時からずっと、硝子がらすのような横顔しか見たことがなくて。

　けれどその日、外れのくじを引き、席に戻った彼女はいつもと違っていた。

　この世の終わりみたいな、今にも泣き出しそうな表情で。

　その時の彼女が本当に困った顔をしていたから、慧輝は彼女に声をかけた。

　それが、慧輝が図書委員になったキッカケ。

　赤茶色の髪の同級生、南なん条じよう真ま緒おと初めて言葉を交わした瞬間だった。





　　　　　　◇






　朝、登校した慧けい輝きは下げ駄た箱ばこの前で真ま緒おと鉢合わせた。

「あ、南なん条じよう……」

「桐生きりゆう……」

　神様は意地悪だ。

　顔を合わせづらい時に限って、相手を目の前に連れてくる。

「おはよ、桐生」

「あ、ああ。おはよう」

　短い挨あい拶さつをして、彼女は自分の下駄箱から内履きを取り出す。

　その横顔に、昨日の燃えるような感情は見当たらない。

　うっすらと施されたさりげない化粧。

　オシャレにセットされた赤茶色の髪。

　澄ました美び貌ぼうはいつも通りのはずなのに、彼女のまとう空気はいつもと違っていて、息をするたびに小さな棘とげが胸の中を引っかいていく。

「あのさ、南条……」

「……なに？」

「えっと……」

　昨日、真緒は慧輝が他の子と仲良くするのは嫌だと言った。

　彼女の真意を知りたいのに、それを引き出すための言葉が見つからない。

「慧輝先輩っ、おはようございます！」

　重い空気を切り裂いたのは、日ひ溜だまりを想おもわせる声。

　底抜けに明るい挨拶の発信者が金色の髪を揺らして駆けてくる。

「あ、真緒先輩もいらしたんですね。おはようございます」

「おはよ。……じゃ、あたし先にいくから」

　後輩に素っ気なく挨拶を返して真緒はさっさと立ち去ってしまった。

　その背中を青い瞳で見送って、唯ゆい花かはちらりと慧輝を見上げる。

「もしかして……慧輝先輩と真緒先輩、ぎくしゃくしてます？」

「そう見えた？」

「ばっちり見えました。やっぱり、唯花のせいですよね……」

「正確には、唯花ちゃんだけじゃないけどな」

　慧輝と真緒がぎくしゃくするキッカケを作った犯人はもうひとりいる。

　黒髪ロングで巨乳の上級生だが、あえて名前は挙げるまい。

「すみませんでした。昨日はちょっと、やりすぎました」

「いいよ。反省してくれたんなら」

「あ、でも、慧けい輝き先輩をあきらめるわけじゃないですからね」

「それは、できればあきらめてほしい」

　慧輝のことを気に入り、なぜか自分の奴隷にしたがっている唯ゆい花かである。

　しかし慧輝は彼女の奴隷になるつもりなどさらさらない。

　両者の気持ちは一方通行のまま、いつまでも嚙かみ合あわない。

「慧輝先輩と真ま緒お先輩って仲いいですよね」

「え、そう？」

「真緒先輩って、あんまり笑ったりしないじゃないですか。たまに校内で見かけても、いつも不機嫌そうだし」

「それは……そうかも」

　教室にいる彼女は、基本的に誰とも交流を持たず、ただじっと自分の席に座っている。

　誰かと敵対しているわけではないが、自分から進んで他人と接しようとはしない。

「でも、慧輝先輩といる時は楽しそうなんですよね。部室の掃除をした時も、仲良さそうにしてましたし」

「まあ、南なん条じようはけっこう気まぐれだから」

「……もしかして、真緒先輩も慧輝先輩のこと……」

「？　唯花ちゃん？」

「こほん。……とにかく、このまま先輩達がぎくしゃくしてると寝覚めが悪いので、はやく真緒先輩と仲直りしてくださいね？」

「…………」

「なんですか？　びっくりしたような顔して」

「いや、俺のことを奴隷にしたいとか酷ひどいことを言うわりに、優しいんだなと思って」

「あれ、慧輝先輩は知らないんですか？」

　おどけた口調でそう言って、彼女はふわりとスカートを翻ひるがえす。

「飴あめと鞭むちの使い分けができて、初めて立派なご主人様なんですよ？」

　肩越しに振り向いた美び貌ぼうにとろけるようなウインクを添えて。

　古こ賀が唯花は天使の笑顔で、小悪魔な台詞せりふを囁ささやいたのだった。







　昼休み。教室で弁当を食べ終えたタイミングでメールが届いた。

　差出人は朱と鷺き原はら紗さ雪ゆき。内容は『いますぐ部室にきなさい』という簡素なもの。

　部室に顔を出すと、紗雪はいつもの定位置で待っていて、慧輝もいつも通り彼女の前に腰を下ろす。

「それで、昼休みに部室に呼び出してどうしたんですか？」

「昨日のことなのだけど……南なん条じようさん、あのあと怒ってた？」

「えっと……怒っていたといえば、怒っていたかもしれません」

「やっぱりね。さっき廊下で彼女とすれ違ったのだけど、いつにも増して不機嫌そうな顔だったもの。私のせいで南条さんと仲なか違たがいしてしまったのね」

　紗さ雪ゆきは叱しかられた子犬のようにしゅんとする。

「私ね、反省したのよ。昨日の古こ賀がさんとの一件、南条さんに見られたでしょう？　さすがにああいうところを他人に見られるのはまずいと思ったの。世間体もあるし、慧けい輝き君のペットになりたいとか、慧輝君を奴隷にしたいとか、そういう事情が広まったらお互い困るでしょう？」

「今さら常識人みたいなこと言われても困るけど……たしかに先輩と唯ゆい花かちゃんの本性は大っぴらに公言することではないですね」

「ええ。実際、私もずっと本性を隠していたわけだし。私がドＭの痴女だということは慧輝君と古賀さんを除けば私の家族しか知らないわ」

「むしろ、ご家族は知ってるんですね」

「初めて打ち明けた時〝それは秘密にしておきなさい〟と言われたわ」

「でしょうね」

　娘に「私、実はマゾなの」と打ち明けられた親の気持ちを考えると胸が痛む。

「そういうわけだから、今後は人目につく場所でのアプローチは控えるようにするわ。私だって、別に慧輝君を困らせたいわけじゃないしね」

「先輩……」

「だからね、人目のないところでたくさん誘惑しようと思うの」

「先輩!?」

「さながらペットショップで飼い主を求める子犬のように愛あい嬌きようを振りまいて慧輝君を落としてみせるわ。〝あー、なんか紗雪を飼いたくなってきたぜ〟って言わせてあげる」

「自分の口がそんなことを言い出したら嵐の海に飛び込みますよ」

　自分の中でそんな人格変動が起こったら生きていられる自信がない。

「そういうわけだから、ね？　慧輝君？」

　紗雪は席を立つと、テーブル越しにずいっと顔を近づけてくる。

　ふわりと香る甘い匂い。愛らしい上目遣いに不覚にもドキドキしてしまう。

「私を飼って？」

「お断りします」

「じゃあ、飼かい馴ならして？」

「悪化してない!?」

「いいでしょ？　ご主人様ぁ？」

「可愛かわいい声出してもダメですよ。先輩をペットにするつもりも予定もありませんから」

「未来のことなんて誰にもわからないわ。私が慧けい輝き君のペットになる世界線があるはずよ」

「なら、先輩は今からそっちの世界線に乗り換えたらどうですか？」

「そんな電車みたいに簡単に乗り換えられたら苦労しないわ」

「先輩が言い出したのに……」

「というわけで、私はこの世界線で慧輝君のハートを射い止とめてみせるわ」

「けっきょく、俺をあきらめるって選択肢はないんですね」

「？　当然じゃない」

　紗さ雪ゆきは不思議そうに首を傾かしげ、小さな宝物を見つけたように微笑ほほえんだ。

「私がご主人様になってほしいと思った人は、慧輝君だけだもの」

　その、ちょっぴり照れたような笑顔が卑ひ怯きようなくらい可愛くて。

　彼女がペット願望のある変態であることを心から残念に思ったのだった。

「ま、今日はこれくらいにしといてあげる。それと、しばらくは大人しくしててあげるわ」

「え？　どういう風の吹き回しですか？」

「南なん条じようさんは慧輝君の大切なお友達でしょう？　私のせいでご主人様の友情を壊したとあっては忠犬の名折れだもの」

「…………」

「忠犬の名折れだもの」

「なぜ二回言った」

　疑問を述べた慧輝の鼻先を、白い指がつつく。

「だから、はやく仲直りしなさい」

　たったそれだけの言葉が、臆おく病びよう者の背中をそっと押す。

「……はい、ありがとうございます」

　励ますでも、慰めるわけでもなく、ただ促すだけの後押し。

　それだけで、なんとなく気分が軽くなったような気がした。

「私は慧輝君がいない間、放置プレイを堪たん能のうしているわ」

「永遠に堪能してていいですよ」

　他人の顔に落書きしたり、無駄にくっついてきたり、ペットにしてほしいとかおかしなことも言うけれど。

　やはり彼女は少しだけ大人で、後輩想おもいの先輩なのだった。







　放課後。ＨＲホームルームが終わり、同級生達がバラバラと教室を出ていく。

　特に急ぐ用事もなく、ゆっくりと帰る準備をしていた慧けい輝きの視界に、机に突っ伏している赤毛が映り込んだ。

「おーい、南なん条じよう？　ホームルーム終わったぞ？」

「んー？　ああ、桐生きりゆうか……」

　屍しかばねのような真ま緒おは、ちらりと声の主を確認すると、再び顔を腕に埋うずめてしまう。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

「平気。ちょっと最近、眠れてないだけだから」

「眠れてないって、どうして？」

「別に。桐生には関係ない」

「……もしかして、昨日のことか？」

「その話、今はしたくない」

「……わかった。けど、何か悩んでるんだったら相談しろよ？」

「相談、のってくれるの？」

「そりゃ、友達が困ってたら助けるだろ」

「桐生……」

　真緒はゆっくりと上体を起こすと、上目遣いにじっと慧輝を見つめる。

「桐生とあたしって友達だったの？」

「友達だと思ってたの俺だけ!?」

「あはは。うそうそ。冗談だってば」

「さすがにその冗談は笑えないんだけど……」

「でも、ありがと。そう思ってくれてて、嬉うれしいよ」

　気持ちを言葉に乗せて真緒は少しだけ笑う。

「けどさー、友達ってわりには、最近ちっとも遊びに誘ってくれないよね」

「う……それは、まあいろいろありまして……」

「じゃあ、これから埋め合わせしてもらおっかな」

「埋め合わせ？」

「ひさしぶりにゲーセンいかない？　秋あき山やまも誘って三人でさ」

「ゲーセンか。そういえば最近いってないな」

　前はよく三人で遊びにいったものだが、ラブレターの件があってからはご無ぶ沙さ汰ただった。

　書道部の参加は強制じゃないし、今日は図書委員の仕事もない。

　真緒の誘いを断る理由はなかった。







「──ああ、この耳がおかしくなりそうな爆音がたまらないっ」

　ゲームセンターが放つ独特の空気に真ま緒おがはしゃぎ、

「南なん条じようの感性はたまによくわからないな」

「まったくだね。ゲーセンの音なんて、ただうるさいだけなのに」

　慧けい輝きの感想に翔しよう馬まが同意する。

　ゲームが詰め込まれた空間は音が洪水のように溢あふれていて、話す声も自然と大きくなる。

「秋あき山やまだって、たまには部活をサボるのもいいでしょ？」

「そうだね。部活をサボってゲーセンで遊ぶなんて背徳感があってゾクゾクするよ」

「あはは、変態はロリコンだけにしときなさいよ」

　素敵な笑顔で吐き捨てて、真緒はスキップするように奥に入っていく。

「まずはアレ、アレをやろうっ」

　彼女が指さしたのは、銃を使ってゾンビを倒していく定番のシューティングゲーム。

　最初は真緒と翔馬のペアがやることになり、慧輝は後ろでふたりのプレイを観戦する。

「南条は相変わらず神がかってるな……」

　翔馬もそれなりに巧うまいが、真緒の熟練度は次元が違う。

　というか、真緒はゲーマーを自称しており、大抵のゲームが鬼のように強い。

　特に格闘ゲームなんかはかなり高レベルな対戦相手も涙目になるほどだ。

　そんな真緒なので、難易度が玄人向けに設定されているシューティングゲームを、ほとんどノーダメージでクリアした。ちなみに相方を務めた翔馬は中盤でゾンビに食われた。

「ほら桐生きりゆう。アンタもやりなよ」

「おう」

　真緒から銃を受け取り、画面の前に立つ。

「やあ相棒。僕の足を引っ張らないでくれよ？」

「そっちこそ。さっきみたいに中盤で死んだりするなよ？」

　そして始まるゾンビ掃討戦。

　銃弾と悲鳴と血しぶきが飛び交う戦場を、銃を頼りに駆け抜けていく。

　慧輝達が協力してゾンビを倒していく様子を真緒は楽しそうに見つめていた。

　さすがに真緒抜きでの攻略は難しく、十分ほどで仲良くゾンビに食われた男子組はあえなくゲームオーバーとなった。

「いやー、派手にやられたねー」

「全方向からチェーンソー持ったゾンビが襲ってくるんだもんなー」

　翔馬と慧輝は感想を言いながら銃を所定の位置に戻し、ゲーム機の前から離れる。

　その時、急に慧輝の足がもつれ、石に躓つまずいたように体がバランスを崩した。

「うわわっ!?」

「おっと？」

　危うく転倒しかけた慧けい輝きを支えたのは翔しよう馬まが伸ばした腕。

「大丈夫かい？」

「お、おお。サンキューな。ゲームとか久しぶりだから、酔ったのかも」

　シューティングゲームは慣れていないと３Ｄ酔いすることがある。

「アンタ達……なに男どうしで壁ドンしてんの？」

「え、壁ドン？」

　一連の様子を眺めていた真ま緒おに言われ、慧輝は自分が置かれた状況を確認する。

　壁に手をついたイケメンと、彼の腕に支えられている自分。

　客観的に見ると慧輝が翔馬に壁ドンされている図だった。

「ちょっと秋あき山やま、早く桐生きりゆうから離れなさいよ！」

「待て南なん条じよう……どうしてお前はスマホをかまえている？」

　離れなさいと言いつつ、鞄かばんから携帯端末を取り出し、かまえたそれでパシャリと一枚。

　間を置かずにもう一枚。

　あとはもう、一心不乱にシャッターを切っていく。

「もうっ！　もうもうもうっ！　こんな大衆の面前で壁ドンとか、アンタ達、いつからそんなサービス精神に目覚めたの！」

「なに言ってんの!?　ちょっ、待て、撮るな！　恥ずかしいんだけど!?」

「むしろその恥ずかしさがいいんでしょう!?」

「ほんとになに言ってんの!?」

　ゾンビゲームの影響で頭がおかしくなったのだろうか。

　フラッシュの光が目に痛い。他のお客さんの視線も痛い。

「ふふふ、真緒ちゃんは僕に慧輝をとられて嫉しつ妬としているのかな？」

「なっ!?　ば、ばっかじゃないの!?　そんなんじゃないんだからね！」

　煽あおるような翔馬の発言に、テンプレートすぎるツンデレを披露しつつも真緒は撮影を止やめない。男どうしの壁ドンという悩ましい写真が大量生産されていく。

　無情にも焚たかれ続けるフラッシュの中、呆ぼう然ぜんと自身の運命を受け入れる被写体。

　翔馬にいたっては壁に片手をついたポーズのままカメラ目線で不敵な笑みを浮かべたり、キザったらしく髪を搔かきあげたりと完全にモデル気取りである。

「なんだこれ……」

　意味不明な撮影会は一分弱で幕を閉じた。

「あはは。いやー、堪たん能のうさせてもらったわ。……おー、我ながらよく撮れてる」

　よほど面白い画が撮れたのか、大喜びでスマホの画面を確認するカメラマン。

「真緒ちゃん、今日は絶好調だね」

「まあ、最近はご無ぶ沙さ汰ただったし。よほど遊びたかったんだろうな」

　普段は澄ました顔をしているが、今日の彼女は別人のように明るい女の子だ。

　そんな彼女の様子に男子ふたりは顔を見合わせ、それぞれ笑みをこぼす。

「それじゃ、今日はとことん真ま緒おちゃんに付き合いますか」

「ああ、全力で遊び倒そう」

　時間はたっぷりある。

　赤毛の友人が満足するまで久々の息抜きを堪たん能のうしよう。







「あー、楽しかった！　満足！」

「そりゃ、三時間もゲーセンでハッスルすればな……」

「僕、耳がキンキンしてるよ……」

　散々ゲームを満喫してテンションの高い真緒。

　そんな彼女に連れ回されて体力を使い果たした慧けい輝き。

　耳鳴りの止やまない耳を押さえてゲッソリしている翔しよう馬ま。

　来店した時と違いブレザーを腰に巻いた女子と、疲れ果てた男子がふたり。

　三人揃そろってゲームセンターを出た時、辺りはもうすっかり暗かった。

「さすがにそろそろお開きだな」

「そうだね。明日も学校だし」

　頷うなずいた翔馬は何かを思いついたように「そうだ」と呟つぶやいて、慧輝に向けて微笑ほほえむ。

「慧輝、もう暗いし、真緒ちゃんを送ってあげなよ」

「え？　……あ、そうだな。そうするよ」

「じゃ、そういうわけでまた明日。バイバイ、ふたりとも」

　疲れを感じさせない爽さわやかな声で別れを告げて翔馬は颯さつ爽そうと退場する。

　去り際に、慧輝にだけわかる合図ウインクを残して。

　要するに翔馬は、シンデレラ候補の真緒と話すチャンスを作ってくれたのだ。

「んじゃ、俺達も帰るか」

「あたし、ひとりで帰れるよ？　そんなに家、遠くないし」

「そういうわけにもいかないだろ。南なん条じよう、女の子なんだし」

「女の子……」

　小さな声で嚙かみしめるように呟いて、たぶん無意識に、彼女は自分の髪にふれる。

「……ん。じゃあ、お願いしよっかな」

「はいよ」

　そうして慧輝達も帰路につく。

　特に特徴のない平凡な男子と、少し派手めな女の子。

　接点のなさそうなふたりがこうして友達になっているのだから人生は面白い。

「桐生きりゆうさ、けっこう遅くなっちゃったけど、瑞みず葉はは大丈夫なの？」

「ああ、瑞葉には先にご飯食べてくれってメールしてある」

「さすが。高度に訓練されたシスコンは仕事がはやいね」

「それは俺にとっては褒め言葉だな」

「なんだかなー。どうしてこう、あたしの周りにはロリコンとかシスコンとか、残念な奴やつしかいないんだろ」

　呆あきれたような口調とは裏腹に、その声はどこか弾んでいる。

「まあでも、今日は、久しぶりに三人で遊んで楽しかった」

「そうだな。そういえば俺達って、なんだかんだで一年以上つるんでるんだな」

「……そう、だね……」

　不意に、真ま緒おが足を止とめる。

「？　南なん条じよう？」

「たしかに今の関係も楽しいんだけどさ……でも、あたしはもう、今のままじゃ嫌かも」

「？　どういう意味だ？」

「なんか、このままだと、いろいろもどかしいっていうかさ……あのね、桐生？」

　探るような瞳で慧けい輝きを見つめ、微かすかに頰ほおを赤くする。

　どこか甘い雰囲気をまとった彼女が紡いだのは、

「これからはさ、三人じゃなくて、ふたりで先に進むのも悪くないんじゃない？」

　そんな、告白ともとれる意味ありげなメッセージ。

「ふたりで、って……南条、それって──」

　聞き返そうとした慧輝の鼻先を、冷たい雫しずくが叩たたいた。

「うわ、雨だ」

「え、うそ？」

　ポツポツと控えめに降り出した雨。

　これくらいなら問題ないかと思った次の瞬間、弾丸のような激しい土砂降りと化した。

「うわわっ!?」

「なんなのよ、これーっ!?」

　慧輝達はたまらず近くにあったビルの軒下に避難する。

「はぁ、もうサイアク……」

「同感。いきなりくるんだもんな」

　急に降り出した雨はかなりの大粒で、頭も服も瞬く間に濡ぬれてしまった。

　真緒との話がうやむやになってしまったのは良かったのか悪かったのか。

　ただ、会話が中断されたことに、なぜかほっとしている自分がいた。

「桐生きりゆう、今日って雨の予報出てたっけ？」

「出てなかった。たぶんゲリラ豪雨じゃないか？」

「ゲリラか。最近多いね……。タオル持っててよかった」

「あ、いいな。俺はハンカチしかな──」

　言葉が途切れたのは、想定外のものが目に飛び込んできたからだった。

　鞄かばんからハンドタオルを取り出して髪を拭ふく真ま緒お。彼女は現在、自分のブレザーを腰に巻いていて、そのせいで雨に濡ぬれたブラウスが透け、薄紫の下着が見えてしまっていた。

「？　桐生？」

　電源の落ちた掃除機みたいに黙り込んだ慧けい輝きを、真緒は不思議そうに見る。

　そして同級生の視線がどこに向けられているのかに気づいて、さっと頰ほおを赤くした。

「わっ、ちょっ、どこ見てんの!?」

「あ、ごめん。えっと、その……南なん条じようってけっこう胸あるんだな」

「なに言ってんの!?」

　気が動転して、つい思ったことをそのまま言葉にしてしまった。

　これは無む闇やみに口を開かないほうがよさそうだと判断し、慧輝は視線を空に向ける。

　その間に真緒は腰に巻いていたブレザーを羽織ってボタンもしっかり留とめた。

　いつもは着崩している制服で女の子としてのガードを固めると、頰を染めた少女はじろりと呪のろいを込めた視線を慧けい輝きにぶつける。
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「桐生きりゆうにブラ見られるとか、ほんとサイアク……」

「上着を腰に巻いたりしてるからだろ」

「ゲームしてたら暑くなったの」

「そっか……」

「うん……」

　そこで不意に会話が途絶え、雨の音と、互いの息遣いだけが世界を満たしていく。

　だけど不思議と嫌な沈黙じゃない。

　昨日からずっと横たわっていた気まずさは、いつの間にかとけて消えてしまっていた。

「……雨、なかなか止やまないね」

「そうだな」

「ね、桐生。質問してもいい？」

「いいけど」

「桐生ってさ、もしかして先輩と後輩から同時にアプローチされてる？」

「…………」

　その質問は想定外の直球で、完全に誤ご魔ま化かすタイミングを逃した。

「……な、なんで？」

「だって昨日の状況、そういうふうにしか見えなかったし」

「お前、その話はしたくないとか言っておいて……」

「女はずるい生き物なの。で、どうなのさ？」

　悪びれることなく開き直り、視線で「早く答えろ」と急せかしてくる。

「あのふたりは……そういうのじゃないよ。うまく説明できないけどさ」

「けど、どう見ても桐生を取り合ってたじゃん」

「まあ、懐かれてるのはたしかだと思うけど……」

　それが恋とか愛とか、そういう類たぐいの好意かと問われたらやはり疑問が残る。

「桐生も、やっぱり女の子と付き合いたいとか思うの？」

「そりゃ、そういうのに憧あこがれを抱く時もある」

「……やらしい」

「なんで!?」

「だってそうじゃん。女の子ふたりに抱きつかれて、鼻の下伸ばしちゃってさ！」

「だから、アレはそんなんじゃないって言ってるだろ！」

　もう完全に痴ち話わ喧げん嘩か。

　同じ学校の制服を着た男女がビルの軒先で威嚇し合う。

「──くしゅんっ」

　このまま燃え続けるかと思われた言い争いは、真ま緒おのくしゃみによって消火された。

「…………」

「……な、なによ？」

「いや、可愛かわいいくしゃみだなと思って」

「うるさい、ばかっ」

　元気に罵ば倒とうする真緒だが、鼻の先がわずかに赤くなっている。

　彼女の反応を微笑ほほえましく思いながら慧けい輝きは暗い空を見上げる。

　雨はまだ降り止やまない。

　ここで雨宿りするにしても、濡ぬれた服のままでは体がどんどん冷えていくだろう。

　周囲を見回してもコンビニなどはないし、傘の入手もままならない。

　ただ、どこにでも救いの手というものはあるようで。

　軒先を借りたビルの中、通路の先に一台の自販機が置かれていた。

　居酒屋とか、カラオケ店とか、店舗の並ぶビルのようだから入っても大丈夫だろう。

「ちょっとあったかい飲み物でも買ってくるよ。南なん条じようは何がいい？」

「……じゃあ、ココアで」

「ココアだな。了解」

「あ、お金──」

「いいよ。今日は俺の奢おごり。いいもの見せてくれたお礼だ」

「いいもの？　……はっ!?　ば、ばかっ！　ばかばかっ！　最低！」

　真緒はブレザーで完全ガードした胸元を両腕で隠し、通常より三割増しに冷たい視線をデリカシーのない同級生に投げつけた。

「もうはやくいってこい、このスケベ！」

　荒ぶる女子の剣けん幕まくに追いやられるように慧輝はビルの中に退避する。

「……南条って、意外と乙女なんだな」

　これが紗さ雪ゆきなら、むしろ自分から透けた胸元を見せつけてくるところだ。

　人影のない通路を進み、自販機で温かいココアを二本購入。

　ささやかな戦利品を手に入り口のところに戻る。

　──と、未いまだ雨の止まない世界の中で、真緒がぼうっとスマホを見つめていた。

「南条……？」

　慧輝が見たのは、幸せそうに微笑む彼女の横顔。

　真緒が見ていたのはゲームセンターで彼女が撮っていた写真。

　スマホの画面に映っていたのは拡大した翔しよう馬まの顔だった。

「……ああ、そういうことか」

　思い返してみると、慧輝が真緒の視線を感じたのは、必ずといっていいほど慧輝と翔馬が一緒にいる時だった。

　そして、彼女はそれこそ〝恋する乙女〟のように彼の写真を見つめていて──

　ここまで揃そろえば、どんな馬鹿でもからくりが理解できる。

「南なん条じようは──翔しよう馬まのことが好きなんだな」

「へ？」

　急に声をかけられ、呆ほうけた声をあげて振り返る真ま緒お。

　慧けい輝きの視線が自分の手元に向けられているのに気づき、彼女は慌ててスマホを隠した。

「や、違っ、これは違うの！」

「違うって何が？」

「桐生きりゆう、アンタ誤解してる！　あたしが好きなのは秋あき山やまじゃなくて……その、えっと……あう……」

　真緒の顔がみるみる赤くなっていく。

　物もの怖おじしないはずの彼女が、幼い子どもみたいに言葉を取りこぼす。

「……ごめん……あたし、帰る」

　まだ雨が降っているのに、真緒は泣き止やまない空の下に飛び出していく。

　その背中が見えなくなっても慧輝はその場を動けなかった。

　立ち去る瞬間に見た彼女の瞳が、透明な涙で濡ぬれていたから。

「……なんだよ、それ……」

　微かすかに苛いら立だちを含んだ呟つぶやきはすぐに雨音がかき消した。

「そんな顔されたら、また勘違いしそうになるじゃんか……」

　部室に残されていたラブレターの、その便びん箋せんに綴つづられた文面を思い出す。

　ほとんどまっさらな便箋の真ん中に書かれた『あなたが好きです。』という文字。

　誰が書いたかわからない。

　誰の気持ちかわからない。

　身勝手に届けられた愛の告白。

　だけど受け取ってしまったら、読んでしまったら、今まで通りにはいられない。

　その「好き」が誰のものなのか、真実を突き止とめるまで、心は同じ場所に留とどまったままどこにも進むことができないだろう。

「……本当に、南条がシンデレラなのか？」

　臆おく病びような王子の問いかけは誰に届くことなく、止まない雨に洗い流されてしまった。
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　その日、慧輝と真緒の関係はかつて類をみないほどにギクシャクしていた。

　原因はもちろん昨日の一件。

　けっきょく真ま緒おとは一言も話せずに一日が終わった。

　後輩に気を遣わせて、先輩に背中を押してもらったくせにこの体ていたらく。

　仲直りするどころか関係は悪化したと言っていい。

　翔しよう馬まがずっと気にかけてくれていたが、彼には事情を話すことができなかった。

　授業が終わったあと、逃げるように学校を出たのに、帰り道では何度も足が止とまった。

「……本当に南なん条じようがシンデレラなのか？」

　口を伝うのは幾度となく繰り返した言葉。

「紗さ雪ゆき先輩や唯ゆい花かちゃんの時みたいに、また俺の勘違いじゃないのか？」

　慧けい輝きが今まで以上に臆おく病びようになっている原因がそれだ。

　いかに真緒が怪しいといっても、紗雪や唯花という前例がある。

　今回も真緒がシンデレラと見せかけて思わぬ地雷を踏まないとも限らない。

　とはいえこのまま放置もできないだろう。

　いずれにせよ、真緒がシンデレラかどうかは確かめる必要がある。

「……でも、南条にあんな顔させて、どうやって話しかけたらいいんだよ……」

　女の子を傷つけた罪悪感は鋭い刃やいばとなって慧輝の胸を抉えぐった。

　昨日の自分はどうかしていたと思う。

　胸の中に生まれたよくわからない苛いら立だちを、そのまま真緒にぶつけてしまった。

　自分の気持ちを優先して、彼女の気持ちをないがしろにして、結果として彼女を泣かせてしまった。

「最低だな、俺って……」

　重い足を引きずって、普段の二倍近い時間をかけて自宅にたどり着く。

　玄関の鍵は開いていた。瑞みず葉ははもう帰っているらしい。

　帰宅した慧輝はまっすぐ自室に向かう。

　このままベッドにダイブして眠ってしまいたい──

　そんなささやかな現実逃避は、自室のドアを開け放った瞬間、無情にも却下された。

「…………え、瑞葉？」

　誰もいないはずの部屋に、なぜか妹がいた。

　私服姿でベッドに腰かける、愛らしいクセっ毛が魅力的な女の子。

　血が繫つながっているのが不思議なくらい容姿に恵まれた美人さん。

　そんな瑞葉が開いていたのは、童顔で小柄な女子ばかりを集めた『合法だから小さくても問題ないよね！』というタイトルのマニアックな写真集。

　瑞葉は大人の絵本から顔を上げ、いつもの眠たげな視線を兄へと向けた。

「まさか、兄さんがロリコンだとは思わなかった」

「誤解！　その本は翔しよう馬まが忘れていったやつだから！」

「だよね。兄さんは小さいのより大きいほうが好きだもんね」

「う、うん……まあそうなんだけど」

　具体的に何が大きいほうが好きなのかは重要ではないのでふれないでおくとして。

　さしあたっての問題は兄のプライベート空間に侵入した妹の件である。

「それで、瑞みず葉ははここで何してるんだ？」

「自分の部屋のお掃除してたんだけど、ついでに兄さんの部屋もしようかなって。そしたら興味深い本を見つけてしまって、いけないとは思いつつも好奇心に負けました」

「丁寧な詳細をありがとう。とりあえず、兄さんの部屋に勝手に入らないでもらえますか」

「わたし、兄さんがマニアックな本とか隠してても気にしないよ？」

「俺が気にするよ！」

「そうだね。親しい仲にも礼儀ありだった。……ごめんね？」

「まあ、いいけどさ。瑞葉が綺き麗れい好ずきなのは知ってるし、俺も最近は少し部屋の掃除をサボりがちだった」

　綺麗好きな瑞葉は家の中に不潔な空間が生まれるのを見過ごせない。

　暇さえあれば掃除に勤いそしむ妹の魔の手が慧けい輝きの部屋に及ぶことは珍しくない。

　今回みたいに確認を取らずに実行することはめったにないが、潔癖症の瑞葉のことだから掃除の誘惑に打ち勝てなかったのだろう。

「ところで兄さん？」

「ん？」

「膝ひざ枕まくら、してあげよっか？」

「…………はい？」

　二分後、慧輝はなぜか瑞葉に膝枕をしてもらっていた。

　ベッドに腰かけた妹の膝に兄が頭を預けるカタチ。

　状況が摑つかめず、借りてきた猫のようになっている慧輝の頭を瑞葉が優しく撫なでる。

「ええと……どうしていきなり膝枕なんだ？」

「兄に甘えるのも、甘やかすのも妹の特権なのです」

「うん、よくわからん」

　答えになっているようでなっていないおかしな返答。

　長年一緒に暮らしている慧輝にも、瑞葉の生態は完全には把握できていない。

「兄さん、最近なにかあった？」

「え？　な、なんで？」

「わかるよ。兄さんが落ち込んでたら、すぐにわかる」

　ぽつり、ぽつりと、優しい熱をもって染み込んでくる瑞葉の声。

　温かい雨音のような彼女の声が慧けい輝きは好きだった。

「妹としては元気のない兄さんを放ほうっておけないし、今なら兄さん割で料金は無料だから、遠慮なくわたしに相談してくれていいよ？」

「──ははっ、なんだそれ」

　おかしな言い回しに思わず笑ってしまう。

　少し話しただけなのに、胸の底に溜たまっていた暗い気持ちは魔法のように晴れていた。

「じゃあ、相談させてもらおうかな」

　慧輝は体を起こし、そのまま瑞みず葉はの隣に座る。

「実は今、南なん条じようとぎくしゃくしててさ」

「真ま緒おちゃんと？」

「南条にはたぶん、俺に隠してることがあって。俺には南条が何を考えてるかわからなくて、わからないことにカッとなって、問い詰めて──それで、南条を傷つけた」

　自分でもよくわからない苛いら立だちをぶつけ、彼女を傷つけてしまった。

「言いたくないこと、無理に聞こうとするのはダメだよ」

　事情を聞いた瑞葉は困ったように微笑ほほえんで、子どもをたしなめるように言う。

「友達でも、家族でも、相手のことが好きだから、大切な人だから言えないことって、あるんじゃないかな」
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「……そう、かもな……」

　慧けい輝きだって自分の全てを友人に話すわけじゃない。

　もちろん、大切な家族の瑞みず葉はにだって話せないこともある。

「……でも、それでも俺は、南なん条じようのことを知りたいと思う」

　相手のことが大切だから言えないことは確かにある。

　けれど、言葉にしなければ伝わらないことも、同じくらいあると思う。

　今以上を知りたいと望むなら、傷つけ、傷つけられることは覚悟しないといけない。

　相手の秘密に踏み込むのなら痛みを伴うのは当然だ。

　人が心を持つ生き物である以上、無傷でいられる関係なんてありはしないのだから。

「兄さんは、このまま真ま緒おちゃんと離れたくないんだね」

「ああ」

「じゃあ、真緒ちゃんと仲直りしないとだね」

「どうすればいいと思う？」

「なんかこう、全力でぶつかっていくしかないんじゃないかな？」

「アバウト！」

「別に特別なことはしなくていいよ。兄さんは兄さんのまま、自分が思った通りにしたらいいと思う」

「だけど……」

　だけどもし、自分の選択のせいでまた同じ失敗をしてしまったら──

　真緒が流した涙を思い出す。

　彼女を傷つけた後悔が痛みとなって胸を刺す。

　不安で足踏みをしてしまう慧輝の手に、柔らかな温度が重なった。

　視線を上げると、瑞葉の可愛かわいい笑顔があった。

「もしもそれで失敗したら、わたしが慰めてあげる」

「瑞葉……」

　彼女は殻に閉じこもった臆おく病びよう者をまんまと外へ連れ出した。

　進むための勇気が足りないなら、失敗の恐怖を薄めればいい。

　後ろ向きな解決策だが、それくらいが慧輝にはちょうどいい。

　可愛い妹に慰めてもらえるなら失敗もそれほど悪くないと思うのは、慧輝がシスコンだからだろうか。

「ありがとう瑞葉。俺、頑張ってみる」

「うん」

　瑞葉は優しく微笑ほほえんで、慧輝の好きな水色の声で「がんばって」と言ってくれた。
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　瑞みず葉はに相談した翌日。相変わらず真ま緒おと話せないまま放課後を迎えてしまった。

　図書委員の仕事を片付けたあと、慧けい輝きのスマホに『真緒ちゃんは教室なう』という瑞葉からのメールが届いた。

　慧輝が自分の教室に戻ると、メールの内容通り目的の人物が残っていた。

　机に突っ伏しているため表情は読み取れないが、赤茶色の髪は間違いようがない。

「……珍しいな。いつもなら真っ先に帰るのに」

　なんにせよ、これはまたとないチャンス。逃す手はない。

　深呼吸をして気合いを入れ、前方のドアから教室に入る。

　真緒の席は教室の真ん中あたり。そのすぐ傍そばまで近寄って、声をかける。

「南なん条じよう？」

「…………」

「おーい、南条さーん？」

「………………」

　熟睡しているのか、それとも無視を決め込んでいるのか。

　呼びかけに対する返答は完全な無反応。

「起きないとおっぱい揉もむぞ？」

「…………ばかじゃないの」

　セクハラ発言と引き換えに入手したのは辛しん辣らつな言葉と冷ややかな視線。

「起きてるんじゃないか」

「……ふん」

　雨の日の出来事が尾を引いているのだろうか。

　真緒は不機嫌そうに鼻を鳴らすと、気だるげに体を起こした。

「南条、なんか顔色が悪くないか？」

「別に。ちょっと寝不足なだけだから」

「寝不足って……ここんところずっとだよな。お前、夜に何してんだよ？」

「……桐生きりゆうのせいじゃん」

「え？」

「あたしが寝不足なの、アンタのせいだから。桐生のことばっか考えて、頭の中グチャグチャだし、夜も眠れないし……」

　苛いら立だちを含んだ口調は徐々に勢いを失なくし、最後には尻しりすぼみになっていく。

「……こんなに苦しいのは、ぜんぶぜんぶ桐生のせい」

「南条……」

　真ま緒おの想おもいを聞いた慧けい輝きは、自分の気持ちを伝えるために言葉を紡ぐ。

「……俺、南なん条じように謝りたい。正直、どうして俺の存在が南条を困らせているのかわからないけど、俺は南条を傷つけたことを後悔してる。南条と喧けん嘩かはしたくないし、ちゃんと許してもらって、その上でもっと南条のことを知りたいと思う」

　不器用を絵に描いたような文字の羅列。

　上手に喋しやべれている自信はないが、偽らざる気持ちを言葉に乗せる。

「だから仲直りしてほしい。南条が許してくれるなら、なんだってするから」

「……ほんとに？」

　急に席を立った真緒が、ずいっと顔を寄せてくる。

　互いの吐息が混じり合う距離。

　うっすらと化粧の施された、大人びた美び貌ぼうにどきりとする。

「じゃあさ──付き合ってよ」

　至近距離で放たれた弾丸は、免疫のない男子の心を揺らすには十分な威力だった。

　真緒の瞳は甘い熱で潤み、頰ほおはほんのりと赤く染まっている。

　夕暮れに沈む教室の中にふたりきり。

　意図せず形作られたロマンチックな舞台で、ヒロインが再び口を開く。

「言ったでしょ？　ふたりで先に進むのも悪くないって。──だから、さ？」
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　じっと慧けい輝きを見つめるのは、時おり感じた視線と同じ、甘い期待を秘めた瞳。

　もう間違いない。

　やはり南なん条じよう真ま緒おこそがラブレターを書いたシンデレラ──




「だからさ、付き合ってよ────秋あき山やまと」




「…………うん？」

　いきなり秋山翔しよう馬まの名前が出てきて、その脈絡のなさに慧輝の思考は寸断された。

　彼女の台詞せりふが、どういった意図を含んだ発言なのかちっとも理解できない。

「……ごめん、南条。もう一度言ってもらっていいか？」

「桐生きりゆうに、秋山と恋人どうしになってほしいの」

「俺が翔馬と？」

「うん」

「恋人どうしになれと？」

「うん」

「お前は何を言っているんだ？」

　意味不明にも限度がある。

　聞こえているのかいないのか、慧輝の台詞を華麗にスルーした真緒は、鞄かばんの中から一冊のノートを取り出した。

　それを開くと、両手を突き出すようにして見せてくる。

「最終的には、こうなってくれたらベスト」

　そのページに描かれていたのは、やたらとリアルな描写の絵。

　どうやら漫画らしいのだが──

「…………え？」

　その内容はあまりに不適切というか、理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

　明らかに慧輝似の男子と、翔馬にしか見えないイケメン男子が裸で絡み合っていた。

　具体的には、翔馬の見事な男性器が慧輝の尻しりの穴を掘削していた。

「な──なんじゃこりゃあああああああああっ!?」

　この世で最も知りたくなかった真実が発覚した瞬間だった。







　舞台は変わらず教室のまま。ひとつの机を挟み向かい合って座る慧輝と真緒。

　両者に挟まれた机の上にはＢＬ漫画が描かれたノート。

　ＢＬとはボーイズラブの略であり、つまるところ男どうしの愛を意味する言葉だ。

「……で、南なん条じようさん？　これはいったいどういうことなんだ？」

「どうもこうもご覧の通りだよ。実はあたし、腐女子なんだ」

「腐女子って、男どうしの恋愛が好きな女の子のことだっけ」

「そうそう。その腐女子」

「つまり南条は男どうしのラブが好きってこと？」

「イエス。大好き」

「そんで男どうしのエロスも好きと？」

「むしろ大好物」

「おおう……」

　南条真ま緒おは男どうしのラブという腐敗した世界を愛する女子だった。

「引いた？」

「わりと」

「だよねー」

　対面に座る真緒が「たはは」と笑う。

　そんな彼女の顔には見慣れない眼鏡が装着されていた。

「南条って、眼鏡してたっけ？」

「ああこれ？　腐女子モードの時だけかけてるんだ」

「あ、そう……」

「真面目まじめな話、ちょっとだけ近視でさ。普段は必要ないんだけど、絵を描く時はしてるの」

「南条が描いてるのって、いわゆるＢＬ漫画だよな？」

「そうそう。イベントとかにも参加しててね。けっこう売れっ子なんだよ」

「売れっ子ねぇ……」

「軽けい蔑べつする？　こういうのを描いちゃう女子って」

「いや、まあ趣味は個人の自由だし、それについてとやかく言うつもりはないけど……」

「けど？」

「なんで俺と翔しよう馬までＢＬ本描いてるんだ!?」

「あ、やっぱり怒る？」

「当たり前だろ!?」

　勝手にボーイズでラブな漫画のモデルにされたら誰だって怒る。

　自分がモデルの男キャラが、友人そっくりのイケメンにケツを掘られる漫画を目の当たりにした男子の気持ちをご想像ください。

「しかもこれ、キャラの名前が『ケーキ』って、ほとんど本名じゃん！」

　ちなみに翔馬似のキャラの名前は『翔しよう斗と』で、ケーキよりは若干マシだ。

「あたしも本名はどうかと思ったんだけどね。ちょうど翔斗とケーキで『ショートケーキ』になって、おさまりがいいってことで決定案に」

「俺のプライバシーはそんなくだらないダジャレに負けたのか……」

　補足すると、南なん条じよう先生の新作のタイトルは『ショートとケーキの濃厚生クリーム対決』で、プロ並みの画力でふたりの絡みを見事に表現する超濃厚な作品となっているらしい。

「南条って俺と翔しよう馬まをじっと見てる時があるよな？　もしかして俺達が漫画のキャラになってることと関係あるのか？」

「うん。アンタ達がＢＬ本のネタを落とさないか観察してたの」

「最近ずっと眠そうだったのも……」

「ＢＬ本の締め切りが近くてさー」

「時々、掃除当番を代わってくれって頼んできたのも……」

「ＢＬ本の締め切りがマジで危ない時だね」

「まさか……一年の時、くじ引きで図書委員になりかけて泣きそうになってたのも？」

「だって委員会なんてやってたらＢＬ本描く時間なくなるじゃん」

「ぜんぶＢＬ本かよ！」

　彼女の世界はＢＬ本を中心に回っていた。

「じゃあ、こないだスマホで翔馬の写真を見てたのはなんなんだ？」

「あれは資料のチェック。あいつ、変態だけど顔はいいから作画の参考にもってこいなの」

「真実ってやつはいつも最低だ……」

「桐生きりゆうも変な勘違いするのやめてよね。あたしが秋あき山やまのこと好きとか、誰があんなロリコンに恋するかっての」

　あの時、真ま緒おが口にした「あたしが好きなのは秋山じゃなくて……」という台詞せりふ。

　そのあとに続く言葉は慧けい輝きの名前ではなく『ＢＬ』だったわけだ。

「けどさ、それならそうと、なんであの時に言わなかったんだ？」

「あたしは自分が腐女子ってことは隠してたの。本当はずっと隠し通すつもりだったけど、桐生が浮気なんかするから情報解禁するしかなくなったわけ」

「よくわからないんだけど……」

「最近の桐生、朱と鷺き原はら先輩とか唯ゆい花かと妙に仲良かったでしょ？　それ、すごく困るの」

「なんで？」

「ネタ不足だよ」

「はい？」

「女の子に割く時間が増えれば、そのぶん秋山との時間は減るでしょ？　つまりあたしのＢＬ本のネタも減るの。実際、あたし達三人で遊びにいく機会減ったでしょ？」

「ああ、それで他の子と仲良くするなって言ってたのか……」

「それになにより。翔斗って本命がいるのに、女の子なんかにデレデレするケーキが許せない！」

「とりあえず漫画のキャラと俺を混同するのやめてくれない？」

「ネタの供給は滞とどこおるし、ケーキが女の子に寝取られたみたいでモチベは下がるし、おかげでスランプに突入だよ。締め切りが危険なラインまで迫っててまともに寝れてないし、桐生きりゆうが浮気したせいで本当に大変なんだから！」

「その怒りの矛先、理不尽すぎやしないか？」

「あ、でも壁ドンの写真は拾い物だったかな。インスピレーションがこれでもかって湧わいてきて最高のシーンが描けました」

「それはよかったな……」

「ちなみに、そのシーンのラフ画がこちらです」

「よせ、やめろっ。そんなものを俺に近づけるなっ！」

　不穏な笑顔を錬成した腐女子が例のノートを見せてくる。

　突き出されたページに描かれていたのはもう完全にアウトなカット。

　ケーキに壁ドンをかまして「もう逃げられないよ」と囁ささやく翔しよう馬ま似のイケメン（全裸）。

　友人に迫られ「し、翔斗……」と、頰ほおを赤らめながら視線を逸そらすケーキ（全裸）。

　甘いマスクで「恥ずかしがらないで」なんて台詞せりふを語りかけながら部活で鍛えられた体を寄せてくる翔斗を、ケーキはまぶたをぎゅっと閉じつつも受け入れていく──

「受け入れるなよ……もっと抵抗しろよ……」

「我ながらこの構図は神がかってるわ……フフ……腐腐腐腐腐腐腐腐腐」

「こわいわ！」

　物もの凄すごい顔で何か不穏な妄想をし始めた腐女子の頭をはたく。

　仲の良い女友達がこんな危険人物だとは思わなかった。

「南なん条じようさ、せめて俺と翔馬をネタにするのやめてくれない？」

「あ、それは無理」

「なんで？」

「この本の続きを待ってる女の子達がたくさんいるから」

「え……続き？　続きってどういうこと？」

「いやー、実は翔斗とケーキの『ショートケーキシリーズ』は人気があってさー」

「シリーズ化してんの!?」

　勝手にＢＬ漫画のモデルにされた挙句、その作品はシリーズになっていた。

　真ま緒おが腐女子と判明してから衝撃の事実が湯水のように湧いてくる。

「優柔不断で初う心ぶなケーキを、経験豊富なイケメンの翔斗が自分色に染めていくってコンセプトなんだけど、これが女の子達に大ウケなんだよねー」

「聞きたくない！　そんな腐った裏事情、これっぽっちも聞きたくない！」

「まあ、そういう事情があってさ。勝手にモデルにしたのはごめんだけど、主役をリストラとかできないし、桐生きりゆうには秋あき山やまとイチャイチャしてもらわないと困るわけ」

「俺、別に翔しよう馬まとイチャついてたわけじゃないんだけど……」

「そこはあたしがうまく脳内変換するから問題ない。あたしくらいになると、男子が一緒にご飯食べてるだけでも濃厚な十八禁シーンが脳裏に浮かぶんだから」

「病院にいったほうがいいんじゃないか？」

　妄想クリーチャーの豊かな想像力によって男の友情がＢＬ漫画化されてゆく。

「桐生、お願い！　あたしの作品とファンのために、秋山と付き合ってよ！」

「嫌だよ!?」

「男どうしだけど愛さえあれば関係ないよねっ」

「あるだろ。そこ無関係にしたらダメだろ」

「桐生は、あたしの原稿が進まなくてもいいの？」

「わりとどうでもいいよ。むしろ完成しないほうが嬉うれしいよ」

「むぅ……そこまで言うことないじゃん……」

　不満げに尖とがった唇は、やがて不敵な笑みへと形を変える。

「そういうイジワル言うなら、あたしにも考えがあるんだから」

「考え？」

「今後は、桐生が女の子とくっつかないように邪魔してあげる」

「はあっ!?」

「桐生に女の子の恋人なんかできたら原稿どころじゃないし。主役が女の子に寝取られるＢＬ本とか、そんなの売れるわけないし」

「知らないんだけど!?」

「あ、ちなみに男の子との浮気ならセーフだから」

「それセーフじゃないだろ？　完全にアウトだろ？」

「覚悟してよね。桐生の恋路はあたしが邪魔してやるんだから！　全力で！」

「えええ……」

　決意を秘めた瞳で理不尽なことをのたまう女子高生ＢＬ作家。

　迷惑このうえない宣言は至って本気らしく、彼女の中では決定事項となったらしい。

　こうして、シンデレラを探す王子のお話に新たな試練が追加されたのだった。
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　慧けい輝きが出ていった教室で、眼鏡を外した真ま緒おは机に突っ伏していた。

　何をするでもなくぼうっとしつつ、時おり溜ため息いきをついてみたりする。

「ほんと、桐生きりゆうって鈍感野郎だよね……」

　口を伝うのは特定の男子に対する悪態。

「……ま、いつまでも勇気を出せないあたしもあたしか」

　慧けい輝きが女の子達と仲良くしていると嫌な気持ちになる。ＢＬ本のネタを収集できなくて困るっていうのもあるけど、でも、嫌な気持ちになる理由はそれだけじゃない。

「ほんと……ちょっと助けてくれただけの男子に、いつまで片かた想おもいしてるんだか」

　漫画の中で翔斗に激しく抱かれるケーキを見ても嫉しつ妬としたりはしない。

　けれど、現実の慧輝が女の子と仲良くしているのを見るとムカッとする。

　ムカッとして、イラッとして、それから──モヤモヤする。

　嫉妬──してしまう。

　実際のところ、原稿が進まないのはネタ不足のせいじゃない。

　本当は、桐生と他の女の子との仲が気になって原稿が手につかなかっただけだ。

「……あー、やめやめっ。早く帰って原稿の続きしよっと」

　全ては自分の作品を待ってくれている愛すべき読者のために。

　発酵した若きＢＬ作家は、締め切り直前の原稿を打ち倒すべく教室をあとにした。





[image: ]

　教室で真ま緒おと別れたあと、慧輝はぐったりとした面持ちで廊下を歩いていた。

「……まさか、南なん条じようが俺と翔しよう馬まをモデルにＢＬ漫画を描いてるとは思わなかった」

　クラスメートの女子が自分をモチーフに男どうしのラブロマンス（十八禁）を生産しているなんて誰が想像できただろう。

「まあ、とりあえず南条はシンデレラじゃなさそうだな」

　南条真緒は桐生慧輝に恋などしていなかった。

　彼女が好きなのは慧輝ではなくボーイズラブで、恋文の主は真緒ではなかったのだ。

　そう納得した時、慧輝はちょうど下げ駄た箱ばこの前で止とまっていた。

「南条じゃないなら、やっぱり紗さ雪ゆき先輩か唯ゆい花かちゃんがシンデレラなのか？」

　けっきょくのところ、また振り出しに戻ったわけだ。

　パンツを落としたシンデレラを見つけるには、まだ時間がかかりそうだ。

「…………帰るか」

　溜ため息いきをつきながら下駄箱を開けると、激しい既視感に襲われた。

　思わず「うげっ」と嫌な顔をしてしまうくらいには不穏な光景。

　靴の上に、怪しげな封筒が置かれていたのである。

「またこのパターンか……今度は誰だ？」

　紗さ雪ゆきはしばらくアプローチを控えると言っていたから、唯ゆい花かの仕業だろうか。

「なんにせよ、ブラじゃないだけだいぶマシだな。あれほどのテロはそうそうない」

　そんなふうに楽観して、貼はられていた星型のシールを破って封を開ける。

　中身を取り出した瞬間、慧けい輝きは己の認識の甘さを後悔することになった。

「…………」

　開いた口が塞ふさがらないのは封筒から出てきた一枚の写真が原因だ。

　写真の現場は書道部の部室。

　写っていたのは一組の男女。

　両手を手錠で拘束されたメイド服姿の朱と鷺き原はら紗雪と。

　彼女の胸の谷間に手を突っ込んでいる桐生きりゆう慧輝。

「アウトぉおおおおおおおおおおおおっ!?」

　まさしく完全にアウトな写真である。

　真実は『紗雪が胸の谷間に落としてしまった手錠の鍵を慧輝が取り出している図』なのだが、事情を知らない人間には『メイドのコスプレをさせた女子を手錠で拘束して性的なイタズラをする男子高生の図』にしか見えないだろう。

　トイレの限界を迎えていた紗雪を救うために両者合意の上で決行された行為であり、なんら違法性はないのだが、そんな言い訳はこの写真の前では通用しない。

「いったい誰がこんな写真を……」

　一瞬、紗雪が隠し撮りしたのかとも思ったが──違う。

　これはアングル的に窓の外から、おそらくは教室棟から撮られたものだ。

　しかも、数ミリのブレもなく鮮明に決定的瞬間を捉とらえている。

　とても素人が撮影したものとは思えない。

　封筒の中にはメッセージカードも入っていた。

　手書きではなく、印刷された文字で次のように記されていた。




『桐生慧輝殿。

　これを読んだなら、速やかに以下の場所にこられたし。

　部室棟三階。天文部まで。

　なお、従わない場合は貴方あなた様の人としての尊厳が危ういかもなのであしからず。』




「つまり、こなかったら写真をばらまくってことか」

　全体的に言葉遣いがおかしいのが気になるが、要約するとそういう意味だろう。

　気になる点はもうひとつある。

　慧けい輝きの名前があるのに、これを書いた人間の名前がないということ。

　封筒に貼はられていたシールが違うし、手書きか印刷かの違いはあるが、差出人がわからないという意味ではシンデレラが残したラブレターに似ている。

「この封筒は、シンデレラが入れたものなのか？」

　もしそうなら、この指定場所にいけば、ずっと探していた女の子に会えるかもしれない。

　パンツを落としたシンデレラの正体がわかるかもしれないのだ。

「天文部か……」

　真ま緒おとの一件があったばかりだし、正直気は進まないのだが──

「いかないわけにはいかない、よなぁ……」

　相手は公開するだけでこちらの人生を終了させる凶悪な切り札を握っている。

　卑ひ猥わいなメイド服を着た女子生徒の胸の谷間に手を突っ込んでいる写真とか、下へ手たをしたら退学レベルの劇薬だ。

　そんなものを一般公開されるわけにはいかない。

　慧輝はそっと下げ駄た箱ばこを閉めると、封筒を手に部室棟へと足を向けた。







「ここが天文部か……」

　部室棟の三階。その一番奥に天文部の部室はあった。

　おそるおそるノックをすると、数秒の空白のあとに「どうぞ」と小さな返答。

　意を決して扉を開けた慧輝を出迎えたのは、不自然な暗くら闇やみだった。

「え、なにこれ暗いんだけど……」

　天文部の部室は、ここだけ夜が訪れたのかと錯覚するくらいに暗かった。

　人工の夜を作り出しているのは窓を覆うカーテン。

　よほど遮光性に優すぐれているらしく、差し込もうとする夕ゆう陽ひをほぼ完全に拒絶している。

　広さはおそらく書道部と同じくらい。

　暗くてよく見えないが、部室の中には様々な機材の影があった。

「…………」

　慧輝はごくりと喉のどを鳴らし、異質な空間に足を踏み入れた。

「あのー、下駄箱に入ってた手紙を見てきたんですけどー」

　部屋のどこかにいるであろう〝誰か〟に呼びかけてみるも応答はなく、かわりに背後で扉が閉まる音がした。

「──え？」

　音に反応して振り返った慧輝は、自身に飛びかかってくる人影を見た。

「うわあああああっ!?」

　謎なぞの人影に体当たりされた慧けい輝きは全く抵抗できないまま床に背中を打ちつけた。

「…………痛い」

　呟つぶやく慧輝は仰あお向むけの状態で人影に押し倒されていた。

　慧輝に馬乗りになった犯人はパーカーを着ており、フードを被かぶっていた。

　部屋の暗さと、パーカーのフードのせいで顔はよくわからない。

　ただ、視界の端に映ったスカートと、腹部に乗ったお尻しりの柔らかさから、相手の性別だけは正確に判別できた。




「────動かないでください」




　人工の夜の中に鈴の音のような声が鳴る。

　暗くら闇やみの中、強い光を放つスマホの画面を突き付けられた。

　そこには封筒に入っていたものと同じ写真が映されていた。

「少しでも怪しい動きをしたら、その瞬間にあなたの人生は終了すると思ってください」

　囁ささやきのように静かな、けれど、強い響きを含んだ音。

　抵抗したら写真を流出すると脅しをかけられたわけだ。

「なんか俺、最近こんなのばっかりだな……」

　犬の首輪を着けた黒髪美女に「私をペットにしてください」と言われたり、金髪美少女に脱ぎたてのパンツを口に詰め込まれたり、異常な経験を豊富に積んだ慧輝である。

　なんだかもう、これくらいのことでは動じない自分がいた。

「あなたがわたくしの要求をきいてくだされば写真は処分するとお約束します」

「要求って？」

「それは──」

　パーカーの下で、少女の顔がぽっと赤くなる。

　暗闇に目が慣れたのか、彼女の顔がぼんやりと見えるようになった。

　高校生にしては幼い顔立ちに思えたが、かなりの美人さんだ。

　もじもじと両手の人差し指をくっつける仕草が可愛かわいらしい。

　まるで告白寸前の女の子のような雰囲気に、慧輝の喉のどがごくりと鳴る。

（や、やっぱりこの子がシンデレラなのか……？）

　彼女の手が、すがるように慧輝の制服を握る。

　そして、きゅっと結ばれていた唇を、おそるおそる開いた。

「……好き……です……」

　紡がれた言葉は、もはや疑う余地のない愛の告白。

「初めは遠くから眺めているだけで幸せだったのです。でも、いつからか好きって気持ちが溢あふれて止とまらなくなって、どうしたらいいかわからなくて、写真を使ってあなたを脅すなんて卑ひ怯きような真ま似ねをしてしまいました」

「お、おお……おおおおおおおおおっ!?」

　どうやら本当に探し求めていたシンデレラと出会ってしまったらしい。

　台詞せりふが健けな気げでいじらしくて、今までドＭの痴女やドＳの小悪魔や腐女子のＢＬ作家としか縁がなかった慧けい輝きには彼女が本物の女神に見えた。

（やばい──なにこの子、めちゃくちゃ可愛かわいいんですけど!?）

　あまりにも可愛くて、慧輝は押し倒された体勢のまま、彼女の小さな手を握っていた。

「よしわかった結婚しよう！」

「はい？」

「ん？」

「どうしてわたくしが桐生きりゆうくんと結婚しないといけないのですか？」

「え？」

　ふたりの会話が嚙かみ合あっていないことに気づいたその時、開いていたらしい窓から入り込んだ風がカーテンをふわりと撫なで上あげた。

　遮られていた日差しが一瞬で部屋を満たす。

「…………え？」

　空間の全容を目の当たりにした慧輝の口から戸惑いを表す声が漏れる。

　思考が停止するほど異様な光景。

　天文部の部室の中には無数の写真が飾られていた。

　それはもう常軌を逸した枚数で、大小様々なサイズの写真が壁はおろか天井まで埋め尽くし、夜空にきらめく星々のように部屋を彩っていた。

「な……なんなんだ、これは……？」

　隠し撮りされと思おぼしき無数の写真は、全てひとりの男子生徒を捉とらえたものだった。

　自販機で購入したコーラを飲んでいる写真。

　教室でクラスメート達と談笑している写真。

　ラケットを手にテニスコートを駆けている写真。

　盗撮されたそれらの写真に写っていたのは慧輝もよく知る人物。

　慧輝の友人にして、幼い少女をこよなく愛する変態ロリコン。




「ごめんなさい。お気持ちは嬉うれしいのですが、わたくしの恋愛対象ターゲツトは秋あき山やまくんなので、桐生くんと結婚はできません」




　慧けい輝きが運命を感じた女神は秋あき山やま翔しよう馬まのストーカーだった。

　ドＭの飼い犬志願者とか。

　ドＳの飼い主希望者とか。

　腐女子とかストーカーとか。

　なぜか慧輝の周りには変態な女の子ばかり集まってくる。

　慧輝はただ、普通の恋がしたかっただけなのに。

　ラブレターをくれた女の子を見つけ出し、初の恋人をゲットして、その子と普通にイチャイチャしたかっただけなのに。

　それなのに、なんだか現実は理想とはぜんぜん違っていて。

　可愛かわいくて変態な女の子達に食べられるのが先か。

　理想の恋人をゲットするのが先か。

　いろいろ奇妙おかしなラブコメの主人公は、お菓子のような名前の王子様。

　けれど、その物語はケーキのように甘くはないらしい。




　ラブレターを残し、パンツを落としていったシンデレラ。

　彼女は未いまだ、王子の前で尻尾しつぽを出してはくれないのだった。





あとがき




　お久しぶりです。初めての方は初めまして。花はな間ま燈ともです。

　今作はラブコメですが、変態成分が多めに配合されております。

　なにせ登場キャラの変態率がほぼ百パーセント。

　タイトル通り、見た目は可愛かわいいのに変態なヒロインが多数登場します。

　でもみんな可愛いから多少変態でもぜんぜん問題ないですよね。

　変態ばかりのラブコメディ、いかがでしたでしょうか？

　少しでも笑っていただけたなら幸いです。

　最後に謝辞を。

　イラストを担当してくださったｓｕｎｅ先生、作風にマッチした素敵な絵をありがとうございました。表紙の唯ゆい花かとか超可愛いです。太ももが最高です。

　出版に関わっていただいた全ての皆様、本を手に取ってくださった読者様、本当にありがとうございます。

　感謝の気持ちを原動力に、再びお目にかかれるよう頑張ります。





花間燈

















特別付録　書き下ろし短編







紗雪：「ねえ、慧輝君？」

慧輝：「なんですか、紗雪先輩？」

紗雪：「私、生まれ変わったら犬になりたいわ」

慧輝：「え、犬？　なんで犬？」

紗雪：「犬といっても飼い犬ね。飼い犬って、すごく優雅な生活を送っていると思うの。寝床は保証されているし、主人に愛想を振りまいているだけでご飯はもらえるし、トイレの処理まで飼い主任せなのよ？　ニートもびっくりのぐうたら人生よね」

慧輝：「狩猟犬とか盲導犬とか、働いている犬もいますけどね」

紗雪：「そういうのはダメ。忙しそうなのはダメ。なんかいろいろ苦労しそうだから野良犬も却下よ。私は純粋に普通の飼い犬になりたいわ」

慧輝：「なにその不純な転生願望……神様もびっくりですよ」

紗雪：「というわけで慧輝君、今から飼い犬に転生した時に備えて予行練習をするわ」

慧輝：「予行練習？」

紗雪：「ええ。そこに私が慧輝君に貢がせたう●い棒があるわよね」

慧輝：「ありますね。先輩がどうしても食べたいって言うからコンビニで調達してきたサラダ味のう●い棒がありますね」

紗雪：「食べさせて？」

慧輝：「はい？」

紗雪：「今の私は犬という設定よ。そして慧輝君が飼い主さん。だから飼い主さんの慧輝君にう●い棒を食べさせてほしいの」

慧輝：「ああ、そういうこと。まあ、別に暇だからいいですけど」

紗雪：「じゃあ、まずは皮を剝いて中身を露出させるのよ」

慧輝：「なんですか、その妙な表現は（う●い棒を露出させながら）。……じゃあ、ほら、食べてください」

紗雪：「では遠慮なく…………ちゅっ、れろ、くちゅっ」

慧輝：「待って!?　なにその食べ方!?　なんでう●い棒、舐めまわしてるの!?」

紗雪：「ああっ、これっ、これ好き……っ、慧輝君の……太ぉいっ」

慧輝：「う●い棒ですよね!?　太いのはう●い棒のことですよね!?」

紗雪：「あら、そんなに顔を真っ赤にして、飼い主さんはどうかしたのかしら？」

慧輝：「どうかしてるのは先輩のほうだから！」




　後輩の反応を見て、彼女は楽しそうに微笑む。

　とある高校の書道部。その部室にいるのは、いつもこのふたりだけで。

　変人の先輩と、お人好しな後輩が、騒がしくも楽しい時間を過ごしていた。
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